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「世界最高速

ＱＶｏｏｾ も ｩｮ L  
E  し; かも乗りごこちゃ安 全 性に

!  細 心 の注 意 を 払 いました。

東京池袋副都心再開発事業の一環として 、

今年4月に竣工する高さ 240メー トル、日本

一 の高層ビル、「サンシャインー60J 、こ のりレに

三菱電機が開発した世界最高速のエレベー

タが動きます。( 従来の記録は分速 540メー

トル) 60階の展望台へ約30秒。日本一 の高

層 ピルのシンボルにふさわしいエレベータと

して、 今 注 目を集めてし、ます。また高速・高

揚程化仁伴う乗りご こち ゃ 安全性の問題

も次のように解決しました 。

分速 600メー トルともなると、ちょ っとした揺

れや振動も拡大されて乗りごこちをそこない

乗り手に不快感を与 える原因となります。た

とえば、ロ ープはパオ、計りのように伸縮し 、

エ レベータを振動させ 、速度制御 を乱しま

す。 この問題を解決するため 、三菱 電機

ではロ ー7

0

1 : 速度制御の関係を シミュレー

ションで解析し 、その結果か ら、 ロー プの

揺れや振動を吸収する 緩衡 器 ー メカニカノレ

ダンパを開発、導入しました 。また分速600

メー トルと L、うスピー ドに追随する速度制御l

を行なうために 、より応答速度の 高 い迷度

制御方式を採用しています。一方 では 高速

化によるエレベータの走 行 風音 を相11 えるため

に、防音 カプセノレをエレベータの上下に取り

付 けました。

乗りこJ こちについて

三重工レベ- 9

三菱 電機はこの 点についてもあ らゆる角度

から対策をほ どこ しました 。

. 万一途中で止 まった場合で、も隣のエレベ

ータを横付けして 乗客をすみやかに救出す

る高速自動ドッキング装置 。

. 電源機器の故障に対する 各種安全 回路や

安全回路そのものが正常であるか否かを起動

ごと lこ確認 する自動チェック回路な どが計1で丸

L 、ずれも数 多くのエレベータを納入してきた

三菱電機の豊富 な経験と技術力の結晶です。

安全対策について

電話 (06)347- 2271 (ダイヤルイ ン)

篭話 (075 )811- 0 10 5 (代表)

電話 (078 )251- 2534 ( 代表)

大 阪 市 北 区 梅 田 2 丁 目3 番 24 号 ( 西阪神 ピル )

京 都 市 中 京 区 西 ノ 京 下 合 IIIT 2  2  

神戸市主主合区御幸通 り8 の l の 6 (神戸国際会館)

大 阪 営 業 所

京都昇降機営業所

神戸昇降機営業所
λ 議官謡



日本建築協会会告 一

4 通常総会開催通知

昭和53年度介 1 回通常総会を下記のとおり開催いたします。本務

ご多忙のところ拘に恐縮ながら何卒お繰り合わせご出席下さいます

よ うお願い申し上げます。

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛 次

記

と き 昭和53年 6月28日附午後 4 時 半 ~

ところ 日本建築協会 4 階集会室( 東区北浜 3 - 37)  

ぎだい 1  昭和52年度事業報告承認の件

2  " "  決算報告承認の件

3  昭和53年度収支予算承認の件

司会員の受賞

このたび下記の方々は教育及び建設関係功労者として夫々表彰を受

けられました 。 ここに誌してその栄誉をお j変び申し上げます。

戸

U

吾

日

ロ

春の叙勲

勲二等瑞宝章 鷲 尾 健 三 氏 ( 元明石工業高専校長 )

勲五等瑞宝章 市 川 繁 雄 氏 ( 日本管工業社長 )

褒 章

E主綬褒章 福 頼 圭 蔵 氏 ( 新J J ! l 唯材工業所社長 )

黄綬褒章 今 西 誇 雄 氏 ( 今凶組社長 )

// 
西山鳥徳太郎氏 ( 大越企画設計会長 )

創 立 60周 年 記 念 出 版

4 建築データシートハンドブックの

発刊お知らせ

会員各イ立の絶大なご要望により、企画を進めておりました建築デー

タシートハンドブ ックは、漸く 5 月下旬、 2 分冊 1 セット約 3 . 6 kg 

の出版物として発刊の運びとなりましたので、お知らせ申し上げま

す。

この図書は、材料 ・工法を工事別に分類 整理し、「用途I 特長」

「性能 J r 規絡 J r 仕様」 ・ ・などの項目について統ーした書式で記述

し、比較 ・検討を効果的に行えるよう編集したものです。

何卒座右の告としてご購入下さいますようお願い申し上げます。

- 監 修 工 学 博 士 坂 静 雄

. 体 裁 A 4 半IJ ( 屯話帖サイズ) 2 分冊約 1 ，600頁

本文 ・特賞菱

上製本、堅牢ケース付

- 定 価 2 分冊一 式 協 会 会 員 ￥ 6 ，000

骨量 ￥8 ，000 

. 送 料( 荷造科、簡易書留、郵送料の実費)

地域に よ り下 記のとおり料金が変わります。

第一地帯 (大阪市内のみ ) 1，000円

( そ の 他 ) 1，200円

第二地帯f 1，300円

第三地帯 1，400阿

なお、大阪在住の方々は本会までお出向き賜われば幸甚です。

( 送料不要)

- 訂正

4 月号会告において、大沢徳吾 郎氏町職場を東洋 y ャ， 1 ーに訂正します。

4 日本建築協会昭和53年度収支予算

去る 3 月29 日開催の定時評議員会においてゑ認されました。

収 入 の 部

大 科 目 中 手ヰ 目 予 算 者買 積 f):ー 内 言尺

事 業 収 入 86，980，∞o  

会
雪防土也、

収 入 34，∞0，000 普通号10回特別l号 2 図

契 約 々 款 売 上 収 入 1，500，000  

建築データシート収入 31 ，700，∞o  
記収 ｚ 入 ｬｾ 掲ほ 載収入、売上

台、

会 員 名 簿 収 入 8，100，∞o  

広告収入、売上収入

ほか

住 宅 相 談 所 収 入 4，800，∞o  出展料収入

集 f< 収 入 3，700，∞o  各種見学会ほか

講 演 講 習 会 収 入 1，300，∞o  建築工事実務講習会

ほか

雑 収 入 1，880，∞o  

会 費 収 入 49，920，∞o  

個 人 正 会 員 会 費 収 入

30，240，∞o  

本 部 支 部 会 員 ・地

方会貝

団 体 正 会 員 会 費 収 入 19，500，000 

準 会 民 会 費 収 入 180，∞o  学生 ・生 徒

寄 付 金 収 入

寄 付 金 収 入 100，000 

雑 収 入

雑 収 入 200，∞o  

ｾｬＨ＠ 入 メE 入Z  
計 137，200，∞o  

支 出 の 部

大 キ斗 自 中 科 自 子- 算 事ii 私自'1 t): 内 訳

管 理 '貨 52，484 ，000 

給 料 手 当 34， 39() ，000 本 給 食 与 ・ 諸 手 当

退職給与引当金繰入額 4，∞0，000 

福 利 厚 生 費 3，470，000 各種保険料

f< 議
2貨

2，150，000 

旅 費 交 通 費 1，440，000 

通 信 運 搬 'I'l 1，084，∞o  電話料ほか

よ長 金 'I'l 2，∞0，∞o  郵便振替手数料

I肖 耗 ロロロ i主 360，000 

4妻 特 '1主 150，000 

印 刷 製 本 質 480，000 

光 熱 水 料 費 600，∞o  

:tt {昔 料 1，080，000 借地料

火 災 保 険 料 20，000 

8且 キ見 ム0: 謀 300，000 

会 館 消 掃 1'i 360，000 

雑 'I'l 600，∞o  

司3 業 1'i 82，960，000 

会 誌 発 行 'I'l 33，∞0，∞o  

契 約 々 款 費 700，000 

沼袋データシート発行資 27，200，∞o  

会 民 名 簿 発 行 'I'l 6，300，000 

住 宅 相 談 所 賛 4，800，∞o  

集 f< 1主 4，400，∞o  

講 演 説 沼 会 費 1，300，000 

助 成 金 支 出 1，660，∞o  支部資

雑 資 3，ω 0，000 

被立f i ' i 金支出 減価償却積立預金支出 690，000 建 物 什 器

予 制E 賀 予 イ蔚 貸'  1，066，000 

支 出
メE 〉3、

百十 137，200，000 

建築と社会/ 問 符 5 月号 1  



‘ 都市住宅を考える (1)

4 京都市 t T三ZT11J 7アア二

新築工事の見学会

一 日 本 建 築 協 会 会 告

、.  

タ ウ ン ハ ウ ス か ・ ・ ・ . . . .  

東京大学工学部建築学科卒業

市揖 ｩ 建築設計ｾ務所に入所

カナダ ・トロ ントのProj ect

Pl anni ng Associ ates に 15ヵ月

勤務。スウェーデン スト ックホ

J レムのAnker ，Gate &  Li ndegren 

設計事務所に都市計画家として勤

務。

大阪出張所の附設とともにその所

長となり、現{ E に至る .

1971以降大阪大学工学部講師

・千里、泉北、多摩などのニ ュータウ ン計画

に参加し、 1973年以降はベル一、イ ラン 、

ビノレ守、 パナ? などの日本政府の技術援助

による新都市計画にチーフプラ ンナーとし

て参加する 。

・起味 ー絵画、釣

2瞳師鉛介

1954 

1954 

1962- 63 

聞く

1963 

- ・・・・・・・なぜ- 今・

安 秀 雄 氏 に

富安秀雄氏

自

国

国

.. ， 
A  

近年、〈タウンハウス 〉 が さ か ん に と り あ げ ら れ 、 多 方 面 か ら 注 目

さ れ る よ う に な っ て き ま し た 。 こ れ は 高 層 化 や 巨 大 化 の 非 人 間 性 に

対 す る 反 省 な の で し ょ う か。土 地 付 住 宅 へ の 織 強 い 要 求 の あ ら わ れ

で し ょ う か 。 あ る い は 居 住 環 境 整 備 を は か つて い く 上 で 、 低 層 集 合

と い う 形 態 は ど ん な 意 味 を も つ の で し ょ う か ・・ ・・ な ど 、 さ ま ざ ま な

問 題 を 提 起 し て お り 、 集 合 住 宅 そ の も の の あ り 方 が 聞 い 直 さ れ て い

るように思えます。

今 回 、 都 市 居 住 空 間 の 重 要 要 素 と し て の 都 市 住 宅 、 特 に くタウン

ハ ウ ス 〉 を と り ま く 諸 問 題 に つ い て 、 プ ラ ン ナ ー と し て 多 く の 住 宅

計 画 を 手 が け ら れ 、 海 外 の 都 市 住 宅 に も 造 詣 の 深 い 富 安 秀 雄 氏 を お

招きして、講演をう伺がうと同時にディスカ ッションする機会をつく

りました 。 多 数 の ご 参 加 を お 待 ち し ま す。

t

、t

I

r

r

・

6 月 17 日 ( 土 ) 開 場 13 ・30

開 会 14: 0 0→ 閉 会 16 :  30 

関 西7正 力 側 大 阪 南 サ ー ビ ス セ ン タ ー ・1 I渚 集 会室

時

場

制披セ ンF ービル l 階 )

'，L:，，，'i 06- 631  - 3333 

ただし大阪 ・ 地下鉄、御堂筋線「日ｉｦ ｾ 波 」 駅下卓→高 μ 屋行貨 ｭ の

よ+!:j l1l J 、 筋 li 'J 1; 、いすぐ。

講 師 自安秀雄. 氏 ( 附diilli ｲＮｬ ｬ､， ｬ 泊先住築コ ン サ ｊ レ ｆ ン ツ大阪 ｗｾｊ .. di )r 公)

定 員 40名

参 加 会 費 600円

申 込 往 復 は が き に 限 り ま す。 は が き は 1 名に l 枚| 浪りとし、

氏名 ・勤 務 先 名 ・年 令 ・連 絡 屯 話 番 号 ・返 信 用 宛t ，・郵

便番号を記入し、 「都 市 住 毛 を A号える ( l) J と 明 記の |二、

6 月 12 日 ( 月) まで与に建築協会事業事長へ。

日

. 6. .  

: r< 

JUJ I!{l 利51 年3 J-l→H日制l

52 l li ll J-l オープン

llti 干[153年 6 }J ..j ミ

hな施設 身体隙:占ー者リハビリ

テーシ ョンセンタ一、

左人福祉セ ンタ一、

児童館、学定保育所、

il' iIり'iH'.'i 長所など

(大阪市南区錐波新I也6 番 f 6 - 4

京都 のまちに福祉の風土を、・ 一・・ をモ ッ トーにして京都市では 、

10余 年以 前 よ り 身 体 障 害 者 の 中 核 と な る 施 設 を 中 心 と し た 総 合 1) ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン の 建 設 事 業 を 計 画 さ れ 、 昭 和51年 よ り 建 設 を 開 始 し

ました。

こ の 建 物 は 、 さ ま ざ ま の ハ ン デ ィ キ ャ ップ を も っ た か ら だ の 不 自

由 な 人 び と が 、 一 人 の 市 民 と し て 幸 せ で、盟 か な 生 活 が お く れ る よ う

に 、治 療 と 併 行 し て 機 能 回 復 訓 練 、 職 能 訓 練 な ど の 一 連 の 錆 置 を 行

い 、 自 立 に 結 ひF つ け る 施 設 と さ れ て お り 、 市 内 の す べ て の 身 体 障 害

者 関 連 機 関 や 施 設 の ネ ッ ト ワ ー ク の 中 心 的 存 在 と し て 計 画 さ れ た も

の で 、 そ の ほ か に 老 人 福 祉 セ ン タ ー ・児 童 館 ・消 防 出 張 所 を 併 設 し

た複合施設です。

ま た 建物 全 体 の 構 造 、 設備 は 身 体 障 害 者 や 老 人 の 方 が 等 し く 利 用

で き る よ う 充 分 な 配 慮 が な さ れ 、 施 設 の 特 殊 性 か ら 、 防 災 避 難 計 画

に つ い て は と く に 防 災 セ ン タ ー の 設 道 、 バ ル コ ニ 一 、 非 常 用 E V な

ど密度の高い配慮、がうかがわれます。

今 回 は 京 都 市 民 生 局 の ご 厚 意 に よ り オ ー フ・ン前に特別に見学でき

る こ と に な り ま し た 。 多 数 ご 参 加 下 さ い 。 な お こ の た び は 安 井 建 築

設 計 事 務 所 な ら び に 鴻 池 組 に 多 大 の ご 協 力 を い た だ き ま し た 。

日 時 6 月 9 日 働 集 合14 :  0令→解散16 : 00 

集 合 場 所 京 都 市 身 体 障 害 者 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ンセ ン タ ー 正 面 玄 関

前 ・日 機 会 旗

ただし阪ｾＺ［ｌＺ ｾ Ｂ ・ ボｲＮｊ Ｑ 線 ｲ Ｑ Ｇ 可院 ｪ 駅よリ点 へ Ｑ＾Ｑ ｾ ｉ ｪ［ Ｕ 分 ｫｦｬｬｾ Ｎ
大阪より所要約 l 時IHI (特急.は停車しません からご白:. Q.のこと Ｚ ｾ Ｎ ｬｬ ーを 利Ｉｬ ｪ トさい。Ｉ

集合所までの交通貨 (阪急は片辺220円) は科 nごi:'t JII 曜'li ' 、ます

定 員 30名

参 加 会 費 400阿

申 込 6 月 6 日(*l まて1こ電話にて受付いたします 。

氏 名 ・ 勤 務 先 名 ・ 連 絡 住 所 及電 話 番 号 を 詳 細 に 事 業 課 ま

で お 申 越 し 下 さ い 。 折 返 し 参 加 証 を お 送 4ハ、たします 。( 事

業 課 T E L 0 6 - 2 3 1 - 9 6 4 0 ) 会 誌 発 行 の 遅 延 が 続 き 、 恐 縮 な

が ら 早 急 に お 申 込 み 下 さ る よ う お 願 い 申 し あ げ ま す 。

建 築 概 要

所 在 地

建 築 主

監 理

設計民連

施 工

構造規校

敷地由秘

建築面; f l ' f

延床蘭ftf

京都市中京区壬生 ｦｾＱ 念町 ＳＰ 格 ｉ 也

京者日市

京mi 市住宅対

側安1HJ ! ; 築設計事務所

鴻池 ・織田共同企業体

S R C泣 地 下 l 階 . J也上 6 階

3，197. 15m'  

1，713. 16m'  

8，310. 0301'  

2  



表紙デザイン吉ヨl顕久( 竹中工務庖)

屋根のある橋 ・7 レンツェ

.6月号特集 / 組合方式による集合住宅計画

・7 月号特集 / 住宅設備

・8 月号特集 / 新耐震設計; 圭( 仮称)

・9 月号特集 / 計画特集

編集委員会( 昭和53年度 ) 0 印刷長; I U毛 * f，p併引

編集委員長

liil 川 防 ー

編 集 理 事

!日l 川 防 ー

小 林 h'l  

I1・上 t見

松 村 度 --

今 岡 祥 ntl

rnw #i 

ｬｩ￭ ｬ ｭｾ 太郎

竹 '1' 鎌 一

1' ¥.谷世M児

If ) 色村1114 nt l  

泌辺 ，也
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南千里

市民センター

設 計 大 阪 府 企 業 局

村 野、 森 建 築 事 務 所

施 工 宮 田 建 設

紙 谷 工 務 庖

橋 本 工 務 庖

共 同 企 業 体

所 在 地 大 阪 府 吹 田 市 津 雲 台 1 丁 目

敷 地 面 積 1，690 .50rri 

建 築 面 積 951 . 53rri 

延 床 面 積 2，771. 42rri  

構 造 規 模 R C 、一部 S 'R C 、8 1 、 3 F 、 P l

工 期 昭 和52年 3 月~昭 和53年 3 月

千里ニ ュータ ウ ンも お業開始以来、at に約20

年を経過し、この! 日! の地域社会の嬰求の変化

にも対応し、かつ 、千旦記念事業の一昔11とし

て、本建物は計画されている 。

各階の椛l戊は、 l 階に老人橋t.I]-Jj包設、 2 階に

図2主? 以伐自古，千仏千

i造宣音剖部11分と併せて 、市民セ ンターを構成し てい

る。また 3 附にはプラネタリュームを設置{ し、

2 階 の 図 } i- 館は貸出 しを主業務とし、この地

区のn本j五としての性格をも っている 。

外 観 については 、周囲建物の大きさなどの地

域 の又ケールを考応、し 、在来のセンタ ービル

の延長として計画し、特に新旧館接続音11分に

ついては、 北f!!l J の専 門応へのアフ。ローチを兼

ねるため、 !日J1次! 蓄をたもちつつ、旧館と 一体

の空 II :J を柿 成 するように計画され ている。

ＱＯ ｬￌ［［ ｾ＠ W:11' ，r，持基
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146ni  

116ni  

211ni 

R  C.  2  F  

f 昭 和 52 年 4 月 ~ 昭 和 52 年 10 月
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建築主( 施主) の気構え、考え方に就て

A  まえカずき

建 築 工 事 に 関 係 す る 方 々 を 大 き く 分 類 す る と 、 ①

建築主または施主一要は建物の注文主で、数はた

だ一 人、時には会社たることもあるが、建設工事

の発祥になる方である 。 ②企 画 設 計 を 担 当 す る 設

計 士 ま た は 設 計 事 務 所。 ①工事を施工する貨任者、

即 ち 総 合 諮 負 業 、 工 務 庖 な ど。 ④建 築 技 能 関 係 の

方々、下請業者の方々も含む。 ⑤建 材 お よ び 設 備

関 係 の 方 々、これには建材のメーカ一、販売庖運

搬関係の方、設備Iのメーカ一、販売および取 付 業

の方々など、大きく分類すると 5 大別になる 。

だが、①の発祥の地位にある建築主の気椛え、考

え方の変遂に関係する文献とか、記述がま ったく

見られないのは片手滋ちの感じがしてならない 。

それを訴えたいところに本文を {!r いた本旨がある

ので、施工の建前と本音、内容の気桝え、建物に

対 す る 考 え方の変還をどんなことでもよいから、

本誌に告いて発表して I頁きたい。衆 知 を 集 め て み

たい念腕iからである 。

B  家普請時代の建築主の考え方について

普訪日寺代は田舎では、恐らく大正、昭和1初 期 ま で

続いたものであろう 。聖書請の費用は見積りまたは

版づもりによ って予算の倍かかるとの讐旬がある

読者の頁

りを兄てそれに応じた企画をする 。 もちろん全仕

事は現在でいうところの直営のやり方で、大工も

左官も円末支払の出商と提供の材料があれば積算

され、時には白米で金の代りに支払われたことも

私の記憶にある 。言背負ということはなか った。各

磁の材料は施主が直接種別に良い入れたものだっ

たから、平31Ji の 費 用 がf脅かかるのもわかるような

気がする 。 ｩＡ ｦｾＩＡＱ は多くの知人親戚の方並びに近所

鈴木忠五郎 の方々の司王位: があるので、純主の家では大変な荻

入れ、冬季の閑暇の折、木挽に伐採させ、製材さ 方の忙殺があった 。食事、お茶の接待などそれこ

せ、それを材木小屋にで乾燥させていたので、材 そ大変な経質を要したものだ。私 の 子 供 時 代 の 記

木小屋は田舎では各家に新小屋、土佐肥小屋、馬小 憶によると、私は職人各自に朝のうちに議ゾーリ

屋、土蔵などと同様に併殺されていたものである。 の新しいのを一足ずつ配布するのが仕事だ ったこ

地方には当時、材木庖はなか った。し かし、木材 とを党えている。当時の仕事 場 は オ ー プ ンで誰で

は周囲の山林で早くからその気になれば苑集する もみることができた 。 それでその周囲は近隣の子

こ と は 容 易 だ っ た か ら で あ ろ う と 思 う 。 ( : 共 の 遊 び 坊 に な っ た 。 ま た 、 工 事 場 の 残材もその

普 請 の 大 小 Iこもよるが、大工、左官などの本職は 一 助となり、子供の頃から建築に興味をもつもの

別として、手伝関係の方は村近隣の方々、知人税 が多くうまれてきたのではなかろうかと思う。

戚の方々の奉仕によ ったもので、大抵の建築主は だが、現在の工事場は危険な場所として閉鎖され

幾度か、近所、村内または親戚の方の聖子諮の手伝 てきた 。

に経験があり、建築工事の内容仕上げを、さらに D  請 負 工 事 時 代 に な る と 建築 主 の 考 え 方がどう

材質まで充分な知識、体験をもち、いよいよ本番 変化したか

の自分の家宅事詩のときには、意欲満々であろうこ これはいまさら説明するまでもない 。皆様よく倒!

とは想像がつく。それに千5271に専門に つきっきり 承知のこと 。企画設計と工貨を定めて契約をする。

でかかれるように必業その 他の仕事の ｲｾｊ 暇の折を 多くは総合請負業者とすることになる。下 前 業 者 の

利 用 し て の 普 諮だったわけである。 技能者との直接のつながりはない。 命令すること

質問が不足すれ ば一時停止、材料が不足すれば停 も、変更することも直接にはできない 。建 物 商 品

止、完成までには長いものは 10年から 20年もかか 化 の 傾 向 が 兄 えてきているわけである。建築主と

る一生の普諮にな った例も少なくない 。現在のよ 設計士にしても ZE志疎通を計ったとしても要は別

うに 3 カ月ないし 6 カ月、また 1 カ年でできあが 人、時に思い迷いをすることもある 。 まして設備

る例は、まったくみられなかったのではないだろ その他の技能者 1;1: . . . 。 だが、これにも慣れてき

うか。 たようだ。こ れからどうすすむものか。現 在 の 施

くらい、その実態を示している 。 c 普 請 時 代 の 建 築 主 の 施 工 の や り 方 主 の 気精 え、考え方など、ここでは省略 さ せ て 頂

私 の 知 っている田舎の当時の建築主は、自分の企 この時代の建築主のやり方 l立、大工棟梁に 相談を く。どしどし本誌にでそれの 御発表を希望してお

画で材料とくに材木は聖子請を予定して立木を只' い して企画し、まず材料を蒐集する。その材の集ま きます。
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大 阪 青 年 デ ザ イ ナ ー ズ 倶 楽 部〈大 阪D .C )

[ 設立趣意 書]

本 会 の 会 員 は 物ti lJ りに携わるトータルな主主I味の作

家 思 考 集 団 で 、 デ ザ イ ナ ー に よ る 自 主 述 営 ク ラ ブ

である 。他 協会のような組織団体でなく、気の合

う物創りのf中flf Jが集う任意の団体として当円参加

賀に よって運営される出入り自由参加の集団であ

る。 11霊祭デPザイン界において 30才 - 4 9才 ま で の 活

動実践期にあ るデザイナーを母体とし、 50才 以 降

のデザイナーを特別会員として構成されている 。

創る喜びを語り社会に物創りの提起を行い、それ

ぞれの社会的使命と武任を自覚して資質の向上を

計り、業務に華l ' l 逃するための有効な施策のーっと

して生まれた活動集団である 。

メンバーは 10年以上のそれぞれの分野で荊蹴して

いる関西のアーチストデザイナーを対象に、お互

いが質的向上を計るべくサロン的場創りを向的と

し、あらゆるデザイン活動 に ひ と り ひ とりが意欲

的に創作活動の輸を広げ参加をする ことの中から

何 か を 見 い 出 す こ と が で き れ ばクラブの活動は向

然に広がりを示すだろう 。

昭和153年 3 月17円( 発足円)

[53年 4 月現在賛 同 者]

ア ー キ テ ク チ ュ 7 荒 川 被

( 符 山 デ ザ イ ン 七 ン タ ー)

グラフイ y ク 阿 部 恢 士

(S .P. G)  

コ ピ ー ラ イ タ ー 荒瀬健治虫1I

(予定瀬 広 特 設 計 事 務 所)

ア ー キ テ ク チ ュ ア 大 政 永 敬

( 大蔵 環 皮 建 築 設 計 事 務 所)

グ ラ フ ィ ッ ク 大 柱 公 人

(1+.1海電鉄宣伝課嘱託)

イ ン テ リ ア 荻 野 伺 統 { 安 井 志 摩 子 デ ザ イ ン 事 務 所 )

( ス ペ ー ス ジ ョ イ ン ト ラ イ ト ハ ウ ス ) 脂綿i . 殴示 山 川 勝 彦

ア ー キ テ ク チ ユ ア 卒中 l l ' . 沖織機 ( i J 山げ' ザイン)

(J J ! : ，J t 事務所 ジェネラルドラフティング) レ ザ ー ク リ エ ー タ 一 山 崎 充 彦

ノマ y ケ ー ジ 1止問 尚 志 (' 1 ラ y ペ)

( 1 J l j 向尚志デザイン事務所) グラフィ y ク 山 閉 録 制t

フォト 北 間 柄 ( 山 悶 柴Mt デザイ ン市 務 所)

( ゼロ) プランナー 山 本 虫

卵 子 デ ザ イ ン 合 間 幸 子 ( プランニングセ ン タ ー エ ー ス )

( アトリエ A MIE ) フォト 和 梨 敬- DII

ア ー キ テ ク チ ユ 7 小 林 敏- 911 ( コマーシャ Jレプレ ー ン)

(，ト林 敬- 9 [ S建 築 計 画 研 究 所 ) 席舗i ・l昆示 木 下 比 呂 夫

イラスト 篠 原 I専七 ( 造 形 ハ ウス)

( テクニカルタンク)

ジ ュ エ ル デ ザ イ ン 的 影 和 夫

造 形 問 中 l出三

( 問 中{ 出 =: '1' 務 所 )

ア ー キ テ ク チ ュ ア 谷 山 降

( コンコード建 築 設 計'1'務 所)

イ ンテ リア 縞 爪 耗 1，切

( ア ド ス ペ ー ス イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル )

テ キ ス タ イ ル 平 岡 奨 子

S. Pク リ エ ー タ 一 平 瓦 正 幸

(BL ACK&Y E L L OW)  

クラフト .r O;! 晃 子

7 ー チ ャ ン ダ イ ザ ー 離 島 武 士

フォト

グラフイ y ク

( 版1足 耶 務 所 21)

稲 田 l刻中

( スタジオ NOB)

繭1111' ftt 

( デ ザ イ ン ス タ ジ オ ダ y シュ)

イラスト 調11竹 千 万

( イ ラ ス ト セ ン タ ー エ ー ス )

グ ラ フ ィ ッ ク 松 江 寛 之

( 松 江 寛 之 デ ザ イ ン事 務 所)

ア ー キ テ ク チ ュ ア 松 本 降

{ 小 林 敬一 部 建 築 計 画 研 究 所)

フォト キt J: ひろ し

(A  CL UB)  

グ ラ フ ィ ッ ク 安 井 志 麻 子

以上の榊成メンバーで! 日H! 9 を舞台にデザインの物

古IJ りに各分野で活制している中堅、新進の作家を

対象にけ1逢いの中からも潤滑油的存在として第 2

回懇親パーティ( 写 真) が 4 月27 日( 木) 611寺- 9 時

までホテル「ドウスポーツプラザ」で 1mかれ、大

阪に新しいユニークな活動クラブとして息づき始

めようとしている。

〈仮 事 務 局〉 小 林 敬一郎建築計画研究所

大阪市南区唱え町通 2 丁目 28 ( 高山ピル)

06- 271- 0126、271- 1356



建 築 と 社 会

『オ レ ゴ ン 大 学 の 実 験』

著 者 C . アレグザンダーほか

訳 者 宮 本 雅 明

二L

ニュース原稿をお送りください。

発 行 鹿 島 出 版 会 ( S D選 s' )

定 価 980円

建 築 物 に 附 属 す る 緑 化 施 設 の 表 彰

大阪市建築局建築指導部は、 H召和53年度の第 8 回

建築物に附属する優秀な緑化表彰施設をつぢのと

お、り発表した。

ビル緑化表彰施設

区分 建 築 物 所有者 ・管理者 代 表者

彰状表

近畿電気工事本庖ピル 近 畿 沼 気 工 llr 岡本繁一

北 浜 中 央 ピ ル 北浜中央ピル' n- 埋 阿部市ー

谷 本 鉄 鋼 ピ ル ミ タ カ 興 産 谷本隆夫

感

日商岩井鷲崎ハイツ 日 商 岩 井 1 d . 野山

オリープハイツ相 JII 来 事l 殖 産 森岡駿介

謝

!El ，去t昌セ ノターピル m人肥後 』高 ピル 煙石隼人

状

久保田鉄工本社祈館 久 保 田 鉄 工 脱 皮太郎

日本経済新聞大阪本社ピル 日本経済新聞社 佐々 ホ誠一

ビル緑化 ・設計者表彰 (感謝状贈呈)

Z量 計 事 務 所 E量計 者 訟計建 築 物

日 建 設 計 大 阪 本 社 上回恒太郎 近久融保市悶鉱怯工工耶本本社1占析ピ館ル

竹大 阪中本 工庖 設相計 官部 花房文一郎 日北本桂揖市開中聞大央阪本ピ社ピルル

一情組水盛建 Z聾E 士大 阪耶 暗支 所F占
若里f 秘ニ

日尚岩井iiit" ハイツ

一開発組エノ組ジニ軍アリ士ング耶大阪務支届所
加 藤 段 之 谷 本 鉄 鋼 ピ ル

東一 組海興挫 業築 士大 阪事 暗支 庄所 d車 問 予qfJ
オリープハイツ制υ1[

さ 組 踏 襲 九 耶 荷 詳 細 結肥後半島セン タ ピル

0 設計者は建築確認申請の設計者とする。

O 自社ピルの設計者は対議外とする 。

第 2 4回大阪府建築コンクール

商業用建築を対象とした線記コ ンクール( 大阪府

・大阪府建築士会共催) の 入選作品は、 つぎのと

おり決まった 。

[第 1部 - 3階 以 下 で 延 500111' 以下]

『安 本 歯 科 医 院』松 本 直 高 (松 本 建 築 設 計 事 務 所)

[第 2 部 = 第 1部 以 外]

r 西郷コミカ温泉』 山 崎 泰 孝 ( アズ ・インステイ

チュート環境計画研究所) ・外村嗣夫 ( プ ラ ス 計

画 設 計 事 務 所)

『山水商事本社中百舌鳥給油所』 出江究( 1 1 ¥江究

建築事務所)

r 阪急グランドピ J レ』 花 房 文一 郎 ( 竹 中 工 務 庖 )

[青 年 建 築士の 最 優 秀 作 品 ]

『フ ァミリ ー レストラン ・キセーラ 』 加 奥 品 則

( 今西建築デザインルーム)

モ スク ワ ・オリンピ ック競技施設

オリンピックを 2 年後に控えたモスクワでは、た

だいま各競技施設の建設が進められているが、そ

のなかで、いくつか紹介しよう 。

写 真① は レ ーニン・スタ ジア ムの敷地内に建設さ

れる体育館。 ここで女子バレーボール競技が行わ

れる。館の大きさは42m X 42mて ¥ 壁 は 、 そ こ で

行われる競技に必要な面積に応じて移動できるよ

第 7 問中之島まつり

企画から準備、当日の進行、参加l に至るまで、す

べて 市 民 の ミ手づくりミによる中之島まつりは、

今年も 5 月 3 日から 5 日まで、中之島公園一帯 で

行われた 。初日には玉県回大阪府知事、作家の居村

卓氏らを囲んで「わが町を考える」をテーマに青

空ティーチインが聞かれ、工夫をこらした催しも

のや出庖でにぎわった 。

困圃圃困

『認 訟 とパタン』

著 者 渡 辺 愁

「都市はツリーでない」で、わが国でもよく知ら

れるようにな った ク リ ス ト フ ァ ー ・ ア レ グ ザ ン ダ

ーと環境構造センターの手になる本である 。 r 全

く新しいアプローチへのたしかな足がかり」とし

て、建設と計画についての既成の観念を破った三

部作の第三巻にあたるのが本容である 。

アレグザンダーは第二巻の「パターン・ランゲイ

ジ」において、 環境をデザイ ンする 253 f聞のパタ

ーンを収録しており、それは(1)都市( パターン 1

- 94) 、(2) 建物( パターン 95- 204 )、(3)建 物 の 構

成と詳細( パターン 205- 253) の三つ に分類され

ている 。

第一巻の ごT he T i me l ess  Wa y  of  B ui l di ngと

では、まだ 77年末現在来刊の由であるが、伝統的

プロセスを 中核にすえた建設と計画に関する新し

い理 論 を 示 し て いる。

発 行 岩波新主主( 策版) 36 本 魯 は こ の 第一巻 、 第 二 巻 の 理 論 と パ タ ー ン に 基

定 価 280円 づい た具体的実験例の紹介である 。著 者 は コ ミ ュ

「人間の思考作用と関連させながら、機械を用いる ニティでの建設と計画の方法のなかで、つぎの六

パタン認識の技術の可能性とその限界を明らかに つの原理 に し た がってつく れば、人びとの要求に

する」と、しおりに紹介がありますが、拝見して 合致した環境をつくりだしていけるという。

鴛きま した。 1 有 機 的 秩 序 の 原 理

「ノマタン」という言楽から、心理学、神経生浬学、 2 参 加 の 原 理

物 理学 、数学 、論理学などの広純な分野の最近の 3.漸 進 的 成 長 の 原 理

話題を、興味深く、著者の「なるたけ、言葉を低 4 . パターンの原理

く、思想を高 <J 舎かれています 。 I i : iのパタン 5. 診 断 の 原 理

認識の序論につづいて、 E 章、データをどう取る 6. 調 整 の 原 理

かでは、 E . Mac hの生理学に関する論文から「マ 著 者 は こ の な か で 環 境 を っ く り 上 げ て い く う え で

ッハ帯」とよぷ「物体の輪郭には物理的にはな い

はずの、くっきりした境界線が現われる」現象の

説明があります。 凹f ，i には「醜い家鴨の仔の定理」

として著者の「考えられる述語を全部( 平等に )

考慮すれば、どんな こつ の物件でも、その相速度、

したがって類似 度 も 同 じになる」ことを示し、そ

れから重要性、有用性の観念の必要をのべている。

Ni;t はコンピューター によるパタン認識の数学的

方法の紹介である 。 V f ; f . のパタン認織と人工主[ J 能

では「パタン認識の重要な役割は、情報圧縮にあ

る」といい、コンピュータ一利用における「次元

低 下」 の必要性は、「パタン認識は類の特徴を 抽 出

し、あとを捨てることだからだ」という 。

広く興味と 刺激を与える近来の名著だと思います 。

( 大 阪 工 業 大 学 金 谷 英一)

うになっているため、観客収容数も 1，500 人から

4 ，000人 ま で 変化 する。

写 真②はクルイラッコエに建設中の自転車競技場。

燃のように風変わりな型をした屋根は厚さ 4 mmの

鋼 鉄 製。形 は 長 径 168 m、短径 138 mの精円形で、

ピストは幅が16m、長さ 333 .33mで 板 張 り 、 直 線

の部分には 11度、コーナーの部分には42度 の 傾 斜

がつけられている。専門家は「このピストは非常

に ミ軽 い と の で 好 記 録 が 期 待 さ れ る 」 と 諮 ってい

る。観客収容数は600人 。

の大切なものを提起している。たとえば「大規綴

集 中 開 発J (l ar ge l ump  dev e l op ment ) にかわっ

て、「漸進的成長J ( pi ecemea l  g r owt h) の概念

を提起している。大規模集中 l制発は、環境を静的

で非連続的なものとみなす干慰査に立脚し、漸進的

成長は、環境を動的で、述統的なものとする視座に

立脚している 。 また、大規模t 集 中 開 発 は 、 建 て 替

えという考えに基づき、漸進的成長は補修という

考えに基づいている。

こういった考え方を含む以上の六つの原理を、オ

レゴン大学のカンパスに適用したもので、高度成

長時代から低成長時代における環境デザインのあ

り方とその手法を具体的に知るうえで熟読に値す

る。人によってはある宇ifu慾を受ける本である。

( 松井)

写 真③ は モ ス ク ワ 北 東 部 、 ミ ー ル 大 通 り の 並 び に

建 設 中 の屋 内 競 技 場 と 屋 内 水 泳 場。 この施設は一

つ続きの屋根に桜われた回廊でつながっており、

一 階 の 部 分 は 長 さ 約 500 m、 そ の 上 に 楕 円 形 屋 根

の屋内競技場と円形屋根の屋内水泳場がそびえ立

つ 。 こ の 二 つ は 共通 の 暖房シス テムと電力供給シ

ステム、単一の製氷 ・空調用の冷房ステーション

で結ばれている。屋内競技場は長径 115 m 、短径

91 mで、スポーツ専用面積は20ha以上ある 。観 客

収 容 数 は45，000人。 (r 今 日 の ソ 述 邦』より)
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壁 画 防 水 外 装 材『アクリトーン」

園 歴 史

近 年 「 壁 面 防 水 」 に 関 す る 高 弾 性 の 防 水 外 装 材 が

注 目 さ れ て い る が 、 そ の 歴 史 的 背 公 は 建 物 外 壁 に

亀 裂 の 発 生 が 多 く な り 、 従 来 の コ ン ク リ ー ト 建 築

物 の 漏 水 は屋根 ス ラ プ か ら と 考 え ら れ て い た こ と

が 通 用 し な く な り 、 外 壁 に も 注 意 を 払 う 必 要 が 生

じてきた昭和45- 46年 に さ か の ぼ る 。 住 宅 公 団 の

45年 度 調 査 の 一 例 に よ る と 、 外 壁 と 窓 廻 り か ら の

漏 水 が5 0 %以 上 を 占 め る よ うになったとあり 、ア

ク リ ト ー ン は こ れ を 機 会 に 開 発 、 昭 和4 8年 に上市

さ れ 、 初 期 の 補 修 材 と し て の 需 要 か ら 、 そ の 防 水

性 、 亀 裂 追 従 性 、 耐 候 性 、 化 粧 性 が 認 め ら れ 大 型

新 築 物 に 設 計 段 階 か ら 採 用 さ れ る ま で に 成 長 し て

い る 材 料 で あ り 、 こ こ に 紹 介 す る 0

・ 特 長

ア タ リ ト ー ン は 、 ア グ リ ル ゴ ム エ マ ル シ ョ ン に 各

種 の 充 填 材 を 配 合 し たー 液 型主主材で、建築物外壁

面 の 化 粧 と 防 水 を 目 的 と し た 仕 上 材 で あ る 。従 来

の 吹 付 材 が 化 粧 性 を 重 視 し て 使 用 さ れ て い る の に

対 し 、 防 水 性 に 重 点 を お い た 品 質 設 計 が な さ れ て

い る 。 即 ち 、 塗 膜 自 体 の も つ ゴ ム 状 性 質 で コ ン ク

リ ー ト に 発 生 す る 亀 裂 に 追 従 し 、 亀 裂 の 影 響 を 仕

上 層 表 面 に ま で 波 及 さ せ な い と い う 特 性 を も って

いる。その他の主な特長は次のとおりである。

(1)  アク リ ル ゴ ム は 、 ゴ ム 状 高 分 子 の う ち 最 も 耐

候性がよく、変色、劣化が殆んどない。

(2)  ー 20"C でも伸びを失わず、 80" C でも安定で、

耐 寒 、 耐 熱 性 が よ い 。

(3) 耐 ア ル カ リ 性 が よ く 、 接 着 カ も 安 定 し て い る

ので、メエンテナンス工事にも適す。

(4) ー 液 型 エ マ ル ション で作業性がよく、 J A S

23章 吹 付 工 事 の 技 能 で 絡 工 が で き る 。

・ 性 能

外壁の ミ防水 と 化 粧と の こ つ の機能を満足させる

ア タ リ ト ー ン の 一 般 性 能 を表 ー 1、 表 - 2に示す。

表 1  塗膜のー鍛性能

項 目 性 能 試験方法

耐 ひ ぴ 曹I j れ性 典 常 な じ J I S  A - 6 910による

耐 i阜 粍 性

下地の践出

J I S  A - 6910による

秘められず

IOkg /  cnl J I S A- 691Oによる

浸 水 後 5kg /  cnl 

温冷繰返し後 7kg /  col 

透 水 性 o  .e J I S A - 6910による

重自 正j:; 性

ワレ、フクレ J 、ガレ

J I S  A - 6021による

変 色 な し

器下性

モ ル タ ル 主 材 破 島 担 J I S K - 6 301による

R C  主 材 破 境 T 型伊j 雌試験

P C  主 材 般 若 担 恥ｾ 25mm 

A L C  蝿{ 今袋層破壊 引強速度 2伽 m/ mi n

ゼロスパンテンショ

下地 亀裂追従性 max.  3  mm 

ンテストによる

W;iI 耳 1mm ｬ�［［ ｾ ｬｏ ｏｭｭ＠

引張迷度 2Omm/ mi  n  

※ 付着強 さの例雌状態は卜 γ プコートと主将の 1111であり、下

地と主材/ UJ は良 〈按ずf していた。

三菱レイヨン・エンジニアリング株式会社

本 社 干 104 東 京 都 中 央 区 京 縞 2 丁 目 3 番地 1 9 号 T E L 03 - 272 - 4321  

大 阪 営 業 所 : 〒530 大阪市北区中之島2丁目 3需 18号( 新朝日ピル) T E L  06 - 202- 2241 

名古屋営業所: 〒450 名古屋市中村区広井町3丁目 88番地( 大名古屋ピル) T E L  052- 561- 6711 

表 - 2 アク リトー ンw (主材) の物性

試料 : アクリトーン W S l mm厚シート、材令 168時附l

項 目 粂 f牛 話騒時孟度 試 験 値

無 処 理 - 20'C 56kg /  cal 

無 処 理 20'C IOkg /  cnl 

無 処 理 60'C 5  kg /  cal 

引 張 強 度
副院 1  

加 熱 処 理
20'C 9  kg /  cnl 

. 2  

20'C 23kg /  cnl 
ア J レカリ処理

機 3

20'C 16kg /  col 
紫 外 腕 処 理

無 処 理 20'C 100% 

無 処 型 20'C 360% 

引 張 f中 皮

無 処 理 60'C 19 0 % 

加 熱 処 理 20'C 440% 

アルカリ 処理 20'C 300% 

紫 外 線 処 理 20'C 310%  

100%  (.t ぴ時の応力 無 処 理 20'C 9  kg /  cnl 

無 処 理 20'C 29kg /  cnl 

引 裂 強 度

無 処 理 20'C 10kg /  cal 

無 処 理 60'C 6  kg /  col 

加 熱 処 理 20'C l l kg /  cnl 

加l 熱 ('1' 紛 率 無 処 恩 20'C 0. 3% 

加l 熱 劣 化 ひび富1) れな し

1'1' ぴ 時 の 劣 化

( 4 0 %)  

紫 外 線 街化 ひび曹1)れ告し

調鵬 4  

オゾン揖化
ひび割れなし

※ J  I  S  A - 6021  屋慣用塗朕防水材に単 じた試験方法に

よる

※ l  試片を 80' Cで 168時fm加熱処理

探 2 拭片を C a(O H )，飽 和 液 に168時 1111法治

※ 3  紋片を W S 型試験機で250時間! 日暴露

※ 4  試片を 50pphmオゾン 中に 168時間線露

園 施 工 方 法

アクリトーンの施工のポイン 卜は、防水層を確保

す る こ と で あ り 、 そ の他 は 通 常 の 吹 付 材 と 同 様 な

方法と工程で施工が行われる。

標 準 工 法 を 解 り 易 く 図 式 化 す る と 次 の 如 く 表 わ せ

る。

(1)  施 工 時 の 成 膜 性

主 材 は エ マ ル シ ョ ン 型 の 材 料 で 、 そ の 成 膜 は 水 分

の 蒸 発 に よ っ て 粒 子 が 集 合 し 、 次 い で 融 着 す る こ

と に よ っ て 均 質 な 塗 肢 と な る 。 乾 燥 は 気 温 、 湿 度

お よ び 風 速 に よ り 時 間 が 決 り 、 あ た か も 木 綿 の 洗

濯 物 が 乾 い て い く過程に類似し、 一 旦膜 形 成 し た

塗 膜 中 の 水 分 が10 %以 下 に な れ ば 、 水 に 不i容な良

好 な 皮H英となる 。

(2) 対 象 と す る 建築 物 の 下 地

対象とする下地は、現場打ちコンクリート、 P C

f&、 A L C栃i 、モ J レタル、コンクリートフ' ロッ夕、

大平板、補修下地( リシン、吹付タイル、目占り タ

イルなど ) で 、 補 修 の 際 は 、 下 地 状 況 を 調 査 し て

その紫地ごしらえを決定している。

(3)  亀 裂 追 従 性 に関する考え方

亀 裂 追 従 性 は一般に、ゼロス パ ン テ ン シ ョ ン テ ス

トにより評価されるが塗膜厚みの噌大とともに地

加する 。 塗膜 厚 1 mmに お け る 試 験fliIは 3 mm程 度で

あ り 、 下 地 粉 度 、 施 工 時 の 作 業 幅 を 考 慮 し 安 全 率

を 3 とすれば、実際の追従幅は 1mm程度となる 。

この値はコンクリートおよびモルタルの乾燥クラ

y ク を充分カバーするものである 。

(4 ) 施工体時1)

防 水 外 装 材 「 ア ク リ ト ー ン 」 の 使 命 は 、 防 水 上 必

要 と さ れ る 朕 厚 を 確 保 す る こ と で あ り 、 工 事 庄 の

施 工 管 理 に 依 存 す る 度 合 が 大 き い 材 料 で あ る 。従

って 、材、工、販の述帯が強〈求められるので、

材 料 メ ー カ ー 、 路 工 業 者 、 販 売 代 理 底 に よ る 「 ア

クリトーン会」が組織され「責任施工」 体 制 に よ

る工事の受注および施工が行われている。

・ む す び

以 上 ア タ リ ト ー ン の 特 性 を 紹 介 し ま し た が 、 詳 し

くは上記にお間合わせ下さい。

建 材 副 委 員 長 / 牧 田 顕 治 ( 大阪府首織室長)



『ー百 3 原 道 夫

京都工芸繊維大学教授

中 JII 秀 夫

大阪市建築局建築指導部長

干 原 大五郎

大建設計代表取締役副社長

JII 崎 敬

近餓建設取締役社長

* 1  ，ｾけから Ｖ 川口まで ｴＺＮ ， ｨＺＡ 4 氏が他当

座式と椅子式住居

住居が座式の場合は、寝具の上げおろしゃ、食事どきの食器類の上げおろしに、中腹になったり立 ったりするこ

とは、相当に労力のいるものである 。 その点精子式生活のベ ッ ドやテープ Jレ式は楽であろうと想像できる 。

こう思うのも拙宅が座式であるからである 。 しかし、これも考え方を変えれば、健康であるかぎりは 、いや健康

であるためにも、座式におけるこの程度の労力は必要といえるかもしれない。他方、健康上、頭寒足熱は現代医

学においても通用するものと理解しているが、こ の点については座式の方が有利であるのではないだろうか。

夏冬を問わず、室内温度は物理学的にい って、床面より天井面に向 って高く 、したがって逆立ちしなければ頭寒

足熱にならない。 この場合、座式の方が、精子式よりも温度差の小 さい範囲で生活することとなり、冬では、自

分の体で足を暖めることもできる 。椅子式では、温度差の大きい範囲に体を置くことになるから、顔の音1I分が適

温であるときは足もとが冷たく、足もとを適混にすれば顔はほてるほどl竣かく不快で、ある 。

居間が椅子式にな っているのは、プランや写真でよく見るけれど、冬は勿論のこと、夏でも足もとが冷えるので

はないかと、よそ事ながら案じている 。 ソファーの上であ ，ぐらをかくのは論外である 。 (T )

再開発事 業のリーダー

近頃、住民が共同 で自ら再開発を計画する話をよく聞く 。考朽家屋( 大体 3 階位迄で住宅が主であるが庖舗、小

工場が混っていることもある 。) が色: 集して、なかには露路様の狭い通路があるだけで空間が極めて小さいので、

陽あたり、風通しが悪い、しかし立地条件が良いので地価が割合高い地区である 。偶 々近所に大きなピルとかマ

ンションが建てられることになり、御多分に洩れす環境問題で反対運動をや ったが、建 ったものが仲々良いので、

自分達も 此の際共同建築で建て替えではという声がおこる 。反対運動で仲間意識がで、きたことが役立 って具体化

の話に進むというケースがある 。

ところで一番重要な資金計画であるが、立地条件が良く許容容積率も高いと、自分遠の所要スペース以上に建て

て、余分を貸すか売るかして財源とすることも可能で、ある 。

一般住民は大抵建築などの技術や法街11 に就ての知識がないのだから、充分な知識経。験があり、 E つ信用を得てい

る第三者の強力なリードが必要である 。 ところが行政でさえ信用されないご時世であるから 、そういうものは仲

々難しいが、戦種としては、建築屋が適役であるはずで、ある 。 しかし公的資格である建築士に対しでも社会的評

価は決して高くなく、仲々こういう問題のリー ダーとして任してもらえないのは非常に残念で、ある 。

建築屋たるもの、自分の属する 一企業などの利のみを求めることなく、高い視野にた って行動することにより、

建築屋全体の信用度を高め、その地位の向上のため努力してもらいたいものである 。 ( N )

ビルマのアーチ

インドネシアの仏跡ボロブドールの修復工事に対する技術諮問委員会も、今年ですでに第 7 回目を迎え、近日現

地 で閲かれる 。筆者は毎年この会議出席の前後を利用して、東南ア ジア各地のヒンドウ教および仏教系の宗教建

造物の踏査旅行を続けている 。前も ってその年の調査目標をきめて行くのだが、今年はピルマのパガンの仏教建

築群を訪ねる 。特にそこにあるアーチの構造を調べてこようとおも っている 。

構造力学上、純粋にアーチとしての応力状態にあるアーチは、東南アジア広しといえどもビルマにしかない( も

ちろん東南アジアが西巨大諸国の植民地と化した H寺代より以前の建築についてだが) 。ボロブドールやアン コール・

ワッ トなどを生み、絢焔l豪華jli を誇るヒンドウ ・ジャワ建築もクメール建築も 、梢造に|刻する限りでは、ついに本

格的なアーチを造らずにおわ っている 。

かつて東南アジアにインド文明圏を III 現せしめた祖地インド亜大陸ではどうかというと 、もっとも商のグジャラ

ートにしかアーチはないようだ( イスラム建築は別として) 。 そして東南ア ジアでもまたもっとも西のピルマにし

かない。 そこはインド亜大陸からみればすぐ東隣であり、亜大陸の西と東にだけアーチ構造が伝わ って、局地的

に限られて用いられているという現象を、建築史の上からどう説明さるべきかを勉強してみたいとおも っている 。

(  C )  

邦 楽 の 稽 古

前にも 一度業界のみなさんにおすすめしたことがありましたが、日頃忙しい仕事に追いまわされ頭をつかう人々

に、ストレスの解消に唄の格古をおすすめしたいと思います。いつかの新聞に、吉村順三先生の街l趣味がクラシ

ックの音楽で、建築と音楽との共通点について、リズム、メロディ一、ハーモニーのお話しが掲載されておりま

した。

私はクラ シックは余りわかりませんが、邦楽にも同じことがいえると思いまして、たいへん興味深く読ま せて戴

いた次第であります。音楽を楽しむことは行儀もよくなります。特に唄うことは、日頃の会話より大きく高く声

を出すので健康によろしい。

また 、 日常の会話の発音が不明慨になり始める初老以上の人には、特に歌を唄うと発音の明瞭度を高めることが

できます。 日常生活にも、リズム、ハーモニーが大切です。

歌の稽古をしている人と無芸大食を自慢げにいう人とくらべて人となりが途うようですし、やはり唄の格古から

育ぐくまれる「ま」のとり方などがどれだけ日常の仕事に、人との対話に役立つか、はかり知れないものがあると

思うので‘ あります。

最近はやりの「カラオケ」でもそう でしょう 。伴奏と全然合わない歌は聞きぐるしいものです。邦楽でも 三味線

の「合の手」や「リズム」を関係なしに唄っていては聞けたものでありません。 そういう人ほど人との会話で相

手の話しを聞くのも下手で、自分だけ喋 ったり人の話の腰を折ったりで、こんなことも師匠について小唄の一つ

も習ってみれば、だんだんに話し上手、聞き上手、唄い上手になるのではないでしょうか。 この際是非邦楽のお

稽古をおすすめする次第であります。 ( K )  
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〈都市のあそび〉

1  . はじめに

都市がほかならぬ都市であるためには、都市空間

はとのようにつくられたらよいのだろうか。現代

を都市の時代にしたのは産業、とくに工業化のカ

である 。都市空間をつくりだすエネルギーは、何

よりも生産と労働力の再生産からうみだされてき

た。 これらが現実に都市をつく ってき ており、こ

の機能が現実の都市に広 〈見出される第 l の機能

である 。産業の立地や峨場と関係づけられた住宅

の配誼は重要な諜題である 。 しかしながら今回、

市民がこれら に異議を申し立てたり 、これらでは

不十分だと主張するケースが広くみうけられるよ

うにな った。生活環境を守る動きがそうであり 、

それは都市が本来備えるべき機能を笑現しようと

するエネルギーで、あるといえよう 。 コルヴィジェ

「あそび」はとりあえず「一見余計であること」

というほどの意味である。 r都市のあそび」は従

って、 「都市の機能にとって一見余計であるもの

やことがら」である 。 これを考えていくうえで、

農漁村では、あそびはどうだ ったのか。白砂剛二

業 i

氏は農村空間の日常の利用と祭礼の利用の調査か

※ 2  

ら、 また早川手[ 明氏はたとえば海岸利用の調査か

ら、それらの空間が単に農業、漁業の生産のため

だけでなく多様な複合した機能をはたしている( いた)

ことを実証している 。農漁村が外からのイン パク

トによ って変わるときに、これらの機能をどう評

価したり代替するのかが問題になる 。

たとえば漁業権だけを寅収して海岸線を埋めたて

ることに反対する動きは、そのことを意識するよ

うにな った住民の異議申し立てであるといえよう 。

農漁村の空間が豊かな「あそび」の場であるのは、

神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会

むいくつかの都市で定着し、また市民に支えられ

る動きになりつつある 。津和野、高山、妻筒、萩

… ・近年の恨強い人気を集めているこれらの田Tを

探訪する傾向は 今の大都市のf軒並に欠けているあ

そびを求めるせいだといえないだろうか。

大巡り公園( 札幌) 、 グラパ一国 (長崎) あるい

は紙図祭( 京都) ーこれらはそれぞれの都市に住

む者に誇りや愛着を感じさせる 。都市が魅力をも

つのはその第 l の機能の故にではなくむじろ「あ

そび」の豊かさによるのではないか。港湾機能が

合理化 されて、もともと存在していた港のあそび

の部分が失われていくとともに、 神戸市民の意識

の中で、港への親しみがうすれていったことはよく

幸E じられている 。

3. あ そ び の 型一一行 動 と 空 間 一一

の「住宅は住むための機械である」は色々の解釈 そこでは生産と生活とが一体化 していることや、

と、従 って賛否問機のことばを投げられているカミ

都市についてはそれは機車減であ ってはならないだ

ろう 。 このような趣旨から「都市のあそび」をと

りあげでみたい。(入江田吉仁)

2. 都 市 の あ そ び

高山祭と祭の街並 屋台を収納する底台蔵は地区の シ

ンボルとなり、 田Tのスケー Jレが祭を支 えている。

「あそび.J を通した人々のつながりが生産活動す あそびは一見余計な〈もの〉であり、余計なくこ

なわち集落が生きつづけるための不可欠の要件で と) である 。 くもの〉が余計である場合も、 〈こ

あること、などによるといえよう 。 また( 都市 に と〉が余計である場合もあるが、いずれにしても

くらべて) 粗放的に空間を使うため、 「あそび」 人聞が余計な 〈もの) を 使って 、余計な ( こと 〉

はつくるまでもなく在ったのかもしれない。 rい をあそぶのである 。では人はその生活の 中で都市

らか」は、以前はそれしか防水の方法がなかった のあそびをどのようにあそぶのだろうか。第 l の

から「いらかの j皮」になったのであるが、自由に

方法が選べる今日では、それは「あそび」の部類

に含まれるだろう 。都市と農漁村の違いの他 にこ

ういう歴史的な遠いも考慮する必要がある 。今日、

都市ではこれらの動機は弱い。 その分だけ今日 、

都市のあそびは農村や以前にくらべ、より「あそ

び」に近いものであるといえるかもしれない。

わが国では、都市は急速な産業化のなかでつくら

れたために、各部分は一面的な機能を求められて

おり、農漁村が誰からも評価されることなく、し

かし豊富にもっていた「一見余計で、あるものやこ

とがら」はまだ未熟で、ある 。 しかも、前述のよう

に農村のあそびとの遠いがあり 、都市ではあそび

を〈創り 出す) 意志がはたらく 必要がある 。都市

のあそびを求める要求はく働く) <休息する 〉以

外の生活が主主かになっていく過程で、 その( 働く〉

(休息す る〉のあり方をも 聞いな がら、次第に市

民の広い要求になってきた。団地では祭が創られ

るようになった。自動車の増加 とも 関係するが、

各地で緑道や遊歩道 がつくられている。 神戸の全

六甲 山脈縦走大会はすでに 9 回 を数え るが、参加

者は年ごとに増えてきている 。風致や美観を守り、

機能のために つくら れる建築物や土木構造物のあ

るべき姿を考える立場から、それを

A .  f也の主な目的をはたすついでに( はたしなが

ら) 楽しむ型・・・・ ついで豆l

B  そのあそび自体を楽しむ型… 目ーそのもの型

の 2 つに分けてみたい 。たとえば、通勤の途中で

(通勤しながら ) 電車の 中から山や港、タワーを

眺めるのは ( ついで型〉のあそびである 。みこし

をかついだり、夜庖を楽しんだりして祭に参加す

るのは ( そのもの型〉である 。都市の中の文化施

設あるいは娯楽施設、たとえば劇場や美術館をそ

れだけとりだすと、ついで型という楽しみ方はほ

とんどありえない。ある品会を見るため、そのつい

でに別の絵を見ても都市空間のあり方に影響しな

い。 しかし、芝居を見にいくついでに途中の街並

や広場を歩いて楽しむのはそのたびに人々の体験

するあそびである。その体験は、強烈さという点

ではなるほどそのもの型ほどではないと思われる

が、日常的であるだけに人々の心に親しみを積み

重ねていくであろう。都市の中での生活のほとん

どすべてにこのような契機が含まれていると いえる。

では、こういう人 聞の行動に よって見られた り使

あるいは育てていこうとする動きは、大都市を含 われたりする空間はどのようにつくられているか。



これも 2 つの型に分けてみたい。 川に浮べる精霊流し 。神戸祭のメインの会場であ 図- 2 個別のあそびと全体のあそび

イー第 l の機能のためにつくられているが、あそ るフラワーロードでは、分離帯にな っているフラ

びにも役立つように工夫されているもの ・…・・付随型

ロ あそびそのもののためにつくられているもの、

あるいはあそびそのものであるもの ・・ 純粋型

美しい事務所ピル街や良質な住宅街は、それぞれ

事務や居住という第 I の機能のほかにすぐれた街

並であることによって楽しみをつくりだしている。

付随型の例である 。純粋型としては塔や大公園を

あげる 。塔はあそび以外にはまず役立たないもの

である 。大公園はオープンスペースとして、それ

自体都市のあそびそのものであり、また人聞のあ

そぶ場である 。 これらはあそびをほとんど唯一の

目的にしている 。

さで、以上試みてきた分類を結びつけて人間の行

動と空間との関係をみたい。

図ー1 あそびの型一行勧と空間

空間の軸

付 随

E まつり型 I  1通りすがり型

道路でみこしを |  通るついでに

かつぐ |  街並を楽しむ

そのもの ついで

皿 公 園 型 W困じるし型

行動の軸

公園で想う
歩きながら塔を見る

純 粋

図- 1 は空間の分類と行動の分類を重ねたもので

ある 。図中の I は付随的な空間をことのついでに

楽しむ場合である 。何 かの用事があって通りをと

おりすぎる、そのとき調和のとれた街並や並木、

窓ごとの花を楽しむケースであり、 「通りすがり

型」と呼ぼう 。津和野( 島恨県) では街の 中で継

を飼っているが、これは道路空間の一昔11を縫魚の

場に利用する行為が、とりもなおさずすぐれた街

路長観となった例であり、観光客は言うまでもな

く町の人々をも登かな気持にするものであろう 。

過去 1年にわたって異械な人出を招いた北野( 神

戸市) も 、望むべくんば市民がその生活の中で( 生

活のついでに) そこの雰囲気を楽しむようなもの

でありたい。

日は付随的な空間であそびそのものを楽しむ場合。

祭の多くはこれに属するので「まつり型」と呼ぶ。

時代祭は平安神宮まで京のまちを繰り歩く 。祇園

祭の宵山は自動車をシャ y トアウ 卜した 四条通ゃ

いくつかの小さな筋でくりひろげられる 。祭の行

程のうち、神社の境内で行 われる行事はむしろ 凹

に属するのであるが、それを除いた行程は道路か

ら一時的に通常の機能を取りはらって行われるも

のである 。 そのほか各地の小路で行われる地蔵盆。

運動場や広場でくりひろげられる盆踊。七夕祭。

ワーポットが撤去され、市庁舎前面の壁に絵幕が

吊るされて祭の化粧をする 。散歩、散策という行

動もこの 日に含められる 。静かな住宅街や河川沿

いを散策という( 漠然とはしているが) ねらいを

もって歩くわけである 。銀ブラ、心フラなど、ウ

インドウショッピングや喧燥を楽しむのも同様で、あ

る。 また道路に付随しているカフェテラスで語ら

いを楽しむこともある 。

次に、 皿はあそびのためにつくられた空間1・場で

そのあそびを目 的として楽 しむ場合である 。街を

のぞむ高台、山やタワーにのぼり、そこからの術

搬を楽しむのは l つの例であ る。横浜には港の見

える丘公園がある 。鹿児島の城山からは市街や桜

島がみわたせる。京都タワーや神戸のポートタワー、

東京タワーは市街地の中にあ って四方の風景を楽

しませる 。解flll 設は都市の全貌を地図よりも直観的

にわかりやすく伝え、親しみの感じはそこからう

みだされるのであろう 。 凹にはまた大公園や著名

な大通りも含まれる 。札似の大通り公図、名古屋

のテレビ塔通り、 ニューヨークのセントラル パ

ー夕 、新宿御苑、京都御所など。 そこでは市民が

思い思いに憩うことができる 。円山公園( 京都)

は、 f也の季節にもあそびの場であるが、般のH寺分

には花見客で! 振 う。 また大文字の送り火も、これ

居 住

F 一一-- 一̂一一、

生 度

W/dM';1sJ あ そ び 巨 三 三 ヨ 第 1 の俊能

十分なものであると言わざるを得ない。都市の土

木構造物は、そのスケールの点から 言っ てあそび

の空間をつくるうえで単体でも大きな彩響力をも

っている 。ブロ ック のスケールの巨大建築物やブ

ロ y ク程度でまとめられる建築群も同様である 。

建築物や土木構造物に我々が求めてきた第 3 の機

能とは、結局集積されれば「都市のあそび」をつ

くりあげるものである 。

ここでひとつ問題になるのは、個々の梢造物や敷

地にあそびがありさえすれば、都市のあそびがつ

くられるか、ということである 。 レンガ墜がとこ

でも望ましい壁材 ではないだろう 。我々が「建築

に入れることができょう 。 この型を公園に代表さ の地域化 J (本誌1977年 5 月号 No.19) といい、

せて「公園型」と呼ぶ。 あそびとして純化されて rt也域道路の建設 J (本誌同 12月号 No25)  とい

いる空間は、以上の例からわかるように都市のシ

ンボルとしてつくられていたり 、歴史 の中でその

性格をもつようにな ったものが多い。

Wはあそびのためにつくられたものを他の主な白

的のついでに楽しむ場合である 。今述べたシンボ

ル、たとえば塔を仕事の途中で見上げるのはこれ

である 。神戸では、歩 きながら 市22山 (1111取に樹

木で市主主を型どる) ゃいかり山( 問機にいかりを

型どる) 、 あるいは花時計を見る楽しみがある 。

そうして同時にそれらはすぐれたランドマークの

役割lをはたすわけである。 その意味でこの型を「困

じるし型」と呼ぶ。

4 . あそびの空聞をつ くるために

都市のあそびを、空間と行動の関係でみてきたカt

空間に着目すると 図 - 2 のような様式図を描 くこ

とができる 。

都市の第 l の機能 としては生産や居住、防災、交

通などがあけ、られようが、そのうちのどれに属す

る建築物や土木構造物 もあそびの側面をもち、か

っシンホールとなるようなあそびに純化 した装置や

場があることにより、都市は豊かなあそびの空間

をもつことができるといえよう 。一部のシンボル

のみがすぐれたものであって、大部分の他の空間l

が配慮なくつくられていると、都市のあそびは不

うのは「地域化」があそびをつくりだし、しかも

個々のあそびの問に調和や特長あるひとつの調子

をつくりだすと考えたからにほかならない 。 とも

かく個々のあそびをつなぐ何らかの方向づけが必

要であり、 「地域化」はそれに欠かせない考え方

である 。

通りすがり型や目じるし型は毎日の生活のおりお

りに快い刺激を与え、日常のレクリエーションで

あり、また都市に季節感をもたらす 。 まつり型や

公園型のあそびは、季節感とともに、市民や地域

住民の結びつきを強め、それを象徴するもので、ある。

とくに祭は、 地蔵盆がそうであるように、場所の

有無よりも、いっし ょに祭を楽しんだり、子供を

喜ばせたいとする人々の意欲にはるかに多くを負

っている 。祭にしても季節感にしても日本人の楽

しみであったが、これらは生活をリフレ γ シュさ

せるとともに、都市生活の l つの目 的 といえるで

あろ号 。

( いりえだよしひと/ 神戸市古1li li ;iI悶q ，i l凶古川 l 画法)

※ l 、 2

た と え ば r建 築 雑 誌J 1976f lo  Ｗ 月勾に、 ｟ＡｉＡ 川和 ｹｾ r土

地利用計画と段山 ｩｦＨｾ 村 ｊ 、 白砂問1) 二 「必村 J' I闘 に お け

る〈近代化論〉へのl1i tl : }) J がこれについ て述べて いる。

その中の注釈も参考に主る 。
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無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性 : 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低く、ホコりなど生じない。

3  すベり抵抗性 : すべり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性 : 弾性かあり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

毛主

フリントコートについてのお 問合せは下記へ

ｪ 脈武 ＸＵＱ シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
' "7 -..1 ;;..; I - :11: ｾ＠ I - 部

大阪本部 軍 530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 の 6( 新大ピル 9 F ) 含 (06) 343- 0441 

東 京 手 104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 の 2 ( 第一ぬり彦ピル) tr (03) 562- 4676 

福 岡 南810 福 岡 市 中 央 区舞鶴町 1 ー 1 - 5( 舞鶴ビル 3 F ) 会 (092) 77ト1961
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N H K より

建 築 物 と 受 信 障 害

は じ め に

私 達 が 日 頃 の 生 活 の 中 に あ っ て 「 建 築 」 と か 「 建 築 物J と

い っ た 文 字 や 言 葉 に 接 し た と き 、 日 々 の 暮 ら し と の か か わ り

の 中 で 、 身 近 な も の 、 親 し み の あ る も の と し て 、 い ろ い ろ と

連想します。

ま ず 、 人 々 が 生 活 を 営 む た め に 欠 く こ と の で き な い も の と

しての住まい ・・・・ ・・住 宅 と の 結 び つ き を 。 次 い で 、 都 市 部 に お

ける高層ビノレ1洋 や 高 架 橋 梁 、 ま た 送 電 線 路 、 鉄 塔 な ど 各 種 の

大 型 建 築 物 の 姿 が 脳 裏 に 恕 し 、 浮 か ん で き ま す 。 さ ら に 、 こ れ

らの建築物によって都市崇観ヵ、大型化 ・立 体化 へ と 推 移 し 近

代化してし、く様子に、 地 域 社 会 の 明 日 へ の 繁 栄 を 期 待 し 、 大

きな夢を託します。

一 方 、 世 間 で は 、 「 電 気 」 と か 「 電 波 」 の 話 と な る と 「 建 築

物 J に 対 す る も の と は 異 な っ た 見 方 を さ れ る よ う で す 。 そ れ

は 電 気 や 電 波 が 私 達 の 自 に は 見 え な い た め か 、 ま た 一 般 に 人

々 か ら 嫌 わ れ 者 の 雷 さ ま と 親 戚 関 係 に あ る か ら な の か 、 十 分

な 理 解 が 得 ら れ ず 敬 遠 さ れ が ち の よ う で す 。

有 史 前 の 大 昔 か ら 人 々 の 生 活 文 化 を 支 え 、 発 展 と 進 歩 の 道

を 歩 み 続 け て き た 建 築 分 野 の 長 い 歴 史 の 数 々 、 そ れ に 較 べ 人

々 が 電 気 や 屯 波 を 利 用 す る よ う に な っ てから 、 わ ず か 一 世 紀

余リ ー・ー・ ・ー・。 こ う し た 臆 史 の 長 短 は さ て お き 、 現 代 社 会 の 存

立 と 繁 栄 の た め に は 、 「 建 築 ・; 建築物J と、「電気や電波」は、

欠 く こ と の で き ぬ 重 要 な 役 者1) を 担 って い る と 思 い ま す。

電 波 の 利 用

現 代 社 会 に お け る 電 波 の 利 用 状 況 に つ い て は 、 わ が 国 エ レ

クトロニクスのすは、らしい技術進歩を背景に 、今 や あ ら ゆ る

分 野 に 利 用 さ れ 採 り 入 れ ら れ て お り ま す 。 テ レ ビ や ラ ジ オ の

放 送 に 、 ま た 情 報 連 絡 な ど の 各 種 の 通 信 関 連 の 分 野 に お い て

は も ち ろ ん の こ と 、 そ の他 、 商 業 ・工 業 ・農 業 、 さ ら に は 医

療 に も と 、 電 波 の 利 用 範 囲 は 多 岐 に わ た る 広 範 な 分 野 に ま で

及 ん で い ま す 。 家 庭 用 の 調 理 器 電 子 レ ン ジ も 電 波 の 利 用 によ

る も の で あ る こ と は 、 皆 さ ま ご 存 知 の と お り で す 。

こ の よ う に 電 波 の 利 用 は 、 私 達 の 住 む 現 代 社 会 は も ち ろ ん 、

地 球 か ら 遠 〈 離 れ た 宇 宙 の 開 発 に ま で 、 と 、 と ど ま る と こ ろ

を 知 ら ぬ 有 様 で あ り ま す 。 さ て 、 電 波 の 利 用 分 野 が 拡 大 す れ

ば す る ほ ど 、 他 方 て は 、 不 安 の 電 波 や 邪 魔 に な る 電 波 が 増 大

し 、 い ろ い ろ な 障 害 や 妨 害 を 生 じ る こ と に な り ま す 。 身 近 な

と こ ろ で は 、 テ レ ビ の 画 質 や ラ ジ オ の 音 質 を 低 下 さ せ ま す 。

ま た 、 計 算 機 や 自 動 制 御 機 器 に 不 要 な 電 波 が 混 入 す る と 誤 動

森 下 年 造

作 の 原 因 に も な り ま す 。 そ の 他 、 電 車 、 列 車 の 走 行 時 、 ま た 、

自 動 車 の エ ン ジ ン や モ ー タ 一 、 街 の ネ オ ン サ イ ン な ど 、 電 気

機 器 類 か ら の 火 花 雑 音 も 妨 害 電 波 と な っ て 、 テ レ ビ や ラ ジ オ

の 受 信 に 障 筈 が 発 生 し ま す 。

国 民 の 共 有 財 産 で あ る 「 屯 波 」 の 有 効 な 利 用 を 促 進 す る た

め 、 障 害 や 妨 害 と な る 不 要 む 屯 波 や 邪 魔 な 電 波 の tf l) 止 と 防|徐

について、適切な行政指導や' 屯波についての知識、啓もうも

ど 、 広 範 囲 な 周 知 活 動 を 講 じ る こ と が 急 務 で あ る と 考 え ま す 。

放 送 受 信 に お け る 障 害

私 達 の 日 常 生 活 に 直 接 的 な ;μ 科 を 与 え る 欣 送 受f，{ について

の ｬ ｬｩｾ 筈問題は、年々的力 ＱＱ の 一 途をたとリ 、 生活瑞境問題とし

て 社 会 の |共j 心 を 集 め る ま で に 至 っ て お リ ま す 。

テ レ ビ を は じ め 、 ラ ジ オ ・F Mの 各 政 送 に つ い て は 、 全 国

あ ま ね く 地 域 で 放 送 が 受 い で き る よ う 、 谷 地 域 の }j j{ 送 局 か ら

良 'l't な} j j { 送屯波がサービスされておリます 。 送 信 ア ン テ ナ か

ら ふ く 射 ・送 出 さ れ た 枚 送 屯 波 は 、 山 越 え 針 越 え i hを越えて、

各ニ' 家 庭 の 受 信 ア ン テ ナ に 到 達 し 、内冶: 泣か な 政 送 を サ ー ビ

ス い た し て お り ま す 。

と こ ろ で 政 送 局 か ら の 'f l!: i皮 、 と く に テ レ ビ 政 送 氾 波 が 各 ご

家 庭 の テ レ ビ セ ントに開く途中で 、| 原告 を 受 け 、 つ ぎ の よ う

な 背1' ，' パコ相談ヵ、寄せられます 。

・テ レ ビ の 映 像 が二m三j ] i ; にな っ て見づらし、 。

• j[ i : 頃どうもテレビの映りがよくむし、。画問ri全 体 に 雪 が |係っ

て い る よ う な 斑 点 が 出 る 。

・幽 簡 に 時 々 シ 7 模 様 が 混 入 す る 。

・放 送 番 組 と は 呉 な る 内 容 の 声 が 混 入 す る 。 等 々 。

こ れ ら 各 種 の 苦 ι附 の 中 で 、 建 築 物 と か か わ り が あ る の は 、

「 映 像 が 二 重 三 重 に な る 症 状 」 と 「 画面 の 雪 降 り 症 状 」 で す 。

と く に 映 像 が し 、 く つ も 重 な っ て 見 え る 「 多 重 像 障 害 」 は 、 都

市 部 で の 受 信 障 害 の 大 部 分 を 占 め ま す 。 こ の 多 重 像 症 状 の こ

と を 、 一 般 に 「 ゴ ー ス 卜 」 と か 「 ゴ ー ス ト ・イ メージ J 、 つ

まり幽霊とか幽霊像とし、う表現で呼んでいます。現代 科 学 の

進 歩 と 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス の 成 果 を 存 分 に 採 り 入 れ た テ レ ビ

放 送 に 、 幽 霊 と い う 言 葉 「 ゴ ー ス ト J が登場するのですから、

ま こ と に 妙 な こ と で す 。

さ て 、 今 少 し 詳 し く 建 築 物 に 関 係 す る 受 信 障 害 問 題 に つ い

て説明します。

多重{ 象の障害、つまり「ゴースト j で す が 、 こ れ は 、 テ レ

ビ 受 信 ア ン テ ナ に 放 送 局 ( 送 信 ア ン テ ナ ) か ら 直 接 到 達 す る

テ レ ビ 電 波 の ほ か に 、 い ろ い ろ な 建 築 物 の 影 響 に よ り あ ら ぬ



方 向 か ら 間 接 的 に 到 来 す る 不 要 の 反 射 屯 波 が 引 き 起 こ す 障 害

現 象 で す 。 こ の 場 合 、 不 要 の 反 射 電 波 を 生 じ る 原 因 と な る の

は 、 高 層 ビ ル 、 高 架 橋 梁 、送 電 線 ・鉄 塔 、高 速 道路や ゴ ル フ

練 習 場 の 金 属 ネ ッ トな ど で 、 主 と し て 大 型 の 建 築 物 が 原 因 し

ています。

画面がザラっき 雪 降りのような白い斑点の出る症状ですが、

こ の 症 状 を 「 ス ノ ーJ と か 「 ス ノ ー ・ノ イ ズJ 、つま り雪 と

か 雪 雑 音 と 表 現 し て い ま す 。 こ れ は 、 放 送 局 か ら 直 接到 来 す

る 電 波 が 微 弱 に な ったために 生 じ る 現 象 で 、 先 に 述 べ ま し た

い ろ い ろ な 大 型 の 建 築 物 に よ っ て 、 テ レ ビ 放 送 電 波 の 一 部 ま

た は 、 大 部 分 が 遮 ら れ た こ と に 起 因 す る も の 、 つ ま り 、 建 築

物 に よ り 放 送 屯 波 の 「 陰 」 と な る 地 域 に 発 生 す る 障害です。

受 信 環 境 の 維 持 改 善

今 日 に お け る 放 送 、 と く に テ レ ビ 放 送 は 、 生 活 情 報 源 と し

て 、日 々の苦手らしに欠くことのできぬ存在となってお ります。

テ レ ビ が 人 々 の 生 活 と 切 り 雌 す こ と の で きぬ 強 い 結 び つ き と

なるに従い、 「テ レ ビ を 美 し く 見 た い 」 と す る 要 望 が 次 第 に 高

まりつつあります。

i )j)(送の 明 朗受 信J 、これを 阻害する 不要な屯波や雑音など、

妨害 Ｇｾｉｬ / ，皮の排除 ，11;5止、 また放送屯波が伝ばん途中てお1なわ

れることなく 、受 信 ア ン テ ナ に 、 ま た 、 テ レ ビ セ ッ ト に 到 達

す る よ う な 条 件 の 確 保 な ど と 、 地 域 に お け る 屯 波 事 情 、 つ ま

り放送の受信環境問題に つい て 社 会 の 関 心 が 寄 せ ら れ る よ う

になりました。

受 信 環 境 の 維 持 改 善 、 つ ま り 受 信 障 害 の 未 然 防 止 と 、 障 害

発生時の復元対策措置のあり方については、「国」が、学識関

係者によ って 構 成 された「テ レビ ジ ョ ン 放 送 雄 視聴 対 策 調 査

会 J に検 討 を 求 め 、去る 昭 和 50年 8 月に 、 2 カ年余 に わ た る

調 査会の報告書が、 郵 政 省 あ て 答 申 さ れ ま し た 。 そ の 後 、 昭

和 51年 3 月 、 郵 政 省 か ら 「 高 層 建 築 物 に よ る 受 信 障 害 解 消 に

ついての指導要領」が、その 後 52年 6 月には、「高層建築物に

よる受信障害を S H F 帯 の 放 送 に よ り 解 消 す る 場 合 の 指 導 要

領 J が 示 さ れ ま し た 。 こ れ ら 調 査 会 の 答 申 、 ま た 郵 政 省 か ら

の 通 達 い ず れ に も 、 受 信 障 害 の 対 策 措 世 と し て 「 原 因 者 責 任J

が う た わ れ て お り ま す 。 ま た 、 こ の よ う な 固 め 動 き と 併 行 し

て 、 市 ・町 ・村 各 自 治 体 に お い て も 、 そ れ ぞ れ 独 自 に 条 例 や

指 導 要 綱 を 定 め 、 放 送の 受 信 障 害 防 止 な ら び に 障 害 対 策 処 理

に 努 め て い る と こ ろ が 数 多 く な っ て ま い りま し た 。 一 方 、 こ

うした行政商におけるまりJ きとは 別 に 、 受 信 環 境 対 策 へ の 技 術

面 の 開 発 研 究 も 積 極 的 に 行 わ れ て い ま す 。[ " " ゴ ー ス ト 」 の 抜

的 な 解 消 策として、 1121皮が反射 す る 建 築物 の 壁 面 ・表 面 に

屯 波 を 吸 収 す る 材 料 を 張 り 付 け 、 反 射 を 防 ぐ と い う こ と が 考

えられます。この目的のため、 [""' ;-U: i皮l吸収材」として 「フェラ

イト製のタイノレ」などの実用 化 について 、 各 種の笑験が取り

進 め ら れ て い ま す 。 ま た 、 建築 物 の 壁 面 を 適 当 な 形 状 にし 、

反射 し た屯波を |障害 の 生 じ な い 方 向 に 逃 が す と か 、反射し た

屯 波 を 拡 散 し て 障 害 の 発 生 、 ゴ ー ス 卜 の 影 響 を 軽 減 す る と い

った工夫も 検 討 さ れ て い ま す 。

そ の他 、 電 波 が 反 射 す る 壁 面 を 傾 斜 し た り 、 ま た 壁 面 に 傾

斜 し た 金 網 を 取 り 付 け る な ど し て 、反射 ' 屯波を上空に逃がし、

受 信 障 害 の 発 生 を 防 ぐ 方 法 に つ い て は 、 す で に 実 用 に 供 せ ら

れ て い ま す 。 こ れ ら 建 築 物 構 造 と 関 連 す る 技 術 面 の 研 究 に つ

い て は 、 建 築 工 学 的 な 立 場 と の 共 同研 究が必要と思われます。

明 日 に 向 か つ て

建 築 物 に よ る 受 信 障 害 は 、 建 築 物 の 大 型 化 ・高層 化 に 伴 っ

て障 害 の 規棋 も広範 囲 にな り、 また、 各 種 建 築 物の 相 互 干 渉

な ど か ら 、 障 害 発 生 の 状 況 に つ い て も 複 雑 化 す る こ と が 予 測

されます。

) j ) ( 送受信障害 の対 策 措 笹 は 、 新 し い も の を 生 み 出 す の で は

な く 、 障 害 を 生 じ る 以 前 の 状 態 へ の 復 元 で あ り 、 そ の 復 元 に

は 対 応 手 段 が 存 在 し て い る 問 題 処 理 、 で あ り ま す 。 放 送 受 信

障 害 の 技 術 的 な 対 策 と し て は 、 先 に 説 明 し た も の の ほ か に 、

・新しいテレビ政送屯波、受信障害対策用として、[ " " S  H  F -

T  V  J の チ ャ ン ネ ル 割 当 計 画 が 制 度化 さ れ ております。

・受 信 設 備 面 に お い て も 、 不 要 電 波 や 反射 ・妨 筈 電 波 に 対 し

優 れ た 排 除 性 能 を も っ 「 可 変 指 向 型 ゴ ー ス ト 防 止 ア ン テ ナ 」

・テ レビセ ッ トの 内 部 で ゴ ー ス ト を 除 去 す る 機 能 をもった

「ゴーストレス受像方式」

な ど 各 種 の 研 究 開 発 と 、 そ の 実 用 化 が 進 め ら れ つ つ あ る 現 状

です。

テ レ ビ 放 送 の 受 信 障 害 、 そ れ は 、 今 や 都 市 お よ び 周 辺 地 域

に お け る 大 き な 社 会 問 題 でもあります。 地 域 社会 繁 栄 の た め

の近代的な都市構造の開発と、 地 域 に 住 む 方 々 の 生 活 情 報 源

「放送の明 朗受 信 」 の 確 保 、こ れ ら を と も に 満 足 さ せ 「 箆 か

です主みよい環境J を 保 持 す る た め 、 建 築 ・建 設 と 電 気 ・電 波

の両 関 係 者 が 協 調 し 、 明 日 に 向 か つて 努 力 し て い こ う で は あ

りませんか 。

ご協 力 を、よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

( むり した としぞう NHK近後本音11営業妓術部部長)



( 近畿電波監理局より〉

建 造 物 に よ る 電 波 障 害 に 関 す る 電 波 行 政

竹 部 正 夫

はじめに

電波法 ・放送法が昭和25年に施行されて以来、放送は社会・

経済の発展、科学 ・技術の進歩によりラジオからテレビジョン

( 以下 i T V  J という) の時代へと進み、 T V は今 日の生活に

とって教養 ・報道 ・娯楽等多様な役割を果たしており、必要な

ものとなっている。

このように 日常生活に密着化してきた T V放送が良好に視聴

できない場合としては、

① 辺地であるために放送波の強度が弱い場合

② 都市においてビルなどの高層建築物、高架鉄道、高速道路

等( 以下「高層建築物等」という) のために放送波の遮蔽また

は反射障害が生ずる場合( このような障害を「都市受信障害」

という)

③ その他無線局、蛍光灯、電動機、高周波利用設備などの混

信妨害による場合

であるが、ここにおいては、この特集号の目的を踏まえ、②

の都市受信障害について述べることとする。

障 害 状 況 に つ い て

T V放 送の電波は、 光と同様に 直進性があるために 、高層建

築物等に当たると、その後方では遮蔽現象により電波が弱めら
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れ、一方、その前方では反射現象による反射波が正常な直接波

に干渉し、さらには、これらの現象が相乗しあうなどして、画

面が二重 ・三重になったり、また無数の白色の斑点が現れる等、

T V放送を良好に視聴できなくなる障害が生ずる 。

2  障 害 対 策 等 に つ い て

建造物による電波障害に関しては、特定の固定地点聞におけ

る890MHz 以 上 の周波数を使用する公衆通信、治安、屯力、 ι ー

象業務等の重要無線通信回線に障害を与える地上高31メートル

を超える高層建築物等について、伝搬障害防止区域の指定、同

区域内における高層建築物等に関する制限などの規定が、昭和

39年、建築基準法の改正に伴って電波法が改正され、同法に第

102条の 2 から第 102条の 10までの規定が新しく設けられたが、

高層建築物等による T V放送の受信障害の解消関係については、

現行法に明文の規定がない 。

(1) T  V 放送要監視聴対策調査会の報告書 による提言

都市受信障害は、日照妨害等の、他のいわゆる一般公害に比

べ技術的に 、た とえば、有線による共同受信施設の利用、ビル

等; 建造物の電波反射壁面を傾斜させて反射波を上空へ放射させ

る等の方法により障害の解決が可能であるという特徴がある。

郵政省では、この障害解消は原因者責任の建て前で措置され



るべきであるとし、建築主等を指導し、建築主と住民との当事

者聞の協議による解決の促進に:努めてきたが、都市構造の高層

化の進展に伴って、その態様の複雑化および広域化が進み、原

因者責任主義に基づく当事者間協議による障害解決が困難とな

ってきたので、辺地難視聴解消関係も含め、効果的な方策を調

査検討するため、昭和48年 6 月学識経験者等からなる i T V 放

送難視聴対策調査会J を設置した 。同調査会は、 2 年有余にわ

たり調査 ・若手識を行い、 50年 8 月郵政大臣に報告書を提出した。

この報告書においては、 T V放送が日常生活に必要であるこ

とを認めるとともに、辺地 ｾｭｾ 祝および都市受信障害の解消につ

いて関係者の責務を明らかにし、それを促進するための方策と

して大要つぎの施策を提言している ( 辺地難視関係については

省略する )。

ア 受信障害関係者て、ある建築主、住民( 受信者 ) 、放送事業

者、国および地方公共団体からそれぞれの責務と受益に応じて

金買を蹴出し 、これを基金として受信障害解消に責任を負う公

的主体 ( 以下 「受信障害解消基金」という ) を設立する 。

イ 受信防害 ( 国鉄新幹線等特別の施設によるものを除く ) の

解消 (受信障害解消施設の設置、その維持管理等 ) に要する経

費は、受信障害解消基金から支弁する 。

ウ 受信障害解消の技術的方策としては、差し向き共同受信施

設の設置とする 。

エ 受信障害の認定等をめくる苦情紛争を処理する第三者機関

を設立する 。

オ このような制度的解消は、高層建築物が林立し、現在およ

び将来、受信障害が広範囲に発生する 地域 ( 以下 「費用負担地

域 j とい う) に限って実施することから 出発するものとする。

なお、費用負担地域以外の地域における受信障害の解消につい

ては、基本的には当事者間解決にゆだねるものとするが、国が

当事者間解決の指針を何らかの形で示すことが適当である。

(2)  高層建築物による受信障害解消についての指導要領 (51.

3.  6)  

郵政省では、調査会の報告を受け、省を挙げて T V放送の難

視聴解消対策に取り組むため、昭和50年 8 月29 日事務次官を長

とする難視聴対策委員会を設置し、制度的解消策等有効適切な

方策について審議を行った結果、受信障害の制度的解消を図る

にはなお相当の時日を要するものと考えられるので、当面、技

術的見地等か らして共同受信施設によらざるを得ない場合が多

い状況にある事情から、 51年 3 月 6 日共同受信施設の設置によ

り受信障害を解消するため当事者間で協議を行う場合の当面の

基準的な考え方を示す指導要領を策定した。その概要は、つぎ

のとおりである。

ア 受信障害解消の対象範囲

この対象範囲の確定に資するため、建築主は、 T V放送の受信

状況調査に経験と技術的能力を有する者 ( N H  K 、電波障害防

止協議会等) に協力を求めるなどして、工事着手前、工事中お

よび工事完成後の受信状況を調査し、その障害の笑態は握に努

めること。

イ 複数の建築物による電波障害

この障害の解消対策は、受信状況調査により障害の主要な原

因と認められた建築物の建築主が協議して実施すること。この

場合、 T V放送の受信の悪化に決定的な影響を与えた建築物ま

たは建築物群の建築主が中心となって対策を推進すること。

ウ 共同受信施設の設置の責任および負担のあり方

この地設の設置は、受信障害発生の原因である建築物の建築

主の責任と負担において行うこと 。

ヱ 維持管理( 更改を含む) 責任および費用負担のあり方

fア7 家屋軒先に設置される保安器の出力端子から T V 受像機ま

での屋内配線部分については、受信者の責任と負担で維持管

理を行うこと。

(イ) 共同受信アンテナから各戸の保安器までの設備およびこれ

らに付帯する設備である屋外部分については、基本的には受

信障害発生の原因となっている建築主の責任と負担で維持管

理を行うこと 。

オ 維持管理の実施

共同受信施設の維持管理には、その知識・技術的能力を有する

工事業者、有線 T V放送施設者等に施設の保守を委託するなど

して定期的に点検調整を行い、常に最警の受信を確保できる体

市IJにしておくこと 。

カ その他

的 共同受信施設の設置に関する共同受信アンテナの設置、ケ

ーブル類の通線、私有地内の電柱設置等について、受信者側

は積極的に協力すること 。

(イ) 共同受信施設の設置後、その受信障害地域内に家屋等を建

築した住民( 以下 「後住者J という) がこの施設の利用を希

望する場合は、有線 T V 放送法第四条の規定による役務の提

供カ、ない場合であっても、この施設の設置者は、後住者に対

して 利用 させること。しかし、引込線、 保安器、 屋 内配線等

の付加的設備に要する経費は 、後住者が負担すること。

( 明受信障害の程度が比較的軽微である等の理由により 、共同

受信地設によらず受信アンテナの位置、高さの変更等個別ア

ンテナ対策により受信障害を解消できる場合においても 、そ

の対策は受信障害の原因となっている建築物の建築主の責任

と負担により f子うこと 。

(3)  高層建築物による受信障害を S H F 帯の放送により解消す

る場合の指導要領 (52. 6.  27) 

都市受信障害については、その原因となった建築物の建築主

等の責任と負担により有線による共同受信施設の設置により解

消が図られてきたが、近年、超高層建築物等の出現に伴い障害

範囲が広域化し、従来の有線方式のみでは高額となる場合がで
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てきたため 、より 経済的と 考 え られる無線方式が要望されるよ

うになってきた。 昭和50年 8 月の調査会の報告書では 、 S H F

帝の放送が受信障害解消の一方策として提言されており 、電波

技術審議会においては 、 N H K が51年 2 月から実施してきた S

H F 惜の放送の送受信設備 および電波伝搬に 関する諸実験の結

果等を 踏 まえ 、同年 11月都市 内受信障害対策用 S H F 帯の放送

の技術基準等について答 申した 。

郵政省では、このような情勢から高層建築物等による T V 放

送の受信障害の解消を図るため 、新たに放送局にこの周波数の

割当てを行うことができるよう電波監理審議会に諮問 し、その

答 申を受けて 52年 6 月27 日T V放送用周波数の割当計画基本方

針の一部修正等を行うとともに、その円滑な笑施を図るため指

導要領を策定した 。その概 要は、つぎのとお りである 。

ア 基本的な考え

S H F 帯の放送により受信障害を解消するため、当事者間で

協議を行う場合の基本的 な考え方は、原則として、上記の51年 3

月に策定された「高層建築物による受信障害解消についての指

導要領」に示す原因者責任の考え方によるものであるが、無線

によるこの解消方策をとる場合は、そ の考え方をそのまま適用

することが適当でない点もあるので、その点については 、以下

の要領によること 。

イ 無線設備等の設置の責任および費用負担のあり方

S H F 帯の放送局のための物理的設備 ( 以下「無線設備」とい

う) およ び受信空 中線から 保安器 までの設備 ( 以下「受信設備J

という ) については 、51年 3 月の指導要領に示しているものと

同様に受信障害発生の原 因である建築物の建築主の責任と負担

において設置すること 。 しかし 、この建築主は、法令上 、放 送

局の免許主体 には放 送事業者がなるものであることから、この

局の免許主体になれないため、同事業者は、 S H F 帯の放送に

よる受信障害解消について受信者の了解を得た建築主から要望

があ った場合には、放送区域など S H F 帯の放送の実施に必要

な事項について、その建築主と十分協議すること 。

ウ 維持管理 ( 更改を含む) 責任および費用負担のあり方

(7) 家屋軒先に設置される保安器の 出カ端子から T V 受像機ま

での屋 内配線部分については、有線による共同受信施設によ

って受信障害解消の場合と同様に受信者の責任と負 担で維持

管理を行うこと 。

付) 無線設備については 、原因者たる建築主は前述したとおり

免許主体となることができないため 、免許主体である放送事

業者がその運用について電波法上責任を負うことになるので、

同事業者が維持管理の責任を負うが、その費用については原

因者たる建築主の負 担で行 うこと 。

(ウ) 受信設備 の維 持管理 については、基本的には有線による共

同受信施設によって受信障害解消の場合と 同様に原因者たる

建築主の責任 と負担で行 うこと 。
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3  電 波 障 害 防 止 協 議 会 に つ い て

放送等の受信障害の調査 、研究 、防止およびその改善指導を

行い 、あわせて電波利用 面における公共の福祉を増進すること

を目 的 として 、中央のほかに各地方、各都道府県に屯波監理局

等関係官庁 、放送事業者、電力会社、電気機器製造業者、アマ

チュア無線連盟等で電波障害防止協議会 ( 以下「協議会J とい

う) という団体が昭和29年から結成されている 。

この協議会は、蛍光灯等による電気雑音、高圧送屯線か らの

妨害波の対策等に取り組み、放送等の受信に大きな成果 をあ げ

てきたが、 40年頃から建築物による受信障害が顕著に現れ始め

たことに伴い 、この障害対策にも積極的に取り組み 、その笑態

解明のための調査を行っとともに原因者責任の基本的な考え方

を基に郵政省とともに必要な知識等の普及 、対策の相談等 を行

い、受信障害解消の速やかな促進などに努力し、活動し ている 。

4  む す び

建造物による受信障害 の解消には、当局や協議会の活動も さ

ることながら、 他の行政機関、建築界等の理解と協力が重要で

あり、 地域に密接した 地方自治体の行政指導等が必要不可欠と

な っている 。

よって 、当局としては、協議会とともに受信障害解消に |射する

指導要領等を周知し指導するために、 地方自治体および建築業

者との会議等を開催してきた結果、近畿地方における地万自治

体のうち、 この障害防止に関する条例を 12市 ( 全国では 23市 )

が 、また指導要綱等を 2 県33市 ( 全国では 7 県103市 14区 )が制

定し、一方、建築業者の方も深〈理解され、大 きな成果 をあげ.

てきている 。

郵政省では、 T V放送の難視聴解消の促進カ、今日 の大 きな課

題であることを認識し、と くに都市受信障害解消 のために前述

したとおり原因者責任の考え方に基づ く指導要領を策定し、積

極的に指導してきたことによりこの考え方が社会的に定着化し

つつあるが、昭和50年 8 月の調査会の報告書においても制度的

な解消を提言されている趣旨も踏まえ 、53年度早々に省内に関

係専 門家からなる調査研 究会識を設置し 、障害解消策の確立に

ついて 検討 ・審議され、また建設省とも 折衝 中であると の こと

であり 、その結果が待たれるところである 。

。

日本建築協会が建造物による受信障害の解消に関し深い理解

を示され 、今 回、 機関誌に特集号を企画されたことに つ きまし

ては、厚く お礼申 し上 げますとともに今後 とも一層のご配立と

こ。協力 をお願いする次第であります。

(た けべ まき お 近畿電波監理局放送都政送線長)



技術解説

建造物による

電波障害とその

対 策

福 井 秀 行

まえがき

従来テレビの難視は山間へき地の問題と考

えられていたが、都市の近代化や土地の高度

利用による高層ビル、高架鉄道、高架道路な

ど建造物による電波障害いわゆる人工難視が

都市における大きな社会問題とな って いる 。

今までよく受信できていたのが急にうつり

が慈くなるだけに問題は深刻て¥建物が比較

的小規模であ った30年代に比べ、最近はその

規模が大きくなり、 40階から 601溜に及ぶ超高

層ビルもみられ、またこれらが集中して建設

される傾向にあり、電波障害の範囲とその程

度が大きいうえ、既存の建物と複合して、問

題の解決をますます複雑にしている 。

テレビの電波障害を学術的に解析するには、

通例、数式によって扱われるが、ここでは近

畿電波障害防止協議会テキスト「建造物と屯

波障害J からの引用で、できるだけ数式をさ

け、ごく概念的に述べてみる 。

I  電 波 の 性 質 と 伝 わ り方

1. 電 波 の 基 本 的 性 質

わが国のテレビ放送は V H F  ( 超短波) と

U  H  F  ( 極超短波) を使っている。この電波

が空間を伝わる様子や、伝わってゆく途中の

テレビ屯波は 山やビルなどにあたると、 図

1  - 2 のように表面で反射する屯波と、透過

する電波に分かれる。反射した屯波は空中を

伝わってゆくが、透過した電波は急速に減衰

し、この透過電波のエネルギーは物体の内部

で熱とな って しまう 。

(6)回折

図 1 - 3のように、鋭利 な刃物に光をあて

物体によってうける影響は光の場合とよく似| ると後方のスクリーン上に彩ができる。この

ている。 I 影の境界付近をよく見るとぼやけているが、

(1) 直進

光と同様、電波も空中を直進し、その速さ

も光と同じで、 1 秒間 に約30万km進む。

(2)拡散

点光源から出た光は、四方八方に進む。こ

のため光源から遠 くなるほど光は拡散し、 l明

るさは弱くなる 。送信アンテナから放射され

たテレビ電波も光の場合と同様に、送信アン

テナから遠〈離れるにしたがって弱くなる 。

その弱まり方は光もテレビ電波も閉じて¥距

離の二釆に逆比例する 。

(3)収れん

光は反射鏡やレンズを使って、ある方向に

だけ集めて強くだすことができる 。 テレビ電

波もアンテナの構成によって、特定の方向に

強〈出すことができる 。通例 、テレビの放送

電波は、 図 I ー 1 のように上下方向の電波を

抑えて、水平方向に強〈出している 。ま た、

必要に応じて水平面の特定方向にだけ強〈出

すこともできる。

く二======lくコ

図 I ー 1 送信アンテナの指向性( 垂直面)

削 減衰

テレビ電波は途中に山やビルがあると、こ

れを透過するときに急速に減衰し、透過した

電波が裏側までとどくことはほとんどない。

山やビルの裏側でもかなり強い電波がとどい

ている場合があるが、これは 、つぎに述べる

反射や回折による電波があるためである 。

(5)反射と透過

ビルの壁面

/  

これは光が刃先のところで、彩恨IJ に少し折れ

曲が って進む回折現象のためである 。テレビ

電波が山陰にも多少とどくのは、山頂で回折

するためで、ビル陰にもかなり強い電波がと

どくのは、他の建物から反射してきた屯波の

ほかに、ピルの頂音[1や側面からの回折電波が

あるからである。

スクリーン

光

図 1 - 3  光の回手斤

2  . 電 波 の 伝 わ り 方

(1) 平面大地上の電波の伝わり方

電波が送信点から受信点に伝わる場合、そ

の直進性から 図 1 - 4 に示すように、送信点

T から受信点 R に直進して伝わる屯波E ，と、

大地で反射して T O Rの径路で伝わる電波 E
2

がある。受信点 R の電波の強さ( 屯界強度)

は、この二つの径路の電波を合成したものと

なる。この合成値は二つの電波の合成だけで

な く、位相によって大きく変化する 。大地で

反射する電波は反射点 Oでほぼ逆相となるた

め、受信アンテナ高h が低い場合は、 E ，と E
2

がうち消しあい、その合成値は 小 さく、 九
2 が

高くなると、 T O Rの径路と T R の径路長差

が大きくなり、これが 1 / 2λ ( 人= 波長) になる

とE ，とE 2は同相となり、合成値は最大となる。

図 1 - 5 は受信アンテナ高と電界強度の関

係を示したものである 。

透過波

ーーーー・-

! 入、て 引
大 地 。

図 1- 2  電波の反射と透過 図 1 - 4  平面大地上の電波の伝わり方
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図 1 - 5  受信アンテナ高と電界強度

(2)市街地の電波の伝わり方

大小の建物が宮、集している市街地

では、上記の、大地による反射波は

無視できるが、建物によるしゃへい

や反射が電波の伝わり方に大きく影

響する。したがって市街地の電波の

伝わり方を考える場合、まず電波エ

ネルギーの通路について理解してお

く必要がある 。

送信アンテナから放射されたテレ

ヒ‘ 電波が受信点に達する場合、受信

される電波エネルギーは、送受信点

を直線で結ぶ線上を通る電波だけで

なく、直線を紬とする回転体内 を通

る電波によって決まる。すなわち、

電波エネルギーは広がりをもっ回転

体を通路として伝わっており、この

回転体領域をフレネルゾーンと呼ん

て' いる。

多数のビルが建っている市街地で

は、 図 1 - 6 のように受信アンテナ

の位置から送信アンテナが見通せる

場合でも、フレネルゾーン内にビル

出
疋

受信アンテ ナの位置

から送信点を望む

図 1 - 6  建造物群による電波しゃへい

22 

があると、その影響で電波は弱められる 。 l

項の(1)で述べたように電波は直進するが、 同

時にその通路には広がりがあるとい うことも

理解しておく必要がある 。

市街地では、以上述べた電波しゃへいに加

えて 、ビルなどによる電波反射がある 。

ビルによる反射は 図 1 - 7  (a)( b)( c )に示すよ

うに、 ビルの高さ、ビルから送信点を見た仰

角、ビル壁面に対する電波の入射角、ビルの

幅などが反射の強さや反射電波の到達距維に

関係するほか、ビルの反射面の構造や材質に

も関係がある。反射面が平面で大きく、かっ

導体である場合が最も反射しやすくなり、入

射電波のほとんどすべてが反射することとなる 。

建物によるテレビ電波のしゃへいや反射は、

テレビ画面にゴースト障害 ( 多重像 ) や、ス

ノー障害となって現れるが、電波の比較的強

メミ

ｍｾｾＱ＠

5日向ょ日語日
メミ

送信点

• 

ビ

入射波 門 口 ? 「寸TI. 一

口r J 五 号47E 射i鹿Gl

口 口 口 『

(c) 入射角白)が小さく、ピ J レの幅(1)が大きいと

反射波は強〈なる

図 1 - 7  ピルによる電波反射

走査線525本

( 見える部介は500本弱)

走査線の周期

63.5μsec( マイ クロ秒)

1  見える部介の走査時間

1- 約50μsec ( ? イク口秒)

図 1 - 9  テレビ画面のなりたちとゴーストの現れ方

い市街地では、ほとんどの場合ゴースト障害

が問題となる 。 このゴースト障害の発生メカ

ニズムについて簡単に説明する 。

図 1 - 8のように、送信点から直接到来す

る電波 E ，と、ビルて。反身すした電波 E
2 を受信し

た場合、 E 2 はE ，に比べて( ゼ2 一d，) だけ長い

径路を通 って おり、その分だけ伝ぱんに余計

なH寺聞がかか って いる 。たとえば ( d
2 ーム )

=  1  kmとすると、電波の速さが 3 X  10
8  

m/秒

であることから、1 ， 000 /  3  X  10
8  

=  3  . 33μsec 

だけ E
2 は E ，より遅れることになる。

一方、テレビの画面は 図 1 - 9 のように、

左から右へ走査する多数の走査線で組み立て

られているため、直接波による正像の右側に

反射波によるゴースト像が現れる。そして、

正像とゴースト像の間隔は、直接波に対する

反射波の遅れ時間によって決まってくる。

たとえば、 3. 33ρec の遅れ時聞の場合、

正像とゴースト{ 象の間隔は、テレビ画面の横

幅を W とすると約 W / 15 となる。( テレビ画面

の見える部分の走査時間を 50μsec とすると、

3. 33μs ec / 50μs ec = 1 / 15 となる。)

写真 I ー 1 は、電波が弱められてスノー雑

音の目立つ画面て¥ 写真 1 - 2 ， 3 はゴース

ト障害を受けた画面である 。

写真 1 - 3  復維な多量ゴーストの画面



II 

な ぜ 建 造物 に よ っ て 受 信

障 害 が 発 生 す る か

1. 建 造 物 に よ る 受 信 障 害

建 物 がテレピ［山皮に及ぽすｽ ［ｽ ｾ響には、反 射

お よびしゃへいがあ り、そ の大きさや構造に

よっては1孜前し もあ り、こ れが受信l障害の原因

とな っている 。つぎに建造物 による受信障害

の現象や範囲等について述べる 。

(1)反射障害の原因と現象

反射障害: の原因は 図 II 一 1のように、建造

物による反射波が受信アンテナで受信される

ことにある 。

建造物

図 I I - l 反射障害の発生原因

ただし反射波が受信されるというだけでは

必ずしも障害とはならず、反射波が十分強く

て、受信される直接波と反射波との比 ( 受信

される直接波を E d、反射 i皮を E uとすればE d

/ Eu) すむわち D/ Uが 20/ 1 以下になると、

テレビ函而に障害が現れ始める 。

図 I I - 2 は受信アンテナの指向特性の例で、

;隙万 li'J からくる屯波が一番受信しに くく なっ

ているが、全 〈受信しないわけではな く、強

い反射波がある場合には、ゴースト障害とな

る。 とくに後方からの電波は比較的受信しや

すいため、後方の建物による反射障害の発生

することが多い。

送信点が見通し になるような直接波の 強い

場所で発生する反射障害は、ゴーストの数が

少なく、写真 1 - 2 のように単純な一重ゴー

ス トが現れることが多〈、建物が複雑に複合

して、かつ受信点がしゃへいされているよう

な場合は、複数の建物の反射波によ って写真

1  - 3 のような多重ゴーストとなる 。

(2)反射障害の範囲

障害の範囲は、送受信点聞の距離、送信点

O.  

330.  

180.  

図 I I - 2 受信アンテナの指向特性伊l

- 障害範囲の幅

図 I I - 3 のようにビル壁面で反射がある場

合 、入射角と反射角は等しくの= めとなる 。

しかし、反射波の幅がビルの幅だけになるの

ではなく、多少広がりをも った障害範聞にな

る。 この広がりの程度( 図のd ' ) は 、ビ ルの

F車寄発生地域

図 I I - 3 反射障害範囲の幅

幅にも関係があり、普通10・くらいを考えて

おくと無難で・あるが、ビル建設中の防護ネ y

トや足場などのある場合は、これよりはるか

に広い幅の広がりをもち、 20・-- 3 0・に及ぶこ

ともある 。

・障害範囲の距離

反射波の及ぶ距離 を図 II - 4 から幾何光学

的に求めると、つぎのよ うになる 。

の向さ、建物の反射面の構造や材質、そ の他 | たとえば、九= 6 7 0 m、H= 3 0 m、r =20k mと

種 々条件によって異なるが、 目安と して、つ| すればd2 与 1 kmとなるが、これは 1 kmまで必

ぎの二点を考えておく必要がある 。 ず障害が発生するということではなく 、希望

d ， 

h ，j  h ， =  d，j (  d，+  d，) 

d，= 治五 d，

』一一一 d ，一一一叫

図日 - 4 反射波の及ぶ距障壁

波グ〉強さや周囲の状況によって異なるが、一

応の目安として利用できる 。

また、比較的単純なゴースト障害の場合、

1  - 2 の項で述べたテレビ函函に現れるゴー

ストの幅を数ポイン トで、観測し、これからの

軌跡を地図上に求めることによ って 、原因と

なっている建物を判断することができる 。

(3)陰障害の原因と現象

光の通路に物を置けば|詮ができるのと同様

に、テレビ屯波の場合も 図 I I - 5 のように途

中にビルが建つと電波の陰がて' きる 。 このよ

人1 聞齢年
/  

回折波

図 11- 5 ピル陰障害

うに陰障害は希望波がしゃへいされ 、弱め ら

れることが原因である 。

しかし、単に希望波がしゃへいされるだけ

であれば、電界強度の強いビル陰地区では良

好な受信が可能なはずであるが、そうでない

のは、周辺部の建物 による潜在反射波が、希

望波が弱まることによってゴース トとな って

テレビ画面に現れてくるためで、すなわち D

/ Uが悪くなるためである 。

反射波のごく 少ない地域の陰障害は 、テレ

ビの入力不足のため写真 1 - 1 のようにスノ

ーノイズの多 い画面になることもあるが、市

街地では、ほとんどの場合、複雑な多重ゴー

ス ト障害となる 。

(4)陰障害の範囲

幾可学的な陰か ら推定した障害範囲と、 笑

際の障害範閤は比較的よく 一致する 。陰障害

では、 障害をう ける地域が建物の後方にどの

くらいのびるかということが問題となるが、

これは受信点から送信点を見た仰角、建物の

高さ 、建物の厚み、周辺建造物か らの潜在反

射波の強弱などにより異なる 。

参考までに 、建物による屯波のしゃへい損

失を求める近似式を つぎに示すが、この式で

は、数値計算がかなり複雑になるので、生駒

表 I I - l

ピル除隊害発生範囲の目安

仰 角 受信障害の尭生範閤( ビIL砂らの距Al d)

(大阪における例) 反射披のｾｾい地域 反射設の強い地被

4・( 生駒山から約10km) 5 - 8 H 8  - IOH  

2.7・( 11 15 )  7  - IOH IO- 15H 

11 20 )  8  - 12H 12- 20H 
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山から放送している V H F 電波の障害範囲の

一応の目安を 表 II ー 1 に示す。

I T  / t干子 I  s  inrp/3 I  

L =万7 ・J つ- r- ' 1 1 - 4 s in'rp/ 31 

(5)反射と陰が複合した障害

反射障害は単独で発生することもあるが、

陰障害の場合ほとんどが反射と陰の複合した

障害といえる。

反射と陰が複合した区域では、反射による

D/ Uの低下と、陰になる D/ Uの低下が重なる

ため、一段と D/ Uが悪くなり、障害はひどく

なる。 図 I I - 6 はそのような場合を示したも

ので、 B 点では反射の障害だけだが、 A 点で

は陰障害が加わり、重度の障害となる。

高厩ビ j レ

2  . 建 造 物 に 関 係 す る そ の 他 の 受 信 障 害

( 1)建設工事中に発生する受信障害

ビルなどの建設工事中には、金属性の足場

が組まれたり、防護用金網が張られたり、あ

るいは作業用クレーンが取り付けられるため、

これらによって障害が発生することがある 。

金属足場は外壁に沿って組まれるため、建

物が大きくなったのと問機の効果があり、障

害の範囲が広くなる。

防護用金網は電波を反射しやすいため、張

処タ品
、、、h 司 二 、

電波 、、¥

図II - 7 建設中のピルによる反射障害の軽減

り方によっては工事期間中に強い反射障害を

発生することがあるが、これを改善するには、

図 II - 7 のように防護用金網を傾斜させるの

が良い方法である。

クレーン( 移動する)

波

¥

A

勾

品

、

統

¥、
、

、
、

、

¥

 

、

図 II - 8 クレー ンによる受信隊害

工事用クレーンは高い位置で移動するため、

図 II - 8 のようにクレーンによって散乱した

電波の影響をうけ、クレーンの移動に伴って
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画面がゆれ、ゴーストが動くため、きわめて

電づらい障害となることがある。

(2)高架道路、高架鉄道による受信障害

高架道路や高架鉄道も反射障害や陰障害を

発生するが、自動車や電車の通過時に電界が

乱れ、画面がゆれるフラッター障害がとくに

陰側でよく発生する。

最近市街地の高架道路は、二重三重の立体

交叉となるため、 中層ビル程度の高さとなり、

ヒ・ル向様に相当広い範囲に障害を及ぼすこと

となる。

I

 

T

-

-

A

 

T

A

 

ど う し た ら 受 信 障 害 は 改

善 で き るか

1. 受 信 障 害 の 改 善 方 法

建物が比較的小規模な場合、あるいは障害

が軽度な場合は、影響を受けた受信者宅の受

信アンテナは高性能アンテナに替え、また位

置や高さを適当に選ぶことによって改善可能

な場合もあるが、建物が大型化した現在、ほ

とんどの場合、共同受信施設によって改善さ

れている。

建物が大型高層化するにしたがって、 |寄筈

範囲も大きくなり、とくに反射障害で、その

範囲が広くなり、一つの建物で数千世衛が障

害を受けるようなケースも発生している。

通常行われている受信似IJ の対策だけでなく、

建物似IJ でも障害を未然に防止する方法や、軽

減する方法も当然考えられるべきである。

2  . 建 造 物 側 で 改 善 す る 方 法

反射障害は建造物側で未然、に防止するのが

理想的である 。建造物によっては現在でも十

分技術的に可能であり、今後さらに関係者の

建造物

図 mー1 壁画に傾斜をつける方法

防♂;; 庄

町ｾ 反射波

杉ｾＯ -一一ー

ル/家ノ 高得

検討が望まれる 。

(1) 建造物の電波反射薗の傾斜

図 1Il ーし 2 のように電波到来恨IJ の壁面を傾

斜させるか、金網または金属板を付加するこ

とによって、反射波を上空に放射させ、反射

障害を防止することができる。この方法は外

観上問題のない倉庫などに適用しやすく、す

でに実用されている例もある 。

図 1I1 - 3 はビル屋上の塔屋、広告板、防護

械などに傾斜をつけたもので、ビル屋上など

高い場所では反射波が強いので、屋上の各種

構造物に傾斜をつけることは、反射障害を軽

減するのに有効である 。

以上述べた電波反射面を傾斜する場合の傾

斜面の傾斜角度は、その位置から送信点を見

た仰角、傾斜面の長さ、周囲の状況なども関

係するが、少なくとも 10・程度の傾斜が必要

である。

」2 i L

戸、、

防護柵

，.， r i  r i  ，..-， 

図1II - 3 各種構造の傾斜

(2)建造物の配置の工夫

電波の反射は光と同様に反射函の法線に対

し入射角と反射角は等しくなる 。

ビルを建てる場合、設計段階でその配置を

工夫することによって、反射波の方向を河川、

海、公園、道路など人家のない地域に向ける

こともできる 。 この方法が採れる場合は、反

射障害をうける世帯数を大幅に少なくするこ

とができる 。

また、受信アンテナは横方向からの' 屯波を

うけにくい性質があるので、人家の密集地域

でもこの性質を利用し、反射電波の方向が受

信アンテナの横方向となるよう建物を配置す

ることによって、反射障害をかなり軽減する

ことカぜできる 。

(3)電波反射の少ない建築材料の使用

建造物の壁面材料として、電波を吸収する

材料を利用すれば、大幅に反射量を少なくす

ることができる 。現在フェライトを利用した

電波吸収体が開発され、その効果は報告され

ているが、早期に実用化されるよう研究開発

の望まれる分野である。

また、通常手すりや防護柵などに電波を反

射しやすい金属がイ変われているが、定全性も

検討のうえ、これを非金属物にすれは¥電波

の反射を少なくすることができる。



3  . 受 信 側 で 改 善 す る 方 法

受 信 側 で 改 善 す る 方 法 と し て は 、 共 同 受 信

に よ る 方 法 と 、 各 戸 の ア ン テ ナ に よ り 改 善 す

る方法がある。

(1) 共 同 受 信 に よ る 方 法

建 造 物 に よ る テ レ ビ の 電 波 障 害 対 策 と し て

最 も 広 〈 採 用 さ れ て い る 方 法 で 、 陰 障 害 、 反

射 障 害 い ず れ の 場 合 に も 適 用 で き る 。 こ の 方

法 は 図I I 1 - 4 の よ う に 、 屯 波 が 良 好 に 受 信 で

きる 地 点 、 た と え ば ビ ル 屋 上 と か 、 障 害 範 囲

か ら は ず れ た 地 点 に 貌 ア ン テ ナ を 建 て 、 こ れ

で 受 信 し た 電 波 を 有 線 ( 同 軸 ケ ー ブ ル ) で 各

上、
送 信 所

図111- 4 共同受信施設による対策

に 分 配 す る 方 法 で あ る 。

障害範囲ヵ、大きい場合は、同軸ケーブルの

途 中 に 増 幅 器 を l順 次 入 れ 、 多 数 の 世 帯 に 分 配

す る こ と が で き る 。 一 つ の親 ア ン テ ナ で 数 千

世 帯 に 分 配 し て い る 例 も 多 数 あ る が 、 共 同 受

信 施 設 は そ の 規 模 に 合 わ せ て シ ス テ ム 設 計 を

行う 必 要がある 。

最 近 で は 、 ビ ル 等 高 層 建 造 物 を 建 築 す る と 、

多 か れ 少 な か れ 受 信 障 害 が 発 生 す る の で 、 設

計 段 階 で あ ら か じ め図I 11 - 5 の よ う に ビ ル 屋

上 に 共 同 受 信 用 ア ン テ ナ 基地 や 、 同 軸 ケ ー プ

ル を 通 線 す る 配 管 の 敷 設 を 考 慮 し て お く こ と

が必要で弘、こうしておくことによって対策も

谷 易 で 経 費 も 少 な く て す む う え 、 建 物 の 美 観

共同受信アンテナ

取付スペース 、

， ， 

予備配管 ( 32<t)

図111- 5 共同受信対策の準備

上 も有利である。

(2)高 性 能 受 信 ア ン テ ナ に よ る 改 善

障 害 の 程 度 が 比 較 的 軽 度 な 場 合 は 、 高 性 能

ア ン テ ナ に よ る 改 善 対 策 を 行 う 場 合 も あ る 。

ア ン テ ナ 対 策 は 、 各 戸 に つ ぎ の よ う な こ と を

4丁つ 。

・性 能 の よ い ア ン テ ナ ( と く に 指 向 性 、 前 後

褒 111 ー 1 受信障害調査

下

往築計画 才f工 躯体完工 完工

現 地 調 主主

Hl 上: t s1 査

lli- i-IIj 郡司 11' 間 : 淵3' t f産 制 3't 

調 0 障害発生の有無の検 0 原状記録 04' >前調査結来との比 0 障害状況の把催

査 討 0 隊害範囲の予測 較検討 0 対策範囲 ・対策方法の

目 0 対策方法の検討 確認

自q

0  電波 )j 向、姐I物規模 0 各調査地点において ｏｾ ｊ ｾ 前調査に同じ Ｐ 事前・中 ｈ ｦｊｾ珂奈と問機

市司

および建物自己世から - 受信状況( 画質評価) 障害範闘が事前 の湖査を実施

陰障害範聞と反射降 Ｍ 電界強度 Ｈ端子 ｾ ｬｩ 圧 Ｉ 調査の予測と大 o 反射障害の場合はゴー

N範聞の予ilill の記録 帽に変わってい ストのJHJ 隔測定

ゴ主

Ｐ Ｔｾｮ￭ｪ 捌査の調査地点 必要に応じ記録写真を る場合は調査地 Olli-iI tj' 中間調設データ

の検討 綴 影 点を迫力日 と事後調査データの比ｩ ｊｾ＠
0 周囲の既設建造物の状 較検討

m 
1兄 0 共同受信対策を必要と

する場合は幹線の通線

の難易を調査

ｯ ［ｴ万 地形図またはｾ 0 くり出しポーノレ付のill lJ Ｐ 主 ｊｾ￭￮ｾ 調査に同じ 0 ヰE前;0，¥111' に同 じ

万I也勢図から i立i止方 定車を使用
反射陣容でゴース

訓

仲lをR確認 0 調査地点は比五回- ! . { ，凹 トff1]隔を磁認する

ｏｾ ∞ＭＡＮｻ，同住 宅地図 住宅地図に記入 には写真記録がよ

11' 

上に ill 物自己ili および 0 調査用受信ア ンテナは 、、

1l !:i J止方向を記入し、 可能なか ぎり 付近の聴

際書範囲を予 ililJ 視者三包のアンテナとほ

ぽ同等の高さに設定

法

0 適宜聴視者宅設備で調

王争E

比の良し、 ) に 取 り 替 え る 。

・受 信 ア ン テ ナ の 位 置 、 高 さ 、 方 向 を 調 整 す

る。

・給 i瓦 線 を 同 軸 ケ ー ブ ル に す る 。

ア ン テ ナ に よ る 改 善 で は 、 障 害 を 抜 本 的 に

取 り 除 く こ と が む つ か し い 場 合 が 多 〈 、 ご く

小 規 模 軽 微 な 障 害 の 場 合 を 除 い て は 共 同 受 信

による対策が無難で、ある 。

4. 受 信 障 害 状 況 調 査

建造物による受信障害の改善対策を円滑に

進めるには、建築工事を進める前から 表1I l -

1 によ って調査を行う必要があるが、大規模

建造物では工期も長〈、躯体建設途中から苦

情の発生することが多い。 このような場合は、

明らかに障害の発生が予測される区域に対し

て、あらかじめ事前対策を実地し、中間調査、

事後調査の結呆により補完対策を行う配慮が

のぞましい

参考までに、事前調査地点選定の例を 図III -

6 に示す。

一一

⑥シ今謬

ω陰慣l

• 
• 

• 
• 

図日1- 6  調査地点の選定例

参考111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

- 画質の評価

画質め評価は、テレビ受像機の画面の品f立を感覚

的判断によって評価するもので、通例、次去の 5 段

階評価方式が採用されている。

薗 質 尺 度

5  きわめて良い

4  良 い

妨 害 尺 度

5  妨害がわからない

4  妨害がわかるが気にな らない

3 ・特通

2  惑い

3  妨害がわかるがじゃまにならない

2  妨害がひど 〈じゃまになる

l  きわめて悪い l  受信不能

注 。 評 価 3 町場合、適I ( 土をつけるニとがある. 例 3 ・

• d B とd Bμ

Ｑｾ 弘法の強さまたは信号の ｾｧ［ さをあらわすのに ､ｂ を使

う。信号の強さは5 J IJ にレベノレとも呼んでいるが、レベ

ルはdBμ て' 表示するほかv 、mv 、μv などの1 1 I 庄であら

わすこともある。 d Bはレベ J レの相対値をあらわすのに

対して、 dBμl i l 仰を Od B としたレベルの絶州IU. をあら

わす。

アンテナ出力レベル70dBμ とし、うのは次式のように

アンテナの出力m圧が約3，200μv あるということであり、

レベルの絶対値をあらわしている 。

3，200μv 

70dBμ = 2 0  l ogl o一一一一一
，... . . . . v - - 0 '  v  1μv  

• O / U  

直接放の強さ D と反射波( 妨害被 ) Uの比D/ Uなどの

ような相対値をd Bであらわす場合、次式で針nする。

Dμv  

D/ U( dB) =20 ｉ ｏｧ ， ｏｾｾ＠

たとえばD / Uカ吃6dB というのは、 D : U持 20 ・1 と

いうことになる。

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

( ふくい ひでゆき NHK近畿本部営業技術部技師)
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Nat i onal  

* 難視でお悩みの皆様にナショナルからのインフォメーション

都市難視の決定版! !

|  コースト対策アンテナとニューハイパワーアンプ

位相差給電方式

コース卜対策アンテナ

T A・G201

=.:z. - J ¥'1"J t-:J-"とJ コ。

アルミハウジン夕、型

T Z - AW3 5  

4 分岐( 2分岐) 型

T Z・AV15B4B

Ｈ Ｗ ＶｾＲＲＲｍ ｈ ｺ Ｉ＠

. 特 長

〈ゴ ー ス ト 対 策 ア ン テ ナ〉

- 3 繁 子 の 小 型 ア ン テ ナ で あ り な が ら 指 向 特 性 は 八 木 式 ア ン

テ ナ で は 得 ら れ な い 高 性 能 で す

・高 層 ビJ レ な ど に 設 置 す る 場 合 は 、 下 か ら の 反 射 波 を 避 け る

た め に 霊 直 ス タ ッ ク に す る と 効 果 が あ る は ど 、 組 合 せ 仕 織

に よ り 水 平 垂 直 面 の 指 向 性 を 尖 鋭 に し ま す

・位 相 網聖壷髭を使用すると . ヌ ル ポ イ ン ト を 可 愛 す る こ と が

で き る た め ゴー ス ト 軽 減 効 果 は さ ら に 高 ま り ま す

〈 ニュー ハイ ｊｾ ワーア ンプ 〉

・入力、出力各 々に精度の高いモニタ瑚冊子を旬けましたので. 調

鐙 .j 呆 守 点 検 が 容 易 に 行 な え ま す は力ーl印B. 出力=史回目 。分略ゴ佃B

・電 源 が通 じ て い る か 確wで き る パ イ ロ ッ トラ ン プ が 伺 い て

い ま す ポー ル メ ッ セ ン ジ ャ ー ワ イ ヤ に 取 伯 け た 崎 、ポ ー

ル に 量 ら な く て も 通 電 が 確wで き ま す

・入 力 ア ッ テ ネ ー タ ( UHF- 6dB ・1加 B . UHF- 臼 B ) を 内 蔵 し

て い ま す の で 、 利 得 網 整 ツ マ ミ と 合 わ せ て 、 入 力 ・ 出 力 調

! I ! i が容易になりました

ｆ ＱｴＱｩ Ｑｌ ｦＮＮ 至ｾ自民自桂三 ｚ

圏 松 下電器産業株式会社テレビ事業部 システム部

大阪府茨木市松下町 1番 1号 〒567 T E  L  0726 (22)  8181 

Ｎ 担 問 合せＮご 帽 股 ｴ ｾ 下記 の 松下電器・全 国 特櫨 営 蝿 所 電 材 担当 者 へ ど う ぞ …
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電波障害の

実情と対策

- 地方公共団体一一

テ レ ビ ジ ョ ン 電 波 受 信 障 害 問 題 へ の 取 り 組 み
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電 波 障 害 の 実 情 と 対 策

テレビジョン電波受信障

害問題への取り組み

川 嶋 昌 保

まえカずさ

現在の法体系では、テレビジョン屯波受信障害問姐は、建築基準

行政上の問題ではなく、屯波監理! 行政を一元 的 に 遂 行 し て い る 国

(郵政省 ) が、電波行政上の問題として、住民の文化 的な日 1常生活

を保持する上からも、また a情報社会における重要な伝達機構を維持

する上からも、積極的に対処すべきものと考えられる。

なお、地方公共団体は、屯波行政に対する権限はないというもの

の、国の施策として、都市の高層化について、都市政策、都市行政

の担当者として、直接住民に接する立場上、また、住民サービスの

ための立場からも、テレビジョン屯波受信障害問題に対して、積極

的に対処してきているが、反面苦慮しているも ので、 このような、

テレビジョン電波受信障害問題について、どのような考え方で基本

的に対処してきたか、現状と経緯の概要について、簡単に申し述べ

てみたいと 思 うものである。

テ レ ビ ジ ョ ン 電 波 受 信 障 害 の 現 状 と そ の 対 策 の 経 緯 概 要

(1) 大阪市における中高層建築物の申請状況と問題事項

大阪市における過去 3 年聞の 中高層建築物の 申請状況は、つぎの

とおりである 。 ( 計画通知を含む)
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51(  4 月- 12月末)
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しかも、現在大阪市内における 5 階建以上の建築物総数は、 8284

件 ( 昭和52年 12月末、大阪市消防局調査 ) であり、ご承知のとおり、

大阪市内に対する V H F 波の発信地点は、都市部から離れた生駒 山

上で、都市部における受信地点からの仰角は、最高 4 度、遠隔地で

は、 1 度弱であ って、市内への電波はほとんとe 水平に送信されてお

り、さらに U H F 波 ( 34C H 、36C H ) の発信地点が異なるので、

従来のヒ、ル陰以外に、反射波、複合放による彬響が広範囲に現れて

いる状況にある 。とくに高層建築物、高架交通施設等、都市構造の

変化に伴う複合波に起因する対策については、検討されるべき時期

にきているものと考えられる。

なお、現在の不況下における中小企業者による中高層建築物の建

築に際しては、資金難より、広範囲にわたる共同受信地設設置の困

難さから、「無い袖はふれない」との諺どおり、お手あげの状態とな

り、テレビジョン電波受信障害に対する対策がなされないままに建

築物の竣工する事例が出はじめている 。 しかも紛争が力関係の対決

となり、条件内容が複雑 多岐にわたる 傾向 を生じていることも、 権

利意識の向上とともに、重要な 問題事項のーっとなっている。

(2)  テレビジョン電波受信障害解消についての経緯概要
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従来より、テレビジョン電波受信障害解消について、国 ( 郵政省 )

は、原因者負担の原則l により、建築主と住民との附の当事者聞の協

議による解決を図るべく、行政指導を行い、主として共同受信施設

の設置等の措澄を講ずるという方法により、受信障害の解消を促進

してきているが、上記のとおり都市構造の変化が流動的に進展して

いる状況にある現在では、原因者、原因等の把握が困難な現象を生

じており、今までのように、建築主と住民との聞の当事者間の協議

を中心とする解決方法では困難な現象を生じている傾向にあるので、

昭和49年 9 月17 日には「都市におけるテレビジョン屯波受信障害を

防除するための施策の確立に関する要望J として、十大都市の代表

として、大阪市、東京都、横浜市、神戸市の代表者により、郵政省、

建設省、自治省、環境庁、経済企画庁、並びに当時のテレビジョン

放送難視聴対策調査会宛に陳情を行牟 ってきており ( その概要につい

ては P41の別杭のとおりである ) 、さらに昭和49年 11月 9 日には「都

市におけるテレビジョン電波障害を防除するための施策の確立に関

する意見書」が大阪市会の 12名の議員の提出による議員提出議案第

19号として 、内閣総理大臣、運輸大臣、郵政大臣、建設大臣、自治大臣、

経済企画庁長官、環境庁長官あてに、提出されたいきさつがある 。

(3)  テレビジョン放送難視聴対策調査会報告書の行政問題関連事項

テレビジョン電波受信障害問題を検討する際には、やや日時は経

過 し て い る が 、 昭 和 50年 8 月 8 日、郵政大臣あてに提出された、

テレビジョン放送難視聴対策調査会報告告について検討する必要が

ある 。 なぜなら、当時各界の権威者によ って構成されていた同調査

会の報告設は、テレビジョン電波受信障害解消についての権威ある

指針が発表されているもので、その問題点を略記すると、つぎのと

おりである。

まず国に対する要望として、「国は、受信障害の解消に要する費用

のー音[1 を負担するほか、適切な、立法的、行政的措置を講ずる必要

があると考えられる」としており、 「受信降客については、有効にこ

れを解消する技術的方策が存在するため、原因行為に対する規制 (建

築規制 ) を行うことなく、障害の解消を図ることができる 。 このこ

とは、受信障害解消の問題は主として解消に要する費用の負担のあ

り方に帰着することを意味する」と述べ、受信障害解消基金制度に

ついて論及するとともに、受信障害解消の困難さについて、「受信障

害を公法的、行政的に解消するに当た っては、長期的展望に立 った

施策を硲立することが望ましいが、放送技術の革新は急速に進行し

ており、将来の放送体制を予測することはきわめて困難であること、

また、都市構造の変化も急速 、顕著であり、将来の都市構造を適確

に想定することも困難でトあることなどから、本調査会としては、現

段階においては、恒久的な方策を確立することはなお困難であると

判断した J と述べているが、費用負担については、「受信障害が各種

の関係者の絡んだ、複雑な事象であることにかんがみ、建築主の負

担が過大となり適当でないとの意見もある」と述べる反面、「建築物

の建設が、受信隊害を生ぜしめた直接の原因であることにかんがみ、

建築主は受信障害解消に要する費用の大半、少なくとも直接貨の大

部分を負担することが適当である」と結んでいるが、こ の点が十大

都市の見解と呉なる点である 。 なお、建築行政との関連について、

「建築主からの費用の徴収を確実にするためには、建築物を正雄に

捕捉する必要がある。そのためには、地方公共団体の建築行政担当

部門の協力を求めることが妥当であると考える j と指摘するととも

に、受信障害解消の笑施として、

1  . 徴収した金員の管理

2. 受信障害の認定

(1) 受信際筈をめぐる紛争処理制度の必要性

28 

(2) 受信障害認定基準設定の必要性

(3) 受信障害の認定等に関する苦情、紛争の処理 ( この方法として、

第三者機関を設置することが適当であるとしている )

3  受信障害解消の実施主体

について述べ、さらに 、国鉄新幹線等による受信障害解消のあり

方とか、これらの施設と建築物とが複合して生ずる受信障害の取り

扱いをめぐる紛争、航空機による受信障害について指針を与えると

ともに、最後に、瞥定措置の項で、「建築主と住民との聞の当事者解

決に当たり参考となる基準的な考え方を示すなど、行政上適切な措

置を 可及的すみやかに講ずるよう強〈要望するものである J と結ば

れ、これをふまえて昭和51年 3 月6 日、国(郵政省 ) より、 「高層建築

物による受信障害解消についての指導要領j 、昭和52年 6 月29 日には、

「高層建築物による受信障害を S H F 帯の放送により解消する場合

の指導要領j が出されている状況にある 。

地 方 公 共 団 体 に よ る 規 制 の 問 題 点

以上の概要より、現在のところ、建築基準行政上の問題として採

り上げることには疑義があるが、建築基準行政以外の分野において、

地方公共団体において規制できるかどうか、その問題点を列記して

みると、おおむねつぎのとおりである 。

(1)  すでに、 国(郵政省 ) より、 「高層建築物による受信障害解消

についての指導要領J 等が、事前調査から維持管理に至るまでの内

谷に ついて出されている 。

(2)  テレビジョン屯波受信障害の原因者、すなわち、屯 j皮防省防止

義務者が誰であるか、責任の所在が現在のところ明織でない 。( テレ

ビジ ョン屯波受信障害の防答申l断基準についても疑義がある )

(3)  建築主のみに資任を負担させることには、テレビ ジョン屯波受

信障害防止に関する規制基準が確立していない現段階では疑義があ

る。

(4)  テレビジョ ン屯波受信障害防止に関する規制は、全国的に統一

処理すべ きも のでないのか。たとえば、現に、 一市町村におけるテ

レビジョン電波受信障害現象が、他の市町村あるいは数県にわたっ

て起こ っている 。 このような対策が、地方自治法第 14条にいう事務

に該当するのか疑義がある 。

(5)  建築基準法て¥建築物の敷地、構造、設備に閲する最低の基準

が定められている のに、地方公共団体でこれを上廻る建築規制は当

然不可能でレあるが、法律がないとい って、どの よ うな範囲における

規制ができるか疑義がある 。

(6) 本質的に日照と異なり、上記の とおり広範囲に彩響を及ぼすテ

レビジョン電波受信障害で、その受信ならびに供給方式が、現在の

都市構造に適合していないのではないかと思われる現在、その対策

を一市町村独自で、解決しなければならないとするなら疑義がある 。

むすび

以上の問題点があるとはし、うものの、地方公共団体は住民の利益

を行政的に擁護すべき立場上、住民からの苦情の申し出に際しては 、

国( 郵政省) よりの指導要領の見解に基づき、建築主側に対し事前

に、近畿電波障害防止協議会、 N H K営業技術部の調盗協力を求め

ることにより技術的対策を講じ、住民と誠意をもって 、交渉、協議

をし、円満に解決を図らしめるよう、努力をしている現況 にあるの

で、近隣関係者の理解と協力を得て、 円滑に建築計画並びに工事を

進められるよう、今後とも建築関係者の協力をお願いする次第であ

る。

( かわしま まさやす 大阪市主I l 築局建築指海部)



電 波 障 害 の 実 情 と 対 策

電波障害改善対策の事務

手 続 き - 共同受信施設設置における

篠 崎 正 幸

建造物によるテレビ受信障害対策として、共同受信施設は、もっ

とも多〈行われている対策方法であり、ビル陰障害、反射障害いず

れの場合にも適用できる。

この共同受信施設設置までの事務手続きについて、以下に説明す

ることとする 。

1 . 受 信 障 害 の 様 子 を 知 る た め の 調 査

電波の受信障害範囲は、 N H K 関係者の別稿にくわしいので、こ

こでは、その記述を省略する 。

この障害範囲の予想ができると、建造物の建設による受信障害の

様子を知るために、受信障害については、その内容を建築工程にあ

わせて調査する 。調査内容の詳細については、 N H K関係者の原稿

の表 IIl - l の項にでているので参照されたい。

2  . 共 聴 親 ア ン テ ナ 基 地 に つ い て

共同受信施設方式の場合，まず親アンテナの基地をどこに求める

かの検討をは じめなければなら ない。親アンテナの設置場所として

は、つぎの 3 つの方法があると息われる。

イ) 地上に親ア ンテナを設置する場合

建築主の用地以外に設置する場合は、用地 を買収するか、賃借り

するかの方法がある 。この場合、市街地においては、用地の確保に

かなりの時聞がかかるおそれがあるので、 相 当早い時期か ら買収、

または賃借りの手続きにかからなくてはならない

ロ) 他の建造物に親ア ンテナを設置する場合

この場合には、借用しようとするビルの周辺が将来の開発により、

親アンテナそ のものが障害の範囲にはいらないかどうかの検討が必

要である 。また、分譲、共同住宅の屋上等を借りる場合には、入居

者全員の同意等の必要な場合があり、かなりの時間 を要するので、

早い時期から共同住宅の入居者と交渉する 必要がある 。

ハ) 受信障害発生の原因者である建造物に親アンテナを設置する

場合

受信障害範囲が比較的狭い場合は、建造物の躯体が完成するまで

は、仮設の親アンテナで対処し、将来は受信障害の発生体である建

造物の屋上に親アンテナを設置する方法である 。

以上、いずれの場合も、親アンテナの設置場所は、電波が良好に

受信できる地点でなければならない。 また、 l つの親アンテナから

引 き込む引込端子の数が 500箇以下の場合は 、有線テ レビジョン放

送法第 3 条第 1 項ただし書きの規定により、有線電気通信法第 3 条

の規定による「設備の届出J だけで良いが、号 |込端子が 500箇をこ

える場合は、有線テレビジョン法第 3 条第 l 項の規定により「施設

の許可J 申請をしなければならないので、どちらがよいかよく検討

する必要があろう ( 許可の時間的な問題等から )。

3  . 設計書の作成

2. により共聴親アンテナの基地が決定すると、共同受信施設の

設計書の作成にかかる 。

設計書の作成にあたっては、引込端子を 500箇以下にするか、ま

た親アンテナから受信障害住宅のテ レビ受信器までの有線( 同軸ケ

ーブル) が 2 条共架にならないかどうか、良〈調査して作成する必

要がある 。また 、有線の配線経路については、できるだけ完成時の

状態に合うような設計をしておかないと、工事完成時に費用の増減

が著しいことがあるので注意を要する。いずれにしても共同受信施

設方式の配線等の数量については、設計時点では、個人の宅地に一

軒一軒はい って実測することも不可能と思われるので、完成時に精

算することになると思われる 。

4  . 受信障害地域の住民との協定書等のとり決め

明らかに受信障害が生じると思われる地域については、建築計画

段階から、ほぽつぎのような項目について、建築主と障害地域の住

民との問で協定等を結ぶ必要がある 。趣旨、対策範囲、対策の方法、

対策工事の実施時期、所有権、維持管理、テレビ共同受信組合の設

立、その他。

5  . 関係機関への届出

共同受信施設の設置にさいしては、必要に応じて 表 1 のような関

係機関への届 出、申請が必要となるので、受信者組合名等で申請、

届出を行う 。

表 1 届 出書 類 ( 共聴施設施工時)

徹 類 宛 先 提 出 先

有線アレビジョ ン放送法および有線電気通

郵 政 大 臣 所轄の電波監理局

信法による届出

N  H  K  N  H  K  最寄りのN H K放送局

再送信同: I l . の申込砂

民 間 放 送 各民間放送 各民間l放送

市 町 村 道 の 場 合 市 町 村 長 所絡の市区町村 役 場

道路占用許可申前s'

国 道 の 場 合 知 4f，. 所絡め土木出張所

道路使用許可申請$ 警 察 署 長 所持の警察署長

m柱を利用する場合 電 力 会 社

所轄の電力会社営業

所 ・支社

支持物共用申込書

公社の ' A電話柱を利用 電 信 局 長 所 轄 の 電 話 局

する場

6  . 工事の着工

5 . での諸届け 出および障害地域の住民との協定等ができると、

いよいよ工事着手の段階にはいるが、工事は個人の住宅地および住

宅に関することであり、工事関係者は障害地域の人達とのコンセン

サスを保ちながら施工することが必要である 。

また、工事が完了したら、電波を受信し、増幅器を動作させ、受

信者宅の電波の強さをチェックし、全般的な設備の調整を行う。こ

の時点で、受信者から受信状態が良好で、ある旨の確認番をとってお

くことも必要かと恩われる。

。

以上、 建造物による受信障害調査、設計図書の作成等工事までの

手順を簡単に説明したが、このことが、今後、テレビ受信障害改善

対策上、皆様方の参考になれば幸いである 。

( しのぎき まさゆき 兵庫県建築部住宅政策課課長補佐)
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電 波 障 害 の 実 情 と 対 策

大阪府の受信障害の

実情と対策

不 死 原 昭

横梅の短カ、い方が前です。

テレビ局

は じ め に

大阪府の建築物においてテレビ受信障害が最初に発生し 、その対

策工事を行ったのは、昭和46年からである 。

当時、テレビ受信障害は一般にはあまり知られておらず、もちろ

ん対策方法も確立されていなかったが、しかし今では日照権、振動、

騒音、風筈等と同じく、建築公筈のーっとして一般的にな っている。

建築公害の一つにな ったと いっても 、これらとは受信障害は大きく

性質や現れ方が違つ 。たとえば受信障害には一過性がなく、連続し

て影響を及ぼし、また比較的性質が似ているといわれている日照と

も影響の及ぶ範囲に格段の差が現れる 。 そして法的な根拠もなく 、

各原因者によりそれぞれ独自の方法で対策が行われている のが現状

である 。

年々、障害件数、障害範囲も増加する傾向にあり、社会問題とし

て大きくクローズアップされており、建設する側の責任が重くなっ

てきた昨今、 大阪府の対策方法が少しでも皆様方の参考になれは" 幸

いである 。

大 阪 府 の 経 過 と 実 績

大阪府がテレビ受信障害対策工事を実施したのは、昭和46年に完

成した大阪府営高層住宅の周辺地区においての V H F ビル陰障害の

改善工事が最初であ った。

当時は、初めてのことであり、何から手を付けてよいのかわから

ずに、日本放送協会近畿本部の経験と技術協力を得て、暗 中模索の

うちになんとか住民の納得のい く施設が完成し、良好な電波が各家

庭に届き喜ばれたときは正直、ホ ッ トしたものである 。 そのころは

テレビ受信障害も一般的には余り知られておらず、対策工事の例も

少ないうえに、国の施策ももちろんなく、手探りで対策の方法を見
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つけていかなければならなかったので、当時は 非常に苦労したもの

である 。

その後、受信障害の件数も多くなり、それを参考にし、テレビ受

信障害処理要領 ・協定書 ・工事仕様書 ・設計書 ・住民説明用 パンフ

レ ッ ト等を作成したり、断片的であ った専門知識の体系的な整備、

障害調査、障害範囲の予測、対策方法、設計等にも精通し、回を追

うごとに住民説明にも対応できるようになっ てきた 。 そして関西' 電

力 ( 株 ) のご好意により、電車生の使用許可 を得ることもで き、また

各関係機関のこ協力により作業もスムーズに いくようにな った。 そ

の他、種々の難題に対する解決方法にも熟達し、以前のように長い

問、住民に迷惑をかけることも少なくなり、住民の期待に答えられ

るようにな ったと自負している 。 そして今後とも努力を重ねていき

たいと思 って いる次第である 。

V H F のビル陰障害の対策から出発した大阪府の受信障害対策工

事も、現在では、 U H F およ び反射障害にまで及んできた 。 そして

対策工事も非常に広範囲にわたり、より一層慎重に、そして迅速に

行わなければならず、責任の重大さを痛感している次第である 。

この 7 年間で大阪府が実施した対策工事は 78件10 ，807戸に達した 。

これまでの経過を 表 1 に、実績を 図 1 にまとめてみた 。

表 1 大阪府の受信障害対策の経過

大 阪 府 の 経 過 参 考

l  大阪府営高層住宅にて V H F 障害対策 47年

46 工事を実施。 郵政省がl樟告家庭救済のた

年 2  協定舎ができる ( 維持管理は住民 )。 めの技術検討、法改正の検

3  住民説明用ノ ぞンフ レ y トできる 。 討を発表。

l  関西電力位の使用 が許可される 。 48年

47 2  障害対策工事用仕様舎ができる。 有線テレビジ ョン 放送法施

年 3  泉北ニ ュー タウン方式の確立 。
イT。

4  旧処理Il 要 領 できる 。 テレビジョン肱送鮒税聴対

l  U H F ビ/ レ陰対策の実施。

策調査会発足。

49 2  協定舎の改訂 ( 共用部分の維持包・丑II は

50: 年

年 大 阪 府)。

テレビジョン肱送費監視聴対

3  処理要領の改訂。

策調ィ整会的答申 でる。

4  泉北方式の再検討。

郵政省立法情ili 検討。

51年

l  電々公社柱の使用が許可される 。
自¥i 政省よリ受信障害解消に

52 

年

2  泉北方式が改訂される 。
ついての指持要領でる 。

(2，000戸

一一一ーマーーー

対 策 戸 数
2，000戸1，000 

E コ 対 策 戸 数

- 障害件数
M

叩

年

度

灯

48 

49 

50 

51 

52 

10団地

障害発生 件 数

( その他的建築物) ( 府 営 住 宅 )

図 1 大阪府の受信障害対策工事実施件数



者を決めたうえで、建築工事に着手する。

建築物が建ち 上 がるに 従 って、建物 に近い

所から徐々に受信障害が現れてくるが、こ の

時点でテレビの受信状態の中問調査を行い 、

事前 に行った調査との 比較を行い、よ り精度

の高い具体的な資料 を作 成のうえ 、結果をそ

の都度 、住民に報告し、工事施工に 必要 な 私

有地 および建物の使用 等について了解 と協力

を、お願いしている。

これと平行 し、工事に関係する各機 関へ 、

Z  工事の 必要 性 、工事の方法、時期等の説明を

富 行い、工事についての協力もお願いする e な

と

宮 お中間調査は建築の規模により、数回行う。

2  建物の最上階が建ち 上がった時点で 、早 急

与 に調査を行い、最終的な障害範囲、対策方法 、

工事方法を決定し、住民の了解を 得 て協定書の締 結を行い 、対策 工

事に着手する 。

事前調査での障害範囲 の予 測は、通常、 建 築 物の高さの 3 - 5 倍

程度で設定しているが、事後調査では 、 それよ りも相 当広範 囲 に及

ぶことが多〈、また事前調査て酬は予測されなかった反射波による障

害が発生している場合があるので 、必ず 中問調査を行い、早〈障害

の変化と傾向を把握しておく。これを誤ると、当初の予測に入って

いなか った住民からの苦情が続出 し、また関係機 関への申請も遅れ 、

工事ヵ、遅くなり、住民に大変な迷惑をかけることになる 。 また 中間

調査で気を付けたいことは、足場があるときとないとさとでは障害

範囲や反射等に非常に大きな差ができるので 、 とくにこの点は気を

付 けたいと思う 。 なお作業手)11員と障害の現れ方を 図 3 にまとめてみた。

障害対策工事 の範 囲の決定は 、事前と 中間、 事 後の調査の 資 料 を

比較 、 検討して行うが、 その 目安と しては、画像評価値 ( 表 2 ) カ、

おおむね3 以下 に下 がっ たか、も し くは電 界強度が相 当大 きく 落 ち

込んでいる 地域を障害地 域 と認定している。

改善方法には、現在アンテナ対策と共同受信による方法の二通り
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療
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鉄

道

テレ ビ障害の見分け方図 2

テ レ ビ 受 信 障 害 の 原 因

3  

4  

評 価 内
勾t ヤT  

5  きわめて優秀

4  雑音または混信が少なく、良好な受信ができる 。

3  多少の雑音または混信はあるが、実用になる 。

受信できないことはないが、雑音または混信がはなはだしく 、実

2  

用にならない。

雑音または混信により受信不能か、はなはだしく慈〈、まったく

l  

実用にならない。

受信品位の評価 (泣監通達 5 ー7 )  表 2

注) 必要に応じ( + ) または( ー) を付する。

受信障害

のま見れ方

曹長

鉄骨組 立、コ ンクリー ト打

足場
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テレビ受信障害対策工事の一般

的手l慣と障害の現れ方

図 3被 喧画 ｾ i.": ｾ 長日

民

受信障害の半IJ 定は、大阪府の調査結果と、第三者としての 日本放

送協会の協力を得て出された資料 を大阪府テレビジョン受信障害処

理要領に照合して行い、受信障害と判定された 地域につ

いて障害改善のための工事を笑施している。

大阪府が建物を建設しようとする場合は、計画の段階

で建設予定地のH付近住民に建設に必要な事前説明を数度

に渡り行っている。住民説明に先立ち 、建設予定地の周

辺および 附近住民宅の屯界強度 iWJ 定や受像図 面の写真槻

映等、現状のテレビ受信状態の調査 を行い 、あわせて受

信障害の予測! と障害範囲や障害の程度の推定および対策

方法の検討を行い、資料を作成し、住民説明に望んでい

る。そして予め建築工事に対する了解を取り付け、テレ

ビ受信障害に対する理解と協力を求め、また今後起こる

であろう種々の問題についての協議の窓 口 としての代表

対 策 工事 の 実 施 ま で

建 築 工 程

作業手順

L 、、、 え

一一一 一一一 一 一一一一一ー一一一寸

V  

テア

レン

ビテ

等 ナ

の

不

良

テレビ受信障害と一口にいっても、その原因、現れ方はさまざま

で、一時的もしくは不規則に現れるものとして、

1  他のテレビによるもの

2  アマチュア無線によるもの

高周波ミシン、超短波治療器によるもの

ネオンサインによるもの

5 - U 気器具によるもの

6. 自動J i L によるもの

等と、また恒久的に現れるものとして、

1  . 建築物、工作物によるもの

2 . 送屯線によるもの

等があり、われわれが受信障害として取リ扱っているのは 後者に

なる 。 しかし住民からの苦情の 中には 、家庭の受信アンテナの調整

不良や給定紋の接触下良 ・断線そして受像機の故障、調整不 良等も

ｾｬ￬Ｎ ｩ 皮障害とＡ感述いされる場合が多〈、現地調査を行い、建築物が原

因で発生した現象か否かを見分けなければならない。とくに障害地

域の境界線上にある場合は 、調査の方法や説明にあたっては住民か

ら信頼を得られるように熱意と誠意をもって接するよう 心がけてい

る。 そして適確で公平な 判 断 をするために 資 料 ( 図 2 ) を 作 成 した

り、新しい技術や園 、業 界お よび世 論の動きに注意を払い 、 またこ

れらを 積極的 に取り入れるように 努めている。

住



があり、アンテナ対策により改善する地域は、おおむね現在受信し

ているアンテナの高さと同程度のものを自己の敷地内で処理可能な

場合とし、それ以外の地域は共同受信方式により改善している 。

工 事 の 方 法

住民との話し合いがまとまり 協定書の締結を終えて、工事に着

手する 。

施設の良 し悪しは受信点により決定されるので、工事施工前には

再度受信点の調査を行い、良好に安定したテレビ電波が受信できる

場所を選ぶ。今までの例て壮大阪府の建物の屋上になる場合が多〈、

他の公共用地、私有地に受信点を設けたのは数件にすぎない。 これ

らの例から大阪府の設計する建築物には、障害の有無に関係なく、

設計のときに受信障害用配管を行い、予期せぬ場合その他に備 えて

いる 。

つぎに各戸に電波を供給するための供給ルートの決定をする 。供

給ルートは関係機関との打ち合わせをもとに行い、公共用地、共同

使用地、関西電力柱、電々公社柱を最大限に 利用させていただき決

定している 。 これらが利用できない場合は私有地、自営柱により対

処しており、また私有地 を使用する場合は、必ず借地契約を結んで

いる 。そして関西電力柱等にケーブルを共架する場合は、 他のケー

ブル類と区別 し維持、管理、緊急時の連絡が容易に行えるよう、取

り付けバンドの色別表示やケーブル端に名称板を取り付けている 。

各機器への電源供給も大阪府建築物や関西電力位より直に供給し、

住民に迷惑がかからないよう配慮、している 。 各戸への引き込み線、

保安器等の取り付け工事や受像機の調整で各戸へ立ち入 って工事を

行う場合は、必ず前も って 各戸の作業日 ・時を通知し、通知した日

には必ず工事を施工するよう、また工事施工者の名簿を提出したり、

作業を行う者には身分を示す腕章、社名入りの作業服の着用等を義

務付け 、間違いが起こらないよう指導を行 っている 。そして造作材

に機器を取り付けたり、ケーブル引き込み用貫通孔をあける場合に

は立ち会いを求め、後日トラブルの起こらないように十分な配慮、を

行って施工するよう徹底させている 。

なお工事費は大阪府が全額負担を行い、維持、管理は共用部分の

み大阪府で行い、保安器二次側以降のプライベート部分を各戸に、

お願いしている 。

工事に必要な手続きを表 3 にまとめたので参考にされたい。

表 3 施 設 の 設置 および工事 に必要な手続 き

t是 出 書 類 提 出 先 関 係 法

施設設置の届出、申諮 有線テレビジョン放送法

施設設置の届出 郵 政 大 臣 有線電気通信法

業務の開始届 有 テ レ 法 ・有 通 法

道路占用許可申請 道 路 管 理 者 道路法

道路使用許可申請 警 察 署 道路交通法

支特物共架申請書

関 西 電 力 ( 株 )

通 信 局 長

再送信同意申込 放 送 局 有線テレビジョン放送法

注) 受信戸数により手続きが宕干違う。

複 合 障 害 対 策 に つ い て

テレビ受信障害といっても原因者が単独の場合と複数の場合があ

り、複数の建築物が競合して起きる障筈を複合障害という 。

複合障害の場合は原因者の判定に時間がかかり、また施主のテレ

ビ受信障害に対する考え方、取り組み方、作業手)1頂、発注方法、そ

の他が違うため、施主間の話し合いがなかなかまとまらず、また工
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事費の負担にしても、負担割合を決定するまで、独自の方法を提案

され、これらを取りまとめるのが非常に大変な作業となる 。

ここで複合障害の例として、すでに確立されている泉北ニュータ

ウン方式をとりあげてみたい。この方式は、泉北ニュータウン開発

地域内 ・地域外の民家に発生した受信隊害に対し、開発者の大阪府

企業局と建設側の日本住宅公団、大阪府住宅供給公社、大阪府建築

部が開発地域内で建設した建築物の敷地面積を基礎として、按分し

た比率でもって階害地域の工事負担を行い、調査、設計、発注、工

事施工を企業局で行う方式である 。 これにより、建設側は受信障害

が発生すれば、その都度、決まった率で工事負担金を支払えばよく、

作業も非常に簡素化され楽になっている 。

市街地ではこのような障害も多〈、対策に苦慮されていると恩わ

れるので、園、自治体等が中に入り、 何 らかの形で調整を取ること

ができれば、対策もスムーズにいくものと恩われる。

受 信 障 害 を 軽 減 す る た め の 工 夫

建設側としては、障害対策工事を行うのはもちろんであるが、受

信障害を軽減する工夫をし、トータル建設費を安くすることも必要

かと思われる 。

受信障害の規模、程度は、建築物の高さ、長さ、厚み、構造、電

波到来方向に対する配置を考えることにより大きく変化するので、

建設計画の段階でこれらを考慮すれば、同じ建築規模でも障害範囲

に相当差がでてくる 。 たとえば建物配置により、 図 4 のように障害

範囲に大きな差が生じることがわかる 。 また反射についても 図 5 の

ようにすればよく、配置により考l昔、できない場合は図 6 のような構

造にして反射波を上空に放射させたり、電波を吸収する物質を使用

して反射波を少なくする方法等がある 。 また工事中の注意としてク

レーンの移動、足場による隊害も考慮、したいものである 。

ぶ |
会POを寸

電波到来方向

4ζ 一一一ー一一

図 4 建 物配置 による 障 害 範囲の違 い

配置による影響

図 5 建 物の 配置 による

反射の違 い
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市街地での建設工事とテレビ受信障害とは不可避であり、これを

いかに早〈解決するかが建設者の責務であろう 。 しかし建設側で行

っている対策方法は抜本的な解決にはならず、送信局側に ついても

何らかの措置を望みたいも のである。たと えば送信ア ンテナを高く

したり、二方向から送信すれば、原因者で対策を講じるより大きな

効果があるように思える 。

そして、ゴーストなしテレビの早期実用化、高性能アンテナの開

発、笑験用放送衛星の成功等、新しい技術開発への期待と相まって、

複雑多岐に渡っている問題の解決手段として園、自治体の指導、調

整、各種手続きの簡素化等、関係機関の協力を得られるよう努力し

ていきたいと，思 っている 。

( . . ; 、しはら あきら 大阪府建築部営絡室参事)



電 波 障 害 の 実 情 と 対 策

住宅団地の受信障害に対

する取り組み方

一一 大阪府住宅供給公社における

川 島 保 治

はじめに

昨今、テレビジョン放送は日常生活に必要不可欠なものであり、

同時に情報、文化、娯楽などにはたす役割も大変大きく、安定した

テレビ函像の確保が望まれるわけである。

都市の近代化、発展に伴い、土地利用面からも建造物の高層化が

進み、また都市周辺地域においても種々の開発が進行する中で、と

くに住環境窓識が高まり、受信障害によるテレビ難視は社会的問題

となっているのが実情である 。

したがって現在、高層住宅建設に際しては、建物周辺に電波受信

障害の発生は避けられないとの観点に立ち建設計画の立案をするこ

とが、通常の業務となっている 。 さらに受信障害の範囲をできるだ

け少なくするためにプラン上また設計の実施に当たっては、周辺地

域の電波到来方 IIIJ や立地条件などの掌握により、建物の配置設計や

構造 ・壁面材料などの配14t による障害範囲の軽減を計る努力がなさ

れている 。 山間僻地と異なり、都市地域での受信障害は今まで比較

的良好な受信状態であ った 既得権が侵害されるということであり、

早期の解決が要求される 。

受信障害解消を計るためには事前に諸状況をつかみ、対策作業が

同滑に進むよう十分な準備が必要であり 、影響範囲の地元住民との

話し合いによ って 技術的改善方法などについて意見調室長や検討をし

て改善対策方針の決定を行い、苦情が出ないようできるだけ早〈受

信障害改善工事に着手できるよう作業を進めている。

高層住宅建設に伴う受信障害も種々のケースがあり、建物建設に

直接起因する場合あるいは他の建造物との複合的原因で障害が発生

する場合などの要因があるが、いずれの障害についても改善対策に

当たっては、下記基本方針に基づく手 )1頃て“ 処理作業に取り組み、早

期解決への努力を行っているのが現状である 。

改 善 対 策 の 基 本 方 針 に 基 づ く 手)1慎

1  ) 建設計画に当たっては、まずその地域のテレビ電波の状況をあ

らかじめ知るため、有効な電波の到来方向や電波強度などの掌握を

行うとともに、建設予定地周辺の地形また大きな建造物 ( 高層建物、

送電線、鉄道 ) のある 場合は図面上に表記するなど、必要な資料を

まとめる 。

2  ) 建物の配置設計に当たって、在来は電波障害軽減のための考慮

まではされていなかったが、近年 、配置あるいは構造などの配慮に

よって、周辺に対する受信障害の影響範囲をできるだけ少なくする

ための努力がなされる傾向にあり 、配置設計時点で検討が行われて

し、る。

3  ) 建物の配置が決定した段階で、建設地附近の地図に電波到来方

向に対し建物の投影図を描いて受信障害の予想範囲を推定するとと

もに、地形あるいは周辺の建造物との複合障害等がある場合は図面

上に附加を行い、予想範聞の概略図の作成を行う 。

4  ) 建設工事発注に伴い、影響予想地域においてテレビ受信状況 の

事前調査を行い、現状の受信状態の記録と受信障害予想範囲の掌握

および現地に即した技術的改善方策の検討を行う 。原則として N H

K に調査を依頼するが、受信障害が判然としている場合などにおい

ては専門業者に調査を委託することもある。

調査の内容は、影響予想範囲現地で代表地点を選定し、電波の到

来方向の確認、入射角度や電波の強さの測定、およびテレビの写り

具合の写真撮影など行い、これらをまとめて資料として残すととも

に、受信障害予想範囲の掌握をして対策に必要な参考図面の作成を

イ丁フ 。

5  ) 事前調査結果資料に基づき、受信障害予想、範囲に対する技術的

解消方策について具体的に検討を行い、被害予想、の程度に応じて対

策方針を立案して、共聴方式によるかアンテナ方式によるかを選択

して、改善対策の基本的計画案の決定を行う。なお共聴方式採用に

当た っては 、とくにアンテナ基地の設置場所選定の検討を必要とし、

技術的および地元での用地保有が可能かなど、事前に確認を要する

問題があり、建設中の建物屋上に設けるか被害地域内に設けるかの

判断を行う 。同時に共聴用有線ケーフゃル配線ルートおよび支持物の

確保ができるか留意を要する 。

おのおのの条件を総合して設計作業に入り、基本設計図の作成を

行い、平行して工事に要する費用の概算を算出して予算の計上を行

7 。

6  ) 受信障害予想範聞の地域住民代表者と受信障害改善対策につい

て協議を行う。建設に起因して発生する受信障害の概要と対策につ

いて、責務を明確にして認識と理解を得て、前記 1 ) - 5  ) の調査

結果に基づいて受信障害の予想状況および建設工事の進行に伴う障

害発生状況また技術的改善処理方針の資料説明を行う。同時に下記

事柄について双方で検討を行い、同意事項は書面にまとめるととも

に、協定書案文の参考とする 。

(イ) 改善対策範囲の決定は、 地元の建物配置などにより図面上 での

線引きで住民の了解が得られず変更の生じる場合があり、協議段階

で修正を加え、対策範囲 (世帯数) の決定を行う 。

(ロ) 改善対策方針の決定に際しては 、事前調査などを基に作成した

技術的解消方策案による基本設計図を提示して、 地域また個人的に

に問題点の有無の検討を行い、とくにアンテナ基地の設置場所や幹

線ケープールの配線ルートあるいは支線引き込み時の支持金物などの

取り付けについても、詳細図によりおのおの地元の了解を得て最終

的に対策方針の決定を行う 。

け 改善対策工事に当たっての工事費用並びに施設の維持管理方法

および維持に必要な経費などの負担区分についての協議を行うが、

建築主と地元住民の当事者間での話し合いによる私法的解決に委ね

られているため、協議の場では原因者、被害者的立場や意識があり、

利害がからむ費用負担交渉は常に難航するのが実情である。 通常、

対策工事費はすべて建築主側の負担で行われるが、施設の維持管理

費用については、共聴対策の場合、電気料金、電柱共架料金、道路

建 築 と 社 会/ 1978年 5 月号 33 



テレビ受信障害改善対策に関する手11慎

占用料金などの固定経費のほか修普賢などの施設維持費用が必要で

あるため、施設の状況に応じて当事者聞の協議段階で種々の取りき

めにより費用分担を定め、合意により決定を行っている 。

7  ) 受信障害改善対策処理方針の決定に伴い、地元との協議での諸

条件を組み入れた実施設計図書の作成を行い、とくに工事中にトラ

ブ/ レのないよう、施工上等の注意事項を特記する 。改善工事が共聴

設備となる場合は官公庁などへの届け出や申務が必要であるため、

事前にこれらの関係書類を整えておく 。 同時に改善工事に必要な費

用の算出を行い 、予算警の作成をして発注準備を行う 。 また地元住

民代表者と協議でまとめた同意事項を基に協定: { L t : を作成して締結す

る。 ( なお協定書の内容は施設の維持管理および費用の負担区分な

どであるが、項目に固などの施策および基準等が決定された場合は、

それに準じて変更する旨の条文を加える )

8  ) 受信障害対策工事の実施は、専門施工業者に発注を行うが、工

事施工に際しての留意点や地元協議での要望事項などを書面にまと

め発注条件をつける。とくに地元住民の財産に損傷をあたえないよ

う指導を行い、徹底を計っている 。 また改善工事の方法によ っては

許可や承諾を必要とする事柄がある 。 たとえば屯波監理局 、放送局

34 

への届け出や、電柱を利用の場合は電力会社、電々公社への共架申

請、あるいは道路使用に当たっては市町村長への許可申請などの手

続きを行い、おのおの工事に必要な許可承諾を得て改善工事に若手

している 。

高層住宅の場合、建設期間が長くなり受信障害も段階的に発生す

るため、地元住民から苦情の出ないよう、建物工事の進行に応じ改

善工事を笑施する 。

9  ) 改善対策工事完成に伴い、設計図書などに基づいて受信施設の

完成確認検査を行い、各端末における電波強度の測定値などを記録

するとともに、テレビの写り具合も受像機ごとに確認を行う 。つい

で地元代表者の立ち会いを受け、工事施設の確認と、とくに地元倶IJ

の財産なと1 こ対する工事上での損傷箇所がないか点検をして、改善

対策工事の完了とする 。

行 政 的 措 置 を 望 む

以上の手順によ って通常受信障害の対策処理に取り組んでいる 。

しかし受信障害も、今まで比較的良好な受信状態であ った地域にお

いて、建築物の建設が原因で難視になり、文化的生活が侵害される

一般的な障害のほか、地形による難視地域や放送開始以前の建造物

による障害の場合あるいは建築物の先発後発の問題など、因果関係

にも複雑な要素のあることも事笑であり、受信障害の対処に当た っ

ては原因者、被害者、波送卒業者間による調整が必要な事態も生 じ

ている 。

先にも述べたように、現在、受信障害解消に当た っては建築主と

障害を受ける住民との当事者間での協議に基づき解消措置を講じ解

決を計るよう固または地方公共団体では指導されており、公共団体

の指導においては、地域の環境保全の立場から建築指導要綱などに

より受信障害に関する処理方針の提示や当事者間の協議による解決

が義務付けられ、対策方針や協議内容あるいは改善対策内容などの

報告書の提出が規程されており、当事者としてはこれらの指導に基

づ き改普ー対策に取り組んでいる 。

いずれにしても、建設工事に起因する受信障害解消に当た っては、

当事者である建築主と地元住民との聞での話し合いによ って解決を

計るが、協議段階で常に問題になるのは施設の維持に関することで

あり、地元住民との協議の場では原因者と被害者という立場や力関

係が働き、私法的解決での交渉ではしばしば難航する事態が生 じる

わけである 。隊害範囲決定に際して の線引きにおいても、尺度がな

いため感覚的な判断で行い、意見の相違があ ったり、また施設の維

持費用負担区分に関する交渉が最も難航するのが実情であり、合意

解決に当たっては時間と労力が費やされるわけである 。

とくに大阪近辺においては屯波の到来方向が 3 箇所にわたり彼雑

な受信状況の地域があり、同一地域の受信障害であ っても障害内容

が異なる事態もあ って、地元住民との協議で調整の必要が生じたり

手間取ることなど、受信障害: 解消における当事者間だけでの話し合

いによる解決には限界があり、行政的措置が望まれるところである 。

今後、受信障害の増加や障害内容の複雑化傾向も考えられ、受信

障害対策業務に直接関係する担当者としては、テレビ受信障害を社

会問題としての見地から、固などが適切な施策を講じ、対策に対す

る指針を定めた基準が設定されることを期待するものである 。

当面の問題として、受信障害解消における当事者間解決に際して

公法的に責務の明確化や、改善工事における各方面の協力態勢の強

化、および公的調整機関並びに処理機関などの設澄を、強く要望す

るものである 。

( かわしま やすはる 大阪府住宅供給公社建 設部設備係長)



電 波 障 害 の 実 情 と 対 策

建設業者と電波障害

中村猛・荒川一郎

はじめに

目に見えない電波がテレビに函像、音声を送ってくる 。素人のわ

れわれにとっては全〈魔法である 。 しかし、テレビは生活の必需品

として不可欠のものとな った。情報と娯楽、教養、教育までテレビ

が活躍している 。テレビのない生活は味気ないものであるというよ

り、情報に遅れ、社会共同体からはずれてしまうことさえ考えられ

る。旅行先のホテルでさえもテレビなしではいられなくなっている 。

そのため 、品質のよい' 屯波がこないことは社会問題でさえある 。

良質の電波の享受は、当然の人権でさえあると恩われている 。 よっ

て、大きなビルが建 って電波がさえぎられ、画像が見えなくな った

り、質が悪くな ったりすると既得権の侵害になるとされる 。人聞は

文化的生活を営む権利があり、電波がこなくなったことは文化的で

なし、。 これは人権無視である 。 こんなことが言われるまでにテレビ

電波は生活に深〈首長〈入り込んでいるのが現実である 。

建 設 業 か ら 見 た 電 波 障 害

建設業から見た電波障害の問題と 言っ ても、とくに、建設業とし

ての立場があるわけではないが、まず取り扱うビルや住居の設備の

中にテレビの受像設備があるとい うことについて大いなる責任の一

半がある 。建物を建てるときに第一の問題となる給水引き込みや、

排水放流、電力、電話などと同 じく電波の利用状 況の調査は重要な

立地条件のーっとされている 。 そのため電界強度を調べ、必要なら

ば増幅を行って共同聴視ア ンテナシステムの設計をし、屋内のアン

テナケーブルの配管配線の工事をする 。 テレビが受像できないよう

る建物を作ることはこの節、許されない 。 これは建設業の技術的責

任である 。

一方、新築される建物には良質な電波が必要であると 同時に、建

てられた建物が他の建物に送られている電波をさえぎ ったり、乱し

たりして邪魔をすることは許されなし、。 そのため、これを保証せね

ばならないし、障害を与えるならば補償もしなければならない 。 し

かし、建設者は建築主であ って建設業者ではない、と知らぬ顔をき

めこむことは技術的信用にかかわることである 。不幸にして電波障

害の原因者にならざるを得ない立地条件を与えられれば¥この対策

を建築主に替わ って考え、具体策として提案し、その予算を建築主

に提示し、アドバイスに立つ必要がある 。少なくとも新築の ビルに

テレビアンテナを設け受像設備を設計する任にあたる業者となれば

なおさら σ〉ことで? ある 。

電 波 障 害 の お こ り 方

新築ビルにおける電波障害の原因者としての対策は、具体的には

どうな っているのであろうか。 まず、障害範聞の予想、の難しさがあ

げられる 。障筈の起こる方角は放送局の送信アンテナ方角の逆方向

に定ま っているものの、障害区域の幅や距離についてはおのおのの

ケースで異なってくる 。 ビル陰障害の場合、通常では建物の高さの

5  - 10倍の距離 まで影響があるとされているが、現実にぶつかって

みると 3 倍くらいで納ま っていることもあり、 10倍をはるかに越す

範囲で起こっている場合もある。ある調査によると、大阪の 同 じ高

さの高層ビルの 2 例については笑に、 1 倍以下の障害範囲で終わっ

ているものと、 13倍の範囲まて的障害が広がっているものとがあった。

これは、建物の向 きや形によっても異なり 、たとえば、ペンシル ビ

ルのような細 いビルではほとんど影響がでないが、 j界風のような 幅

の広いビルが電波のくる方向に向かつてたちはだかっているような

場合は予想外に影響が大きいようである。

また、高層ビルが近接して並ぶときはその相乗効果のようなもの

で影響が大きいとさがあり、また、建物の外装の仕上材質や凹凸に

よって微妙に異なるようである。この場合の影響は電波の反射 によ

る障害も大きくでる。建物 の近くよりもかなり遠〈 離れた場所て¥

直達する電波と反射した電波がずれて重なり強調されていわゆる、

ゴーストという悪質な画面になる 。反射淡の障害範囲はピル陰にく

らべて幅も広〈距離 も遠くなることもからんで、改善対策も非常に

難しくなる 。建物から何kmも先で障害が起こった例も 聞 くが、こう

なると、より高度な政治的問題ともな りかねない。

ビルの密集地帯では、いろいろな反射 波が飛び交い、すでにかな

り乱れているので、時には新築ビルの障害かどうかも 判定がつかず、

またさらに、乱れたという問題も起こらない場合もあるが、低層の

民家地帯となると、その影響がクローズア ップされるケースもある 。

いずれにせよ、正確な予測は大へん困難て、あるし、障害が本当に新

築されたビルによるものかどうかの判断は被害者であるという住民

の感覚による訴えだけでは不十分で‘ ある場合もある 。

対 策 と 予 算 に つ い て

対策の予算は一体何に使われるのであろうか。まず調査に費用が

必要である 。新築ビルの電波障害の範囲を調査するにあたって、平

面図の上で送信アンテナのある方角を 日向とし 、日 陰の図を 作 る。

この日陰にあたる範囲が障害が予想される範囲であるが、この 日陰

は長さにおいて有限であ って、これがビルの高さの何倍くらいまで

かということが予想の難しきとなる。また、ゴーストについてもビ

ルの仕上材料や電波に向かう角度によって、反射角 ill l J の数倍の距維

について予想しておく。( 第 1 図参照)

そして、作図された障害範囲と、ここから先は障害なしと 思 われ

る限界線を重点的に現地調査に 出る。 この場合、調査する建物 には

テレどがあるはずでであるが、性能品質がはっきりしないときがあ

るので、標準テレビを積んだ車を持ちだして、アンテナを建て受像

してみる 。 この画面を写真に織り、後日の証拠とする 。 そしてこの

限界内を障害範囲として工事予算をたてる。計画としては影響がな

いと 思われる、あるビルを選んで共聴 アンテナを建て、そこから 有

線同軸 ケープールで、障害範囲の家屋へアン テナ線を配線する。もちろ

ん、共聴、アンテナは新築する自分のビルに建てることが一番のぞま

しいことであるが、場所によってははなはだ遠距離 の場合は前者の

方策も考えねばならない。このようにして、まずペーパープランと

しての工事予算をたてて準備段階を終わる。

施 工 段 階 に つ い て

ビルの建設が進むにつれて、予想通り 附近のテレビ視聴者から画

像が悪くなったというクレームの申し入れが殺到する 。 それは案外、

予想、の範囲と違い影響範囲が狭かったり、または、とんでもない遠

方からの申し入れであ ったりする 。 ( 第 2 図参照 )

このとき、建築主としては、大至急現実の対策にでなければなら

ない。もちろん、予定の計画に従って有線テレ ビアンテナの工事を

するわけであるが、問題を円満に解決してゆくためには建築主の誠
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第 1 図 予測平面図の例 1/6 ，日日日 ( H '" 45m)  

第 2 図 実際の障害範囲の例 1/ 6 ，OOO( H 与 45m)

意ある現状の把握と折衝が一番重要である 。 ちょ っとした感情のも

つれや、対策の手遅れから多額の慰謝料にまで発展する場合もある 。

建設業者の代行折衝においても限界があり、やはり建築主の誠意あ

る態度が最も重要で、ある。

改善工事の笑;胞に当 たっては受信者側、附近住民 との聞でいろい

ろな協議や取り決めが必要である 。 まず現実の補償範囲の設定の交

渉は、町内会、自治会等の単位で行われることが多い 。そして 、共

聴アンテナ設置場所の決定、個人所有地内の電柱の設置、ケーブル

の横断、支持金物の取り 付け等逐一了解をとりつけてゆかねばなら

ない 。建物が密・集していると、すでに共糖、アンテナ対策を行ってい

た区域などもあり、これの二重対策も起こり得る 。工事に先立 って、

共聴アンテナ利用加入者による組合の結成や、共同受信施設の所有

権、維持管理等についての党書や協定なども取り交わす必要がある 。

また、建築主が共同受信施設のメンテナンスの氷久保証を約束する

ケースなどもでてきている 。いずれにせよ、障害の原因者としての

義務、障害予測の困難さ 、対策施設の保証、交渉の複雑さなど、法

的に決められていない多くの詳細な問題がからんでいるので、建設

業者としては総合的な保証請負が困難である 。

S  H  F 送信装置

S HF 送信アンテナ

対 策 専 門 業 者 に つ い て

経験によれば、調査段階においては、地元

の N H K にたのめば障害の 限界線の予測や標

準テレビによる受信画像 の撮影記録などを行

ってくれる。しかし 、あくまでも権威ある調

査記録であって 、法的、 公的には公証人の 出

場をまたねばならないであろう 。 また、実際

のアンテナ工事についても地元弱電業者や、

アンテナ専門業者に発注することが多い。最

近では、前述の調査手続きや施工計画、実際

の施工を一連して面倒を見る対策専 門業者が

現れている 。 アンテナメーカーの傍系会社が

多いと思われるが、十分利用するとよし、 。

しかし、いずれにせよ 、障害の予測と実際

は大きく異なることが多いので、なかなかは

っきりしたことは言わない。建設業者として

は、あくまでも予測であることを建築主に強

調し、笑際にでてきた障害に対してすばやく

対応する実行予算的な対策を提案理解しても

らうべきである 。

おわりに

先日 、新聞で放送衛星の記事をよんだ 。赤

道附近に静止した人工衛星から 8 チャ ンネル

のテレビ屯放が日本I"J けに送リ出され、受信

者はほほ、鉛直に近い角度てテレビ電波がうけられるようになるとい

う。 これが実用段階になると離島でも 山かげなどの難視聴地域が一

挙に解決するとのことである 。電波の入射角が大きくなるというこ

とは都市部でも ビルかげや反射波障害がなくなるということになる 。

実用化には、国際間の調主査や費用の負担問題など難しい 問題があり 、

かなり先のことと言うが、電波障害で頭のいたい人達にと っては夢

である 。

また、かなり具体化された技術として、 S H F をl:lfJ < 。 これは障

害範囲を有線同軸ケーブルでアンテナ配線をすることが大へん困灘

であ ったり、以後の保守協同カ、しにくかったりする場合、地域に中

継アンテナをたてて電波を近隣だけに発射するシステムである ( 第

3 図 ) 。 これによれば、もちろん電波であるので配線が不要である。

このシステムは法的に許可 されたと 聞 くだけで、実例の情報ヵ、ない

ので大きなことは言えないが、 費用 手続きなどは別として屯波障害

対策としては垂誕の的のような気がする 。

今後、土地の有効利用 のため、高層ビルがまだまだ建設されてゆ

くことであろうが、電波障害は大きな社会問題として取りあげられ

ることになるであろう 。建設業者としては一時もはやく巧妙な対策

技術の開発と実用化 を待ち望んでいる 。

V H F送信アンテナー・

下 ヘ S  H  F 受信アン テナ S  H  F 受信機

立型一てこ、/一 一

V HF 放送局

第 3図 S H F の概念図

Ｈ ｍｍｍｌ 肌 一一 ｬ ｩＵｾ ［ｲ ｲ ｦＧｩｾ｜
あ ら か わ い ち ろ う 向 上 j  
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電波障害について

各 界 の

意見・要望・対応

- 設 計 事 務 所 よ り

一 一 公 的 な 資 金 の 確 保 と 運 用 を 望 む 一 一

・ 建 設 業 よ り

一 一 公的 な 「ものさし J 一 一

・ 建 築 主 よ り

ー 一 一 阪 急 グ ラ ン ド ビ ル 建 設 に 伴 う テ レ ビ 受 信 障 害 の

解 消 一 一

・ 電 波 界 よ り

一 一 記 者 の 立 場 か ら み た 屯 波 障 害 問 題 一 一

・ 近 畿 電 波 障 害 防 止 協議 会 よ り

一 一 建 設 業 界 へ の 要 望 一 一

・ 行 政 庁 よ り

一 一 一 都 市 に お け る テ レ ビ ジ ョ ン 電 波 受 信 障 害 を 防 除

す る た め の 施 策 の 確 立 に つ い て

( 十 大 都 市 建 築 ・住 宅 主 管 者 会 議 の 国 家 要 望 )
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- 設計事務所より 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川 l川 111111111111111111111111111111111111

公的な資金の確保と運用を

望む

株 式 会 社 日 建 設 計 千 葉 春 海

建築における電波障害問題は通常マイクロウェープ伝搬路の高層建物に

よる障害、および本項主題の建造物による T V受信障害の二つであ るが、

前者には電波法に従い計画当初より電波監理局に問い合わせ、問題のある

場合も、関係者の協議を行うなど、ルールに 則 って仕事が進められている 。

l時には、工程上の大問題になることもあるが、公衆通信または企業制IJ で伝

搬路が年々整理統合され、位置も高 くなっているようて¥ 問題は減少しつ

つあると恩われる。これは高層時代を迎え当然のことと言えよう。

T V受信隊筈はマイクロウェープと異なり 、T V がその業務のため地表

の空間すべてを伝搬路にしていることに問題があり、建造物が空間のごく

一部を占有すると、それにより発生する苦情は発信者側でなく、建造物側

へ向けられる。

日照権と異なる のは、太陽は天然自然もので営業しているわけではない

ことであろうか。欧米では道路を使って営業しているトラックは非営業一

時的使用の 7 イカーに遠慮するそうだが、わが国では逆であるのに何か似

ているように，思える?

スポンサーと契約している放送局は、受信影像の悪いところが出来たら、

自身で対策を講じなければならないなどと言うのは、とんでもない考えだ

ろうか。

ともあれ、笑状は設計者は計画時より主に各地の N H K本音11や放送局に

m波情況を問い合わせ、当初の予測対応をやらされるが、この場合、いわ

ゆるピル陰障害に関しては、推定もしやすく、また C A T V による対策も

一応確立されているため、近隣のよしみもあり、場合により相当な費用が

必要でも、建主1目IJ にその対応を示唆することが多い。

しかし反射障害は一応の予測をしても、通常の状況で起きる比較的近い

位置の場合は対策可能としても、市街地では全般的に電波状況が悪〈、公

害的な様相を呈していたり、場合によっては非常な広域に影響が出たりす

る場合は事実上対策不可能なのが周知の事実である。

ひるがえって、建築技術的な反射の対策としては、建物の面の向きの配

慮や、壁面の曲面化、傾斜なども言われているが、ぎりぎりのところで成

り立っている建築の多くの制約条件の中て¥一般的に使える手法ではない

ところに問題があると恩われる。

フェライト電波吸収材も未知数で¥価格ーっとってみても、現在の治以

下でも通常の条件では喜んで使用される物ではないと思う 。材料、電器業

界の努力を期待するが、低価格化するほどの開発'Ei または量産規J染に見合

う需要はあるだろうか。

ガラスは主要な T V波である V HF 衛のみで考えると 15mm程度までは電

波的に透明らしい。外装のガラスの支持部およびガラス以外の部分を透明

にするには、素人考えだと非金属建築材料て¥誘電率をE : = 5 以下とする

と、厚みをガラス同様15始以下で構成すれば良いかも知れないが、これも

なかなか困難で忌ある 。何とか出来たとしても、締造体と設備その他必須の

金属類、金属家具もある 。

どの程度下がるか? データーもない。建築側の決定的な対策は現状では

存在しない。われわれは反射を少しでも減らす可能性を検討する意欲を持

つべきであろうが、これはー設計者の良心て解決するものでなく、社会的、

経済的な後ろ楯が必要でーあろう。一方、都市の高層建築は単にー資本の利

益を求める手段でのみあるわけではなく、都市文明の必然の所産であり、

何十年の寿命を持つラ ンドマークであること を考えると、われわれはある

一時の状況により変なものを作るわけにはいかない 。 r電波障害対策技術

の経済化と進歩は最早技術なし、建主の莫大な負担あるのみ』では問題は
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姿を変えるのみであろう。放送衛星、その他の新技術などのいずれにして

も対策には資金が必要であり 、離島や地形、都市難視聴を合わせ、放送文

化の問題として、公的な資金の確保 ( 放送、公告、電器業界を含め ) と 運

用が計られねばなわぬように恩われる 。

( ちぱ はるみ は日建設計大阪本社技術主査 )

- 建設業より 11111111111111111川1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

公平な「ものさし」

モリタ建設線式会社

森 田 勇

われわれ建設業者は、工事を通じて、社会資本の充実という経済的使命

を、また当該地域の環境整備、改善という社会的使命を来たすべ〈努力し

ております。ただ、このように環境良化を糠務しながらも、施工に伴う各

種障害の発生は避けられず 、近隣住民各位のご理解 ・ご協力を得ながら、

また監督諸官庁のご指導を受けながら、都度、対処 ・解決して参ったのが

実態ではあります。振動、騒音、 Jf!i: 挨などについては、多少の不便はご容

認いただきながら、技術 ・工法の改良などにて解決し、また日照障害は、

立法化された趣旨に沿い、計画の時点からの配慮. などにより、どうにか満

足のゆ く解決をして参りました 。

しかし今固めテー7 である電波障害に関しては、「スカッ」とした解決が

できないでいることを平素より残念に思っております。

電波とは得体の知れないものではなく、障害が除去されれば必ず正常に

受信できる性質のものであります。電波には特性があり、単一のビル陰程

度であれば、多少弱められても回り込んで受信を妨げない程度に軽減する

場合もあり、仮に障害が発生しても有線共聴システムにより即解決が可能

です。ただ、昨今、クローズア y プされている電波障害のほとんどは、原

因者が複数であり、おのおのの影響度を判定することが困難な、いわゆる

複合障害とい うべき 現象であります。この場合、 復数の原因者の中で決定

的な影響i を与えた建築物の責任のもとに、障害除去対策を講ずる、住民と

の目安機を解消する、という現状の方法論下では、建築主制IJ でも{ その経済

的負担の大きさから) 疑義が生 じ、納得で きないという商もあり、やがて

紛争に発展するというのが最近のパターンであります。

時代の趨勢からして、土地の高度利用、職住近接、市街地再開発などは

- 1' t してわがま匙界の追求し続けている命題であり、したがって 、一面では

建築物の高層化は不可避であり、かつまた従前からの生活の場の一部地域

に忽然と高層あるいは巨大建築物が出現することになり、電波障害はより

以上に多発、複雑化する傾向にあります。

一旦紛争が生 じると 工事の遅滞をきたし、また受信者側からすれば、紛

争の解決まで快適な生活が阻害されることから、相互の利益を守るために

も、かつ建築主の理解をより深めるためにも、早急に公平な「ものさし j

を作ること、すなわち、立法化をはかることが強〈望まれます。電波障害

に関して、未だ立法化されてはいないものの、府下近隣数市を除き、条例

もしくは開発指湾要綱で何らかの規制を設けているのも事実でありますの

で、これらをさらに改善し、積極的に運用し、紛争の生じた場合でも、各

自治体の適切な. f . l J断、調停をお願いしたいところであります。

現在では 、情報媒体として不可欠の電波はすべての人が公平に享受すべ

きものであることから 、電波際筈は絶対回避すぺ きであ り、また理論的、

技術的に回避し得るとの前提に立脚して、われわれ建設業者は、1 l i " : 波障害

除去対策工事が事前調査から設計並びに対策工事完了後の維持管理の方法

まで、すべてが建築物に付帯する一つの設備と考え、可能な限りの資料な

どを施主に提示 ・提言する必要があると痛感致しております。これによ り

38 

建築主の理解を深め、受信者たる近隣住民との摩擦をな くしたいと 願う一

方、受信者側lにおいても、従前から受信状況が悪いのにもかかわらず、「こ

の際に… … J という便乗的な考え方は持たないでいただきたい。

なお、障筈発生の際の原因者の認定 ・影響度の判断および障害除去対策

方法論等に関しては、ぜひ、各自治体の積極的なご指導をお願いするとと

もに、従来からややもすれば建築主側に厳しく住民サイドに片寄っている

との評がありますが、あくまでも公平なご指導を切望する次第であります。

( もりた いさむ モ1) 7 ' 主I ! 設以取締役社長)

- 建築主より 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

阪急グランドビル建設に伴う

テレビ受信障害の解消

阪 急 電 鉄 株 式 会 社 宮 村 孝 夫

種々雑多のピルが林立する近代都市にお いて、テレビ放送の難視聴は次

第にその度を加え範囲が拡がってきている。とくに高層建築物を建設した

場合には、その影響がはなはだ大きい。当社阪急グランドビル( 軒高最高

約 127m) 建設に際しでも、ビル陰側約 300戸、反射波側約 2000 戸、合計

2300戸について、そのテレビ受信障害解消のための対策工事を行った。そ

の経過としては、まず当ビル建設に先だち、 N H Kのこ' 協力を待て受信障

害推定地区の事前調査を行い、該当が想定される地域住民の方々に ｣ ｊ ｾ 前に

町内会組織を通 じてご協力をお願いした 。工事の進捗状態により )1民主火 事後

調査を行い、ビル建設前後の資料を比較して、一応、対策地区を内定すると

ともに対策工事の施工範囲、工事方法、内容等に つき、 地元住民の万々と

協議決定してほとんどの場合、共同受信方式による対策工. t jc を尖施したが、

一方、地元代表と「テレビ受信障害改良工事に関する党i ! . : =J を締結し、工

事完了後直ちに使用していただいた。また、対策地区が当ビルより i卓距離

(最も速いも ので約 5 km) にあるため共同受信用ア ンテナを当該地区ごと

に設ける必要上、地区近隣ピルの屋上等を借用するため、ビル所有者との

聞で「テレビ共聴ア ンテナ設置に 関する党書」 を交換するなど対策工 ｬ ｪｾ の

施工までにかなりの諸手続きを必要とした。また地工にあたっては関係官

庁への必要性類の提出をはじめ、関西氾力株式会社および屯々公社の' ; I j : 位

共架の許可をお願いしたが、関係各位のご理解と、地元町内会のご協力に

よってエギは害合スムーズに進められた。

当社としては当ピル建設のためご迷惑をおかけしている地元住民の方々

には一日も早〈障害を除去してテレビを楽しんでいただくよう、郵政省よ

り出されている「高層建築物による受信障害解消についての指滋要領」に

もとづくことはもちろん、大阪市建築局建築指導部、近畿川波! 色沼! 局 l皮送

昔日の関係各位をはじめ、 N H K 近畿本部の営業技術部各位のご指導とご意

見によりその対策をすすめてきたが、その過程でいろい ろ問題にな った主

な点を列記して定、見としたい。

(1) 恕限度と施行範囲の決定

まず実状調査を行い、その障害が当社ビルの影響と硲認されれば、直ち

に対策をすることになるが、その障害の状態は、テレビ電波の強さを db

で表すffiiJ Ii J値、 N H Kの 5 段階評価による V H F 各チャンネルの画質評価

基準のほか、ゴースト、ノイズ等の妨害種別も含めて一応の把握はできる

が、各個人の判定差と恕限度が問題になる。さらに大都市では工事lこ関係

なくすでに屯波状態も全般的に惑い場合が多〈、また古車行革E聞の境界はお

互いに理解できるものでなければならず、施行範囲の決定はなかなかむづ

かしい。

(2) 線数の建築物による受信障害

今回の対象として、この例は余りなかったが、複数の建物により発生し

た障害も、建物相互の位置による発生状況、障害種別J ( ビル陰障害と反射



波障害およびそれらの相互組み合わせ) 、建物の建設時期等の要素が複雑に

絡み合うため、抽象的には理解できても具体的に負担率を決めるにはお互

いの言い分があり、対策施工については法文化さめていない今日、その話

し合いは至僅困難である。

(3) 受信障害解消の施設に関する維持管理について

受信障害の対策工事を施工した場合、常に問題になるのがその施設の維

持管理である。郵政省の指導要領によれば施設を家屋軒先に設ill する保安

器の出力端子を境として二分し、「保安総より受像機側の屋内線部分につい

ては受信者の資任と負担で維持管理を行うことが適当である J とし、ア ン

テナ側については「受信障害の原因となるピル建築主の資任と負担による」

としているが、その期限については明記されていなし、。 もちろん、そのビ

ル建設により障害が発生し、そのビルも半永久的に存在する以上、その対

策は永久的にビル似IJ で行うべきだ との住民恨IJ の意見もあるが、日i ! 主月歩の

近代都市において周囲の環境の変化が著しいことを考慮し、また指導要領

にも「受信者は家庭用アンテナの更改裂など通常受信に必要とする経費の

支出に相当する額を負担することが適当J とされていること、およびとく

に大都市内においては前述のごとく、ビル建設前からすでに屯波事情が悪

化している笑状などより考察して、ある年月以降の維持管理については、

地元住民側に引 き継ぐのが通当であると思う。

( みやむら たかお 阪急:.[l 鉄KKill 設部次長 )

- 電波界より 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

記者の立場から見た電波障害

問題

電 波 タ イ ム ス 棚 山 昭

1正被専門紙記者としていささか| 剥心もあり、取材の機会も比較的多いの

でペンを執ることになったが、立場上、できるだけ断定的意見は避け 、取

材メモをもとに、ここでは建築関係者に係わりある二、三の問題について

触れてみたい。

近年、徳造物による屯波障害の解消を目指し、郵政省や N H K をはじめ、

地方自治体や建築関係者も含む関係各機関等が真剣にその対策と取り組み、

全体として才｜Ｚｾな成果を上げつつある 。に もかかわらず関係者問、とりわ

け郵政省 (屯波監思局 ) や N H K等と、自治体や建築関係者等との聞には、

いまだに基本的な a考え方や認識に残念ながら若干のズレがある 。そ れが具

体的な対策にも誤解や混乱を生んでいるのも事実で、関係者からしばしば

疑問や不満の声、さらに前向きな要望等を耳にする 。

泣波l続適! 局や N H K等では、 - 11乍年郵政省から示された指i!+. 要領に冨IJ っ

てつ京因者責任主義" を原則として関係方面に協力を求め、地方自治体に

対しては以前から屯波障害防止協議会を通じ、環境条例や建築指導要綱等

に屯 j皮障害問題を盛り込むよう促してきた 。 これに対し自治体や建築関係

者の fWJ は、今や「避けて通れなし 刈 問題と一様に認めながらも、建築者=

原因者という規定の任方には、者11市開発計画や国の住宅政策等のからみか

らも釈然としないものがあるようだ。また原HI Jは一応認めるとしても、現

実には複合障害、被害地域の線引き、補償期附、費用の分担問題一-一等々

「原則Ji 通り にはいかない問題が多いd という。勢い建築関係者からは「も

っと具体的な方針を ー. 'oJ 等の芦もでる 。 自治体も住民と建築関係者の聞

で苦慮し、すでに条例化、要綱化を実施している所でも 「自治体だけでは

どうにもならんoJ I屯波行政は本来国の仕事では? ・・ 。国こそ早〈抜本

策を ''' oJ と訴える。電波障害に対する地方自治体の取り組みは、一部都

市を除き総じて前向きで、たとえば近畿では、条例化都市は神戸、西宮、

枚方等 10数市、指導要綱は京都、堺、 l吹田等30数市、県では兵庫、奈良 2

県に達している 。 この限りでは屯監や N H K等のねばり強い努力の成果で

あり、さらに未制定府県市での早期制定か望まれるが、すでに自治体の行

政指導だけで解決しえないことも事実のようである。

とはいえ、 ｗ 原因者ｾ任主義。是か非か、 Ｂｾｔ 政上の責任Ｇの所在は＿、

を云々している聞にも建造物は次々と建ち、泣波障害は発生する。しかも

その最大の被害者は国民= 住民= 受信者であることを関係者は忘れてはな

るまい。あるオーナ一関係者は「そこに建造物が存在できるのは、 地域住

民の理解と協力があるからだJ といい、またある自治体関係者は「電波障

害は今や公害に等しい。ーツーツのケースをたたき台に 、国 も自治体も、

関係者すべてが力を合わせて、よりベターな方策を採るべきだJ と語って

いる 。とも に銘すべき言葉ではないだろうか。

基本問題はこれくらいに止め、より笑際的な対策の場について若干意見

を述べるなら、建築関係者はも っと共聴業界に対する理解と認識が必要で

はないか。これまたしばしば不信の声を耳にする。 確かに共聴業界の体質

が原因で不信を招くようなケースがあったのは事実だが 、建築関係者の側

にもその体質改善、向上を妨げてきた要因も存在していたように見受けら

れる 。電波障害対策は当初は施主や建築業者にとり、計画外の仕事で、今

なお余分な仕事とい った考えが一昔11に残っている 。 そうでなくても安〈上

げたいと思うのは当然、加えて建築業者→電設業者→共崎、業者 ( さらにそ

の下前) といったような }I頃では仕事が請け負わ された り、電設業者が見ょ

う見まねで片づけてきたケースさえあった。しかし笑際には共聴工事は、

それほど安上がりに、しかも 簡単なも のではない。 I工事にかかるときは、

もう 7，80% の仕事は終わ ったも同じ 'oJ と業界ではいわれるほどに、事

前調査は じめ共架、道路使用問題等複雑な業務が多く、純粋の工事以上の

負担が業者にかけられているのが実状である 。人命に直接影響ない電波だ

が、本来技術的にも高度でかつシビアなものが要求される。 いま業界も機

器材の質の向上、得; 準化、施工技術のレベルア y プ、モラルの i向上 を真剣

に図っている。施主や建築業者が発注に際し、良い業者を選択すべきはも

ちろんだが、それには「失聴業界の仕事の内容と人格を認めて欲しし 刈 と

いう業界の声にも耳を傾ける必要があるのではないか。すでに一部では電

波障害対策の重要性と、共聴業界の独自性、特殊性を認めて分離発注も行

われているが、受信者にとってはもちろん、発注する側、受注する 側 にと

ってもき わめて歓迎すべきことであろう 。

( たなやま あきら KK電波タイムス社大阪支局)

- 近畿電波障害防止協議会より 1111111111111111111111111111111111111川1111111111111111111111111111111111111

建築業界への要望

近 畿 電 波 障 害 防 止 協 議 会 事 務 局

者li 市長信障害は、通常、 T V紋送が良好に受信可能な地域において、そ

のil;: i . 皮が、高層建築物等により遮蔽または反射隊筈を受けることにより、

T V  放送の良好な受信が困難となる状態をいう 。 この障害は、通常の装置

( 一般家庭用アンテナ、受像機等) により受信可能な程度にじゅうぶんな

屯界強度が確保されている放送区域内において、高層建築物等の建設が直

按の原因として生ずるものである 。

この障害の解消は、原因者資任の建て前に基づき 、当事者間協議による

有線共同受信施設の設置等により行われることが定着化してきている 。一

方、地方自治体においては、都市環境の箆備を図り 、住民の利便を増進す

べき立場にあり、かつ、都市政策 ・行政の担当者であるので、こ の障害防

止のためにはその協力が必要であり、全国の自治体のうち、昭和 52年 3 月

末で 7 !JJl. 126市 14区が環境保全のための条例や建築指導要綱等を制定し、

建築主に 対し当事者間協議による解決を義務付けるなどの関係規定を設け

て効呆を挙げていることは喜ばしい。

社会経済の発展等は、土地の高度利用、都市総迭の高層化をもたらし、
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生活環境の改善等が図られた反面、日照妨害、風害などとともに T V放送

の受信障害も生じてきたが、こ の障害は、日照妨害など、いわ ゆる一般公

害とは異なり 、技術的に改善可能でレあるということが特徴である 。

よって、高層建築物等の建設に当たっては、つぎに述べることについて

特段のご配慮をなされるよう、要望するものである 。

1  受信状況調査の励行

郵政省の「高層建築物による受信障害解消についての指導要領J ( 51. 3. 

6  ) に示されているとおり、建築物による受信障害の改善対策を円滑に進

めるに当たり最も大事なことは、建築主は建築工事開始前にこの受信障害

の発生が予想される 地域の受信状況( 画質評価 、受信強度、画像の写真撮

影等) をあらかじめ調査し、改善の方法 ・経費などを検討しておくことが

必要であり、また、改善対策を行 うべき 範聞については、建築完成後に再

度同地域の受信状況を調査し、建築前と建築後の調査結果の比較検討を行

って障害状況、対策範囲をは援し、どの対策方法が適切であるかを検討の

上、障害を受けた住民とじゅうぶん協議し、できる限り速やかに必要な措

置を講じられたい。

また、建築 中においても 、隊害範囲が事前調査の予測と違っているかど

うかなどを常に検討するとともに、障害がある場合には 、適当な対策を講

ずることが必要でるある。

なお、これらの調査は、経験と技術的能力 を有する NH Kや電波隊筈防

止協議会が推選する業者に依頼されることが適当である。

2  建築設計による改善策

建築物による受信障害のうち、遮蔽障害については受信側の設備対策に

よらなければならないが、反射障害については建築物側にも対策の可能性

があり、今後とも関係者の技術的開発の検討が望まれている 。

(1)  建築物の電波反射面の傾斜化 図 1 および 2 のように電波の到来恨IJ の

壁面を傾斜させて建築すれば、反射波は上空へ放射されるので、反射障害

の防止に有効て柿ある。なお、壁面を傾斜させて建築することが困難な場合

は、電波を反射しやすい金網または金属板を壁面に傾斜させて付加するこ

とも有効である 。

図 1

/37J 2 
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図 2

(2)  建築物の電波反射菌の凹面化または凸函化 建築物の電波の反射面を

凹函 または凸面にすれば、電波の反射が拡散するため、反射障害を少なく

することができるので、たとえば、大阪マルピルのような方法も 一策であ

る。

(3) 建築物の配置の工夫 建築物による電波の反射波の方向を河川または

海なと' へ向けるよう、建築物の配置を工夫する。

(4) 電波の反射の少ない建築材料の利用 建築物の壁面材料として吸収す

る物質を利用すれば、電波の反射誌を少なくすることができるが、まだ経

済性、重量などの点から 、今後の研究開発が待たれるところである 。

なお、役後に建築業界における多大のご自己意とご協力に対しては、深〈

謝意を表し、今後ますますのご発展を祈念してやみません。

( 文資 ・近畿電波障害防止協議会/ 竹部委只 )

40  

- 行政斤より 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 1111111111111111  

都市におけるテレビジョン電

波受信障害を防除するための

施策の確立について

( + 大都市建築・住宅主管者会議の国家要望)

岡 橋 保 清

十大都市建築 ・住宅主管者会議 ( 政令都市十都市の建築 ・住宅主管局長

で構成) では、近年、都市におけるテレビジョン電波受信障害が大きな社

会問題化しつつあることに鑑み、この問題を各都市共通のものとして認識

し、建築指導行政の立場から、また住宅その他公共地設の建築主としての

立場から、かねてよりその対策の検討を行ってきた 。

昭和49年 9 月には、関係各省庁並びに郵政大臣の諮問機関 である「テレ

ビジョン放送難視聴対策調査会」に対し、「都市におけるテレビジョン電波

受信障害を防除するための施策の確立に関する要望j 蓄を提出した 。要望

の主 旨は、都市におけるテレビ ジョン電波受信障害については、 ｾ ｉｌ 波監理

行政を行う国および電波送信者である放送事業者においてその解消のため

の基本的責任の存することを明確にし、 かつ受信障害解消のための抜本的

施策の硲立を求めたものである。

同年 12月には、全国市長会からも問機趣旨の国家要望を行 って いる 。

一方、大阪市議会においても 、同年 11月、関係各大臣あて、同様趣旨の

意見書を提出された 。

しかしながら、その後も依然として、線本的な解消措涯が鵡ぜられぬま

ま現在に及んでおり、このままの状態で推移することは、テレビの公共性

や国民一般に来たす役割を考えるとき、とくに市民と直接的に多くのかか

わり合いをもっ地方自治体としては看過することができない。

都市におけるテレビ ジョン電波受信障害は、ま さに新しい都市問題であ

り、建築指導行政や都市再開発の担当者として、また住宅その他公共施設

の建築主として、これら 問題の解決に 日夜苦労を重ねている都市 としては、

当然発言権のあるべき 問題 と考える。

とくに、現在都市における受信障害の解消が、国 ( 郵政省) の指導によ

り、建築主のみを原因者とするいわゆる水原因者ｾ任主義砂によって行わ

れ、あたかも建築主等にその責任の大部分が存するかのように思われ、集

中的な非難を受けているのが現在の姿であるが、このような都市における

従波障害問題発生の根源は、まず国において、都市化の進展に伴う都市構

造の変化に対応した、新しい電波供給方法の確立について、必ずしも適切

な施策がとられてきていないことが、その根本的原因と考えられる。

したがって、これらの実情に照らし、電波障害問題について関係者の責

務を明確にし、かつ、新しい電波供給方法を含めた、電波障害解消のため

の抜本的施策の早期確立を望むため、十大都市建築 ・住宅主管者会議では、

本年 1 月、再度関係各省庁に対し、国家要望を行ったものである。

以下次頁に、要望書並びに別添の「意見等」についてご紹介し、大方の

ご理解を賜りたいと思う次第である。

( おかはし やすきよ 大阪市建築局技術監)
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都市におけるテレビジョン電波受信障害を

防除するための施策の確立に関する要望書

十大都市建築 ・住宅主管者会議

都市におけるテレビジョン電波の受信障害は、いまや大きな社会問題と

なりつつあります。各都市においては、広域にわたりますます複雑化する

市街地の状況のなかで、この障害問題に対処して多大の費用と労力を注い

でおりますが、解決はきわめて困難な状況下にあります。

しかるに、現在テレビジョン放送の都市難視聴. 解消策として一般化され

ようとしている方式は、大都市自治体として看過しえない線本的な矛盾と

問題を含んでおります。

したがって、都市における電波障害防除対策に関する責任の所在と内答

を明確にし、生活文化の大きな昔日分を占めるに至っているテレビジョン放

送を都m内居住者があまねく快適に視聴しうるようにするためには、放送

電波供給方法の再検討を含めた抜本的施策の確立が必要でありますが、特

に次の諸事項について適切な措世を講じられますよう強〈要望いたします。

なお、この要望書を作成するにあたり、テレビジョン放送難視聴対策に

悩む都市として、現行制度ないし慣例にてらし、検討した経緯ならびに附

言したい事項は別添のとおりでありますので、あわせてご参照下さるよう

お願いいたします。

1. 国および放送事業者の基本的責任を明確にされたい。

テレビジョン屯波受信障害の直接原因は建築物等にあるとし、その解消

に関する全責任がその建築主等にあるとされることは、制度的にも理論的

にも多くの疑問がある。

都市におけるテレビジョン電波障害解消のための基本的責任は、 rlL波1箆

耳E行政を行 う国及び'i1i i皮送信者である放送事業者にあることを明確にする

こと 。

2  . 制度的解決を早期に実現されたい。

テレビジョン放送難視聴対策調査会の報告に 「受信障害解消基金」等設

置の提案もあるが、当面の対策としてこの種の公的主体を設置するなど、

都市の笑情に即した笑効性のある具体的な制度をすみやかに擁立すること 。

3  . 受信障害問題の当事者を明確にし、その責任相応の負担割合を明示さ

れたい。

テレビジョン電波受信際筈解消対策に要する経費については、これを建

築主に過重に負担させる考えをあらため、国および放送事業者等関係当事

者の責任の程度に応じて負担させること 。

4  障害解消対策は総合的に実施されたい。

テレビジョン電波受信障答の極5 J 1 j (ビル陰、反射、複合) 、規様、障害関

連施設 ( 低・中・高層ビル、高架交通施設等) は 多様である ので、 障害解

消対策は、それらのすべ てを 対象とするとともに、その地域において一般

に受信可能なすべてのテレビジョン放送電波 ( N H  K 、民間放送) を対象

に総合的に笑施すること。

5  . 障害解消対策に対して 、固において財政援助措置を講じられたい。

テレビ ジョン電波受信障害解消の重要性に鑑み、障害解消の施策を推進

するため、国は放送事業者およびさきに掲げた受信障害解消基金等の新し

い公的主体等に対する必要な財政援助措置を講ずること 。

6  . 都市構造に適合した新しいテレビジョン電波供給方式を早期に実現さ

れたい。

国および放送事業者は、大都市の現状と将来像を十分考R昔、し、テレビジ

ョン電波の送受信と土地の利用機 との適正な調繁を図るなどその実情に見

合ったテレビジョン電波供給方式について、すみやかに検討を行い、その

実現を図ること 。

〈別添〉

テレビジョン電波受信障害解消策についての

検討経過並びに意見等 (抄)

十大都市建築・住宅主管者会議

1. 受信障害解消対策に関する経過と問題点( 問題の背景)

都市における建築物の高層化、高架交通施設の繁備等、都市構造の変化

に伴い、それら施設周辺におけるテレビジョン電波受信障害が市民生活に

影響を及ぼすものとして一般に認識され、その障害範囲はますます広域化

しているが、その因果関係は極めて複雑で、現行のテレビジョン放送電波

の送信方式では不可避な現象である。ビル陰による障害はもとより、大規

模なまた複雑な反射障害、特に w因を特定できない複合障害など、その発

生態様は多様化しており、 中層 ・低層の建築物によってもかなりの障害が

発生しているのが笑情である。このような都市における受信障害が一般化

するに至った線本原因は、現在のテレビジョン電波の送信方式が放送開始

時のままで、その後の都市構造の変化に対応した送信方式の転換が行われ

ていないためであるにもかかわらず、建築主等が障害発生の原因者として

集中的に非難を受けているのが現状である 。

また、人為的に送信される放送電波を自然現象である日照などと同様に

観念し、あるいは受信際害をあたかも公害問題と同律に扱おうとする動き

があるなど、' L I L i . 皮監理を一元的に所管する国あるいはその電波を利用する

放送事業者の資務が不問に付されている観がある。

このような状況のもとで、各都市においては、公共住宅その他の公共施

設を建設する場合、これら施設周辺の受信障害解消のため 、やむなく共同

視耳車施設の建設及び管理に多大の費用と労力を注いでいるが、都市の再開

発ないしは者11市機能の地巡のため都市施設の高層化は今日において必然で

あり、地方公共団体は、都市行政なかんずく建築行政の推進主体としてm

彼行政上の機能を有しないまま受信障害関係者聞の調停あっせんなど、そ

の対応に苦労を重ねている。

テレビ ジョン 電波受信隊警に関して、これまでのような個別的な対応で

は十分な解決を得ることができないだけでなく、既存の共同視聴施設の維

持管理や耐用寿命後の再建設の問題など、今後重大な社会問題を惹起する

ことは必至である 。国に よって電波の占用を認められた放送事業者は、自

ら送信する放送電波が、都市においてかような笑状にあることを的確に認

識し、その監理にあたる国とともに、放送電波のあり方と供給方式につい

て抜本的な改善措置をとる必要があると考えられる。

2  . 大都市におけるテレビジョン電波事情

京阪神地区においては、 V H  F i . 庄の送信地点が都市部から迄かに離れた

生駒山上にあり、都市部受信地点からこれを臨む仰角 ii 最高 4 度、遠隔地

では 1 度弱であ って 、各市域への電波はほとんど水平に送信されている 。

したがって、高層建築物はもとより、 中層または低層 の建造物でも受信障

害がかなりの範囲に発生する。都市に対する電波の送信方法に線本的な 問

題があるといわざるを得ない 。

さらに同地区においては、 V H F とU H F の各波はそれぞれ送信地点が

全く5 J 1j の場所にあるため、特に大阪市域内の建物では V H F 電波のピル陰

と反射、 U H F 電波 ( 34 ・36の各チャネル) の各ビル陰の 4 方向に受信障

害が発生する場合が多〈、障害の態様を 一層複雑なものにしている。

3  . 対策検討の経過

十大都市建築・住宅主管者会議は、昭和49年 9 月、また、全国市長会は

同年12月に、国に対して「都市におけるテレビジョン電波受信障害を防除

するための施策の確立に関する要望」を行ってきた。

固においても、昭和48年 6 月郵政省に「テレビジョン放送難視聴対策調

査会」を設置し、昭和50年 8 月向調査会が提出した報告舎の中には、受信
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障害関係者( 国 ・放送事業者 ・建築主 ・地方公共団体 ・住民= 受信者) の

全貝がその資務と受益に応じて費用を負担し、公法的 ・制度的解消を図る

ことが必要であると記されており、これに基づき郵政省において制度化を

検討 中ときいている。

しかしながら、この報告書においても、建築主の責務と負担が過大に評

価されていると思われるが、さらに、制度化に至るまでの暫定指針として、

昭和51年 3 月電波監理局長通達として公布された「高層建築物による受信

障害解消についての指導要領j においては、暫定措置とはいえ、多くの重

大な問題が含まれている。すなわち、

(1) 受信障害解消に関して基本的に責任があると考えられる国およひ放送

事業者の責務が明石在にされていない 。

(2) 建築物の建設が受信障害の唯一の原因であるとし、受信障害は、建築

主と住民との問の当事者問題であるとしている。

(3) 受信障害解消にあたっては、現在、制度的解決策がないため、大部分

の事例が建築主の負担で処理されている現状であるが、このような止むを

得ずとられている措置を伯例的に笑絞として定着化させようとしている 。

この指導要領の内容をみる限り、現在検討中の内容に対しても、危↑ 具を

いだかざるを得ない。

4  . 対策上の問題点

(1) 国 ・放送事業者などの基本的責任の明確化に つ い て ( 要望書 1 ， 3 )  

① 国は泣波に関するすべての業務を包括的に監理し、行政の範囲を明石産

にするとともに、自らも受信障害にかかる必要な情誼をとり、適切な指導

民替の役割を来たす必要がある 。

② 放 送 卒 業 者 ( N H  K 並びに民間放送) は 、と くに許可され、電波を占

用する権利を行使する反面、それぞれの圏域では良好な屯波をムラなく送

致する義務を負うべきであり、公共の福祉のため、国民の生活する場所の

すべてを対象に放送方法を改善し、その義務を果たすべきである 。

また、テレビジョン放送は、国民に浸透した生活文化のひとつとして確

立され、かつ NH Kのみな らず、すべての民間放送 を含めて一体であり、

いずれが欠けてもならないという事実上の認識があることに鑑み、民間放

送にも NH K と同様の義務を需I l すべきである 。

③ 受信者は 、現行の無線送信方式による限 り、障答除去には限界がある

ことを認識するとともに、障害のない受信を可能とするためには、相応の

義務を負うべきである 。

@  建築主は財産権の正当な行使による建築物を建設する限り、受信障害

解消のための負担は妥当な財産権の制約の範囲内で負うのは止むを得ない

場合もあるが、調査会の報告においては固と放送事業者のn務と負担につ

いての評価は軽〈、大部分を建築主に諜する内容とな って おり、 「指導要

領」にいた って は、暫定措置とはいえ、さらにその傾向が強〈打ち出され

ている。

都市における建築物の建設は、一義的には受信障害発生の直接の原因と

されているが、現行法制l上は適法な行為であり、また屯放の供給方法が現

行の者11市構造に適合していない点、さらに国が電波監理行政を一元的に遂

行している点などを考慮し、建築主に一部費用を負担させるとしても、建

築主の納得できる適正な費用負担の釧合( 区分 ) を確定する必婆がある 。

(2) ｾ受信障害解消に 関 する 制度的解決の早期笑現に ついてＨ要望合 Ｒ )  

調査会報告容に述べられているように、受信障害関係者から、それぞれ

資務と受益に応じた負担を求め、これを基金として受信障害解消の責任を

負う公的機関等を設置することは好ましいが、受信障害に関しては、その

因果関係 ・範囲・処理方法等に ついて紛争 ・対立が絶えないので、これら

を認定し、調停し、方針を決定するための第三者機闘を設立5することが先

決であり、建築主や放送4工業者は当事者であって、公正な第三者ではなく、

その役割j を分担することは通切ではない。

(3) 土地利用に関する権利とテレビジョン屯波送受信者の利益との適正な

調整について ( 要望l l H )

電波の伝搬は、その伝搬路にかかる土地の利用機を侵害しており、土地

の正当な利用により生じた電波障害は、送信者自らその解消のための措置

を講ずるのが本来の姿であると考えられる。

建築物による受信障害発生の場合、その建築物はビル陰地域に対しては

加害者となり、同時にその土地の上にテレビ電波が送信されていることに

よる被害者となっている。一方発信点が異なる逆方向からのテレビジョン

屯波に関しては、加害者と被害者の立場が逆転する場合がある 。

このように電波障害が生じた場合、その直接の原因者は同時に電波があ

ることによる被害者であるという両面性を有する。そして、互いに両面を

有するこ者だけが当事者として対策を講じている現状にはあたかも被害者

同志の争い解決に似た観があり、疑問である 。

この問題解決には、民法 ｾ 1  Ｈ 権利濫用の禁止等 Ｉ 、民法 ｾ 207( 土地所有

権の範囲 Ｉ および屯波法 ｾＱ ＰＲ の Ｒ - ｾ＠ 102の10 (重要無線通信に関する規

定) の趣旨からも、当然、放送事業者が第三者としてではなく、当事者と

して参加するのが妥当と考えられる。

(4) テレビジョン放送難視聴解消の対象について( 要望啓 4 )  

放送法 ｾ 7 に相当する規定がないため、民間放送においては、放送電波

は「送り放し」でよく、視聴者に対し良好な電波が到達するか否かについ

てはnを負わないという意識が極めて強い。都市雑税聴に関しては NH K

も同様である。しかし、テレビジョン放送が、究極において、一般視聴者

の負担によって運営されている ことに照らせば、視聴者に対して無答uと

いう論理は如何にも解し難いところである 。者I1市総視聴、地形的 ( 辺地)

鰍視聴いずれの場合においても、当該地域を閤域 とするテレビジョン 屯波

は、すべて受信されるべきことを規定すべきである 。

(5) 受信障害に対する総合的な解消措置について ( 要望住 4 )  

電波の伝搬路に存在する あらゆる 構造物一高層に限 らず、中 ・低層 の建

築物、タワー、絡梁、高架交通施設ーは、すべて受信障害の原因となり得

る。 またビル陰・反射 ・複合など障害の !!ffi 様 ・規模はさまざまである 。受

信障害の解消とは、これらすべてについて総合的に包括して措世されるべ

きで、都市における受信障害・は局所的 ・個別的な対応は不可能である 。

(6) 受信障害・に隙lする適切な P Rについて

国およぴ欣送事業者は、テレビジョン屯波受信障害にかかる当事者であ

るという認識のもとに、受信者に対して正しい P R を行うべきである 。

(7) 大都市における新しい危波供給方式の早期j笑施について( 要望岱 6 )  

者11市部におけるテレビジョン l lI i&の供給方法が、都市構造に適令しない

笑怖にあることに鑑み、従来の無線方式万能の姿勢を改め、有線方式の併

用など都市事情に適応した方式に早急に転換すべきである 。

(8) 受信障害解消に附する財政援助について( 婆望性 5 )  

テレビジョン放送は、単に国民の娯楽の対象として意味があるだけでな

く、教育 ・政治参加の手段として重要な地位を占めている 。都市において

は、その受信障害が普遍化しつつある今日、これを放世してはならない。

国はテレビジョン政送のlli 要性を認め、都市における受信障害の解消捕

世を講ずるほか、受信障害を除去し、防止するための補完措誼として、放

送事業者および受信障害解消のための事業を行う者に対して、必要な財政

援助措粧を講ずるべきである 。
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テ レ ビ ジ ョ ン 電 波 受 信 障 害 対 策 工 事

関 連 業 者 特 別 名 簿

( P  R )  

名 称 営業種目・製品名 所 在 地 電 話

電 波 障 害 防 除 工 事

本 社 大阪市北区曽線崎新地2丁目 2- 13⑤ 530 大 阪 ( 06) 343- 0321 (代)

レ コ ン 株 式 会 社 | テ レ ビ 共 聴 シ ス テ ム
分 室 大阪市北区機回 1丁目 3番1- 700 @; 530 大 阪 ( 06) 34] - 4477(代)

エ 通 信 設 備 工 事

東京営業所 東京都港区西麻布3丁目 23- 14 ⑤ 106 東 京 ( 03) 405- ]  064( 代)

調 査 - 設 計 ・施 工

ビル陰テレビ屯淡町: 筈

江藤音響機器

対策 調査 ・設計 ・施工 | 神 戸 ( 078) 821- 5551( 代)

株 式 会 社

及び 神戸市東灘区御影塚町4丁目 7- 11 者!i>658

当社独自の保守 ・管迎 |神 戸 ( 078 )841- 51 11 - 2  

システム
(営業直通)

テレビ . F Mアンテナ

テ レ ビ 共 聴 用 機 器
株 式 会 社

川 合 電 気 通 信 工 業

テ レ ビ 共 聴 シ ス テ ム | 京都市下京区大宮通花屋町下 ル 旭 川崎 地 | 京 都 ( 075)37

3十 施 ( 京利ビル) @; 600  I  343 - 1  7  9  8  

設 ・ 工

川 崎 興 業 株 式 会 社

岸 田 共 聴 株 式 会 社

サ ン 電 気 設 備

株 式 会 社

日本有線テレビジョン技術協会

近畿支部会員

株 式 会 社

サ ン エ ス 電 気 設 備

昭和電線電鍍

株 式 会 社

テレビ共視聴ンステム

視 聴 覚 機 器 シ ス テ ム

設 備 時 計 シ ス テ ム

設 計 - 施 工 ・保 守

共 聴 機 若 器 製 造

共 聴 工 事 設 計 ・地 工

C AT V . MA T V ・C CT V

テ レ ビ 電 波 障 害

調 査 ・設 計 ・施 工

メ ン テ ナ ン ス

放 送 及 ひ 音 響 設 備

テ レ ビ 共 聴 設 備

設 計 ・ 施 工

C A T V用同軸ケーフ引ル

C  A  T  V 用 機 器

C  A  T  V シ ス テ ム

設 計 ・ 1庖 工

電 界 強 度 illiJ 定

本 社 大阪市東区京橋前の町 5 番地

( 大手前ビル) @; 540  

支 l吉 東京都渋谷区南平台 15番15号

( 今井ビル) ⑤ 150

大 阪 ( 06) 941- 3576( 代 )

東 京 ( 03)  461- 5  6  4  2  

463- 9  5  3  3  

本
社 兵庫県氷上郡氷上町成松518 氷上 ( 07958) 2  - 0322 (代 )

⑤ 669- 36 

阪 神 営 業 所 西宮市山口町下山口 | 有馬 ( 078) 903- 0322 (代)

阪神流通センター ⑤ 651- 14  I  

西部中国営業所 広 j山県三次市十日市町中原 1741-3 I 三次 ( 08246 ) 3  - 8265 ( 代)

⑤ 728 

大 阪 大阪市淀川区木川東4丁目 5番2号 ⑤ 532 

東 京 東京都千代田区富士見1丁目 9- 19 @; 102 

本 社 姫路市伊伝居芦原町154- 3 @; 670  

工 場 姫路市北平野字東 出口472- 1 ⑤ 670  

本 社 ( システム営業部)

東京都港区虎の門1丁目 l 番18号

⑤ 105  

関 西 支 部 大阪市北区堂島浜1丁目 4番19号

⑤ 530  

相模原工場 ( システム技術謀)

神奈川県相模原市南僑本4丁目 1番l 号

@; 229 

大 阪 ( 06) 304- 0860( 代 )

東 京 ( 03) 261- 4373( 代 )

姫 路 ( 0792)24- 7676(代)

姫 路 ( 0792)82- 5285( 代)

東 京 ( 03) 503- 1111( 代)

大 阪 (06) 345- 1151 (代)

相模原 ( 0427) 72-5111 ( 代)



名 称 営業種目 ・製品名 所 在 1也

テレビ ・F Mアンテナ

テ レ ビ 共 聴 用 機 器 本 社 東京都港区新橋5丁目 13番 l 号 ⑤ 105 

新 生 電 業 株 式 会 社 | テ レ ビ 共 聴 シ ス テ ム

D X アンテナ

株 式 会 社

富岡受信システム

株 式 会 社

日本共同アンテナ

株 式 会 社

日本電設工業

株 式 会 社

不ニ通信工事

株 式 会 社

メイン通信工業

株 式 会 社

ユタカポール

株 式 会 社

ヨシモ卜ポール

株 式 会 社

'i1I 気 諸 設 イ精 大阪支唐 大阪市大淀区豊崎6丁目 3番2号 ⑤ 531  

設 計 ・ 施 工

本 キ士 神戸市兵庫区入江通5-6 ⑥652 

テレビ . F Mアンテナ

東 京 支 社 東京都新宿区新宿2- 11-4

( 長崎第 l ピル) ⑥160

テ レ ビ 共 聴 用 機 器 大 阪 営 業 所 12中市庄内宝町] -9- 7 ⑮ 561 

テ レ ビ 共 穂 シ ス テ ム
大阪共聴事業所 大阪市北区鶴野町2-8 (餓野ビ J レ) ⑥530

京都機縁営換所 京都市下京区頃川通松原下ル

設 言十 施 工
(セントラルピ J レ) w 600 

堺機器営業所 堺市南半町西2- 3- 15 <l!i>590 

テ レ ビ 共 聴 シ ス テ ム

本 社 神戸市主主合区害IJ 塚通5丁目 1- 19 ⑤ 651

設 計 施 工

保 守 ・ 管 理 I 大阪出張所 大阪市淀 川区西三国町1丁目36- 22- 312  

電 波 障 害 調 査 <!li>532 

者IS 市 共 騰 、

へ き 地 共 聡

情 報 通 信 共 聴

調 査 ・設 計 ・施 工 ・管理

電気工事 ・電気通信工事

C  A  T  V 設 備 工 事

消 防 施 設 工 事

管 工 事 ・ 鋼 工 事

設 計 ・ 施 工

C AT V  テレビ共耳車設備工

Ｔｾ Ｈ ビ ｊ レ共聴 ピj レ陰共聴

都市J 佐 穂 村 精 共 聴)

l T V ・放送 ・イ ンターホ

ン . f包括合配 線 ・自動火災報

知機設14ii ' 計装設備・ i!L設

工事 ・その他各精通信設備

設計 ・組i工 ・紡負 ・保全

テ レ ビ r，1I 波 障 害 調 査

放 送 設 備

そ の 他 弱 電 工 事

設 計 ・ 地 工

通 信 用 ポ ー ノ レ

コ ンク リ ー ト 柱

P  S カラ ー ポ ー ル

. ! ffi 鉛 メ ッ キ 鋼 管 住

裟 位 資 材 一 式

C  A  T  V 周 ケ ー ブ ル

及 び 線 総 そ の 他

製 造 ・ 卸 業

T V 共聴用、 C A T V

用 、 通 信 用 、 電 力 用

・コンク リートポール

p  s カ ラ ー ポ ー ル

・亜 鉛 メ ッキ ポ ー ル

大阪市東淀川区小松北通 1 - 27  <!li>533 

本 l吉 東京都台東区上野2丁目 12番20号 ⑤ 110

大阪支底 大阪市大淀区輩出寄3丁目 17番 15号 ⑤ 531

本 社 大阪市東区本町 2 丁目 5 番地

( 三塁本町 ビル ) ⑤ 541

分 室 守口市南寺方 中通 1 - 3  <!li>570 

神戸出張所 神戸市生田区中山手通5丁目 15- 29

( 扇都センターピル ) <!li>650 

兵庫県尼崎市名神町 1 丁目 7- 33 ⑤ 661  

大阪市淀川区木川東 4 丁目 5- 2  ( 上野ビル) ⑤ 532

本 社 東京都千代田区有楽町1- 10 - 1  

( 有楽町ビル) ⑤ 100

大 阪 支 庖 大阪市 北区西天満4- 4- 13

( 高橋ビル函館) ⑤ 530

福岡営業所 福岡市博多区博多駅東2- 5- 28

(博多倍成ビル ) <!li>812  

長野営業所 長野県上田市 中央3- 4- 15

( 東商上回ビル) を!i>386

電 話

|東 京 ( 03) 432- 6311 (代)

大 阪 (06)  372- 2  2  7  7  

374- 2  7  3  4  

神 戸 (078)681- 1361(代)

東 京 (03) 341-0441(代)

大 阪 (06) 334・6381(代)

大 阪 (06) 371- 4437(代)

京 都 (075)821- 4365(代)

型鼻 (0722)27・7215(代)

神 戸 ( 078) 222- 2777( 代)

|大 阪 (06) 391- 6391( 代)

大 阪 ( 06) 328- 3915(代)

東 京 ( 03) 833- 2311 (代 )

大 阪 ( 06 ) 372- 3531(代)

大 阪 (06) 27ト 2056(代)

大 阪 ( 06) 998- 7071( 代 )

神 戸 ( 078)35ト 5903(代 )

大 阪 (06) 426- 1087(代 )

大 阪 (06) 304- 3560( 代)

東 京 ( 03) 216- 5931(代 )

大 阪 ( 06) 362- 6785(代 )

福 岡 (( 092) 473- 0561 (代 )

上 回 (0268) 24- 0666 (代 )
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C A T V専用鋼管柱
特 長

114.3骨

A D司ポール S H型

T ーハー

・3範張力鍋を使用した鋼管で軽くて強い

・溶融亜鉛メッキ仕上げで耐久性がよい

・接地工事が柱体を利用し簡略化できる

A D司カラーボール

溶融亜鉛メッキのうえに粉体塗装を施こしているので防

錆性、美観上に秀れている

種類 6 隅 ・ 7 市 ・ 8 m 

※ その他、建築用各種鋼管柱を取り揃えております

・メーターマスト …・・・・・・・一…引込小柱

・簡易小柱……・……・・・ - 汎用鋼管柱

・タウンポール・・・・一・ー街路灯鋼管柱

。各種カタロ 7 酬 を ご 講 一

日 本 ア ー ム 工 業 株 式 会 社

本 社 ・〒530 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 l 丁目 2 - 6  ( 新宇治電ピ J レ)

Phone : 大阪 ( 06) 364- 2121番( 代表)

滋賀工湯 ・〒520- 31 滋 賀 県 甲 賀 郡 石 部 町 大字石部字金ケ町 8 6 5

Ph∞e : 石 部 (074877) 3180番(代表)

東京支社 ・〒 100 東京都千代田区内幸町 1の 2 Cl ) 2 (大阪ビル 1号館)

Ph四 唱 東京 (03)591- 6920番

大阪倉庫 ・〒546 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 5 丁 目 4 6  

Phor噌 . 大 阪 (06)714- 5690番

J 勘a. ; I ポー j レD H型 A D司つぎマスト

ｾ 日本アンテナは 、 ｃａ ｔｖ 機器 の開発から、鯛査、 ｴ 宣言 十 、施 工 、保守、管理 までを一貫し て行 な い、 情報化時代の要望に 応えています Ｎ
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八木アンテナの電波障害対策システム

日本の経済の.m. 必喜代、ちばんよくぶしてt 、るのが、，:':;111ヒツレ、 するのです。最近のNHKの調査で1立、池袋に姥設された超

超高層ヒツレなどです。 ところが、これらの近代的ヒツレの除に 尚府ヒツレによる受信降客地区におよそ10万3千世帯の人ぴt

忠L 、がけないおとし穴がありました。ヒツレばかりでなく、新幹線 がL 、るい、うこ t です。 これl立、現代のテレビジョンの役割lか

や高速道路などのρi 架! i l l i 1 t 物や送屯線の周辺にも、| 日lじよ 刷、って、たいへんな社会IUI 巡l 1: l 、わなくてはなりません。こう

うなヒズ‘ ミヵt: e. てきました。これが布11"1事IHlI.t l  づ引象です。 した、高11市の難視聴を救済するために J 、ま、八木アンテナ

危波がこれら t 、ろL 、ろの雄物などにじゃまされたり、逆に反射 は過去 30年にわたってつみ上げてきた技術をこの分野に注

したりして、テレヒ♂を比えなくしたり、コ、ース卜陣容を起こしたり ぎこんでl ' ;I:す。
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弘

、4

大 規 模C A T Vシステム

川 山 山 u .山 山

側 ， . . ・ ・ 町 山 山 田

M T B・2 2 3 S P A

大規模C A T V システムにお いて、ケーブルの温度変化及びその他の関連機器によ って生ずるレ ベル変動や

歪の悪化等を無視することはできず 、それを吸収できる増幅器が必要と なります 。また最近の傾向として

多チ ャンネル伝送化が進みつつあります。

これらの諸問題に対処する為には C A T V システム全体を十分に考慮した機器の開発が必要と なります。

このたび新たに開発した大規模C A T V 用幹線系増幅器はシステム内のレベルの安定化をはかるため 、パイ

ロッ ト信号 (246MHz)  による AGC方式 を採用 しており 、またその他の電気的性能にも 、十分な余裕を持

ち保守点検も容易に行えるよう設計されております。

A G C付幹線分岐増幅器

• MTB- 2235PA 

ホーム共聴から都市共聴までーー雪国ーーー里ーー

大阪営業所

大阪市北区同 心 山2 -引一イ1 一1凶2引州(付北株ヒ抹侃末杭広ビ的ω叫ル川レり) 川T日E し O閃附6
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三 川Aιι 通信株玉京支皇祉



〉

円

H

H

H

A

無

被

害

時

間

関

悶

丘

中

破

-
冨
ロ

-

〈

・・・・且

大破

1

:

I

l

l

-

-

L

は

り

明

i

ー

f

i

-

-
寸

桁

行

三八函八三五 ｩｾ ｲＺﾭ

沢 ( 戸 ( 館 戸 沢 ( 戸 ( 械 量

Jtl : _ N  図 A  小 C 小曲

簡 策 高 棟 大 書 商 棟 学 棟 学 墨

書 百 ) 専 ) 学 館 高 ) 校 ) 校 三

図6 第 2 次診断 15 指標値と被害との関係

三 八 函 八 三 五 線7

i尺 ( 戸 { 館 戸 沢( 戸 { 減 益

商 義 高 品 三 E  空皇室長銭
高 ) 専 ) 干 館 画 制 収

図5 第 1 次診断 15 指練舗 と彼害と の関係

l  く 掛

1I  ｾ＠
桁 は 大 中 雲

行 間 破 破 害

2  

3号0. 5

Ａｾ＠

断

同

指

標

値

p

h

d

 

n
u
 

h

山

指

棟

値

1.0 

1. 0  

1

次

診

断

( i )  耐震判定基準 として定められる基準I s指標値

I so並ひ' に基準1N指標値1NOに対して、どの程度の

I s および1N指標値が得 られたか。

(i i)  それは第何次の診断法により得られたか 0

ｇ ｩ ｾ＠ 建物のどの位置に弱点があるか。

a ) 部分的か あるいは全体的か。

b ) 各階のI s およ び1N指標値の分布は。

c ) 建物のはり間方向および桁行方向のIs並びに

1N指標値の比率は。

。v) 建物敷地の地盤・地形に特別の弱点はないか。

耐震判定基準は前記のI soおよ び1NOを、その地

域の地表危険度、建物の用途、重要度などを考慮

しで定めるのであるが、これを一義的に定めるの

は非常に困難である 。 そこで、 1968年十勝沖地震

により 被害をうけた建物について 、この基準の第

1 次診断法および第 2 次診断法を適用し 、そ の結

果を 検討 してみている( 図 3 、 4 、 5 、 6 ) 。

この検討結果から、この基準では I sofl直に関す

る一応の目安としての値が示されている( 図7 ) 。

この値の妥当性については、なお今後多くの適用

例 を積み重ねるなど、種々の角度からの検討が必

要であろう。
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基準・耐震改修設計指針( その 2 )  

ー その体系と解説
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て

い

る

第2 次飴断

ｾ Ｍー

ド/

2)非構造部材耐震指標 IN  

非柿i釜昔s材耐震指標 1Nは、非構造部材のうち、

とくに外壁の地震時磁竣に伴う落下剥落等が、直

接人聞を傷つけたり避難を妨げたりして、人命に

危害を与えることに対する安全性を診断するもの

である 。

1Nは、本来すべての非構造部材 を対象として定

義すべきものであるが、現実には、その多様性を

考えでもきわめて困難な作業となるので、この基

準では外壁のみが対象とな っている 。

診断法は主体榊造に準じて、 l 次、 2 次および

3 次の診断法に分かれているが、非構造告11材に対

する診断法の中心は 2 次診断法であり 、 1 次は そ

の簡略版、 3 次は3者数値を 実地調査にもとづいた

ものになる 。

1Nの椛成は表 1 のような構成になっている 。

構法指数は外壁部材が地震時の主体構造の変形

にどの程度追従して変形できるかということと、

過去にトラブルがあって補修 したか否かまた建設

後の年数によ って算出され る。

面積指数は、外壁の破壊の範囲の大小を考慮す

るためのパラメーターである 。

また、影響度指数は、 外壁の下の環境 ( 公道、

私道、公園、空地等の区分) と、外壁が落下した

場合、それを阻止する庇、パ ックセッ ト等がある

かどうかにより求められる 。

4 7  

1  . 耐震診断基準について
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3) 耐震判定について

建物の耐震性能は、診断基準に示された方法で

算定されたI s指標およひ1J. N指標にもとづき、つぎ

の項目などを考慮して総合的に判定される 。 その

結果、耐渡性能に疑問のある場合には、より詳細

な診断を行うか、後述の改修設計指針などにした

がって補強工事をおこなうこととなる 。
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「 主体情造じん性能グレード
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4 6  

煙感知器連動防火ダン

パーの設置例( その 1)  

小 林 健 彦

はじめに

防 火 ダ ン パ ー と し て の 機 能 は 、 昭 和48年、

建 設 省 告 示2565号により権造の基準が定めら

れた 。 この告示の概要はダンパ一本体の耐熱、

耐食性、および漏煙試験、ならびにダンパー

の保守点検に必要な点検口を義務づけている 。

火 災 が 発 生 し た 場 合 に 、 自 動的 にダンパー

を閉鎖するための装置としては、感知号号、述

動箭1) 街1器、予備電源がある 。 このうち感知器

はダンパーの設置位置によ って選定する必要

がある 。 たとえば風道が盟主て穴に当たる防火

区画を貫通する場合は、煙感知器と連動しな

ければならない 。 したが って 監 て 穴 以 外 の 壁

食通については、煙( 熱) 感知器、温度ヒュー

ズ、いずれを述動しでも良い 。

つぎに、ダンパー設置免除について述べる 。

この例は共同住宅の台所に取り付けられる換

気 扇 、 瞬間湯 わ か し 器 、 レ ン ジフードなどで、

これらの風道が壁を1立通する場合、笠貫通断

面積などに制限を加えて、| 坊火ダンパーを不

D S  

天井面

図ー1 壁直づけのダンパー設置例

D S  

図ー2 箆か ら厳して設置 した例
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要とされる 。 この件については、昭和4 9年、

建 設 省 告 示1579号に記載されている 。

以 下 、 こ れ ら の 装 置 の お の お の に つ い て 述

べる 。

1  . 防火ダンパ一本体

防 火 ダ ン パ ー を 壁 に 直 づ け し た 事 例 は 図ー1

に、また壁から離して設置した例 を図 - 2に示

す。

これら防火ダンパーが具備すべき事項を、

つぎに述べる 。

( 1)  点検口

図ー 1- 2 は 点 検 口 を 天 井 面 に 取 り 付 け た 場

合 を 示 す。 壁 な ど 垂 直 面 に 点 検 口 を 設 け た 場

合は 一辺の長さを 45cmX 45cm以上とする 。 い

ずれも防火ダンパーの機 械 部 分 が 、 保 守 点 検

できる位置に設ける必要がある 。

(2 )  検査口

検査口の関口面積の規制はない。 しかし検

査口の大きさ 、取 り 付 け 位 置 は ダ ン パ ー の 可

動裂の開閉、作動状態が確かめられるものと

する 。 なお検査口は、ダンパ一本体に設ける

ことも可能である 。

(3 )  耐 火 性 能

防 火 ダ ン パ 一 本 体 の ケ ー ス 、 お よ び 可 動 認

は 1. 5mm以 上 の 鉄 板 製 に し て 防 火 区 画 を 形 成

しなければならなし、 。図ー2のように防火ダン

ノf ー を 壁 か ら 維 し で も う け る 場 合 は 、 防 火 ダ

ンパーと防火区画との 聞 の風道は l 目 5mm以 上

の 鉄 板 、 ま た は ラ ス モ ル タ ル 塗 な ど 不 燃 材 で

被額する 。

(4)  漏 煙 試 験

圧 力 差2kg / m' で、漏気115m' / mi n/ m' 以下に

合格すること 。

2  . 煙感知器、および温度ヒユース・

( 熱感知器) の選定

感知絡の種類選定の実例を 図 - 3に示した 。

建 設 省 告 示2565号 に よ れ ば 、 換 気J民 道 が 2 以

t の階にわたるダクトス ペー ス を 貫 通 す る 場

合は、煙感知器と連立のして防火ダ ンパーを自

動 閉 鎖 し な け れ ば な ら な い と 記 載 さ れ て い る 。

図 示 に は な い が 、 ダ ク ト ス ペ ー ス の 有 無 に 関

係なく、 2 以上の階にわた って ダ ク ト が 貫 通

する場合についても適用される 。 したが って

こ の 場 合 、 温 度 ヒ ュ ー ズ に よ る 述 動 閉 鎖 は 不

適 当 で 、 煙 感 知 器 を 設 け る こ と に な る 。

図 -3の面積、異種用途区画は、換気J l 1 . 道が

2 以上の階にわた っていない 。 こ の 場 合 は 煙

(熱) 感知務、温度ヒ ュー ズ の う ち 、 い ず れ か

を 備 え 、 こ れ と 連 動 し て 防 火 ダ ン パ ー を 閉 鎖

すれば良い 。普通、温度ヒ ュー ズ を 設 置 さ れ

て い る が 、 防 火 戸 で 煙 感 知 器 を 必 要 と す る 場

合 は 、一 つの; 煙感知穏で、| 坊火 戸 およびダン

ノf 一 両 方 と も 閉 鎖 さ せ る 事 例 が 兄 受 け ら れ る 。

( つづ く)

(こ ばや し たけひ こ 大阪市越築指導部干昨査課設備係)
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最近の薬液注入工法

日 根 修 三

1  . 暫定指針が通達された経緯と対策

わが国の都市は主として河口地帯に発達し

ている関係上、都市土木や高層建築などに伴

う注入工は、対象地盤が沖積層であることが

多い。

こうした地 盤 に 対 す る注入目 的は、多くの

場合、軟弱層の止水と固結であり、掘削工を

安全に実施するとともに周辺構造物に対して

惹起するおそれのある影響を事前に防止する

ことにある 。 こうした仮設的 用 途 に 使 わ れ る

グラウ卜は、永久性、安定性に重点をおくこ

となく、いかにして経済的に目的を達成する

かに絞られるのが通例である。

沖積層に多くみられる細砂~シルト層は、

注入対象として最も効果の期待しにくいもの

で、セ メントや L Wで も 診 透 せ ず 、 し た がっ

てもっぱら溶液型の薬液とならざるを得なく

なる 。 こうして溶液型薬液は高度成長に伴う

需要の増大とともに、各薬液メーカーにより

開発され て、 一時 は 水 ガ ラ ス 系 の ほ か 尿 業 系

・アグ リル系 ・ウレタン系と、実におびただ

しく並べられた 。

こうしたときに、たまたま福岡県の新宮町

で薬害に起因すると考えられる人身への影響

が現れたため、これを契機として昭和49年 7

月に建設次官名をも って発せられた、いわゆ

る「哲定指針」は今も って改められず、薬液注

入は依然としてその束縛下にある 。

この内容の紹介と解説は、紙面の都合で省

略するが、注入業界、薬材メーカーもこれを

契機として無公害注入材の研究に取り組むと

ともに、 一方 、 指 導 的 立 場 に あ る 建 設 省 も 注

入 薬 液 の ゲ ル化後の 実態調査に着手した 。

その知] 査結果は、昭和51年 3 月に、 「無公

害型草案液等注入材の研究開発に関する研究報

告 の 」 と し て 発 表 さ れ、続 い て 翌 年 3 月には

前年度の研究結果の目標とする「アルカリを

溶出しない水ガラス系薬液」と「高分子系に

劣らない強度の固結土を作る水ガラス系薬液」

の開発が可能かどうかについての発表がなさ

れている 。

その結果、いずれもある程度の目的達成が

50 控築 と社会 1 1978年 5 月 号

で き る こ と が 明 白 と な り 、 す で に こ う し た 内

容の薬液は市場に 出 廻 り 始 め て い る の が 現 状

である 。

2. 最近の薬液注入工法の傾向

ラウトは注入点近くで反応固結せしめて遠く

まで延伸せしめずに、地下水汚染を防ごうと

するものである。

こうした構想で行われている工法に、 L A G、

D D S 、M T などと称するものがある 。 これら

しかしながら最近の草案液注入界の傾向は、 はいずれも、その注入装置を標準サイズのロ

この瞥定指針の実施後一変してしま った 感 が ッドの先端に取り付けで穿孔し、穿孔後、 注

ある 。 す な わ ち 在 来 は 、 各 種 の 特 性 を そ れ ぞ 入に切り換えるには、 L A Gは、 A B 両 液 の 送

れ備えた多種の薬液が用意されていたため、 液圧力差によりパルプを切り換え、 D D S はス

注 入 工 の 計 画時 点 で は 、 目 的 ・土 質 そ の 他 現 チールボールの投入により管路を閉塞して切

場条件に合わせて、それぞれ対応するグラウ り換え、 M T はロッドを 45・逆回転して行う。

ト名が定まっていたのに対し、最近はグラウ この結果、グラウ 卜はいずれも下端近 くの側

トの性質がほとんど変わらず、またその種類 面から吐出されるが、 L A Gは一方に閉口し、

も少ない関係上、類似の薬液をどう使 って目 二重 ノ ズ ル に よ り 管 外 で 混 合 さ れ 、 こ の た め

的 を 達 成 す る か と 、 土 質 と 目 的 に 対 応 す る 工 ロッドを回転しつつ注入する 。D D S とM T は

法の選択となって現れてきているのである 。 A B 両 液 が 噴 射 孔 近 くの管内で混合さ れて噴

3. 各種注入工法の内容の紹介

3. 1 長時間ゲルタイムグラウトを用いる工法

在 来一般 に 行 わ れ て い た 注 入 工 法 は 、 ボ ー

リングロッドをそのまま注入管とするもので、

最も簡易な方法は引抜工法、重要な場合はス

テージ工法で行われて いた 。 これらの工法は

工 費 面 で は 低 廉 で あ る が、 時 に は 効 果 が 満 足

すべきものでないこともあ った。 しかしこう

した工法をとる限りグラウトは弱点部に集中

しで脈状に走り勝ちとなり、その結果、地盤

をそのままにしておくときは注入効果は期待

できるが、改良地盤をさらに掘削するときは

地盤を弛め、再び崩落・湧水な どの現象が現

れることになる 。 このため、こうした場合は

なるべくグラウトを浸透型に近く、地盤内に

密に注入しなければならない 。

こうした意味において最も信頼性の高いも

のは、ソレタンシ ュ式工法である 。 この工法

は、対象地盤に注入孔を穿孔し、この中にマ

ンシェッ トチューブと称する特殊管を挿入し 、

注入はこの中にさらに 内管 を入れて、グラウ

トは内管を通じ、チュープの特定日土出孔から

外側に注入される 。 チ ュ ー プ と 孔 墜 と の 間 隙

は、予めスリープグラウトで充填されてある

ため、地上にリークすることはない 。 この結

果 、 吐 出 孔 を 小 ピ ッチ に と れ ば グ ラ ウ ト は 地

盤内に密に注入されることになる 。 またこの

工 法 は 注 入 点 を 自 由 に 選 べ る た め 、 地 質 状 況

に 応 じ た グ ラ ウ ト を 、 順 不 同 に 使 い 分 け が で

き、反覆注入が可能な点が有利で、あるが、 一

面、 苦手孔径が大きくなり、またマ ンシェ y ト

チ ュープが使い捨てになることは不利 といえ

よう 。

グラウ トがこうした形で注入されるため、

ポン プ吐出抵は注入虫に応じて小さくとり、

一方、グラウトのゲルタイムはきわめて長く

して低圧で注入を行うのが本工法の特色であ

る。

3  .2 瞬結 型 グラウトを用いる工法

一方 、 こ れ と 全 く 反 対 的 な 考 え 方 で 、 き わ

め て 短 い 、 い わ ゆ る 瞬 結 グ ラ ウ 卜 を 用 い る 方

法も行われている 。 この場合、もちろん注入

ロ ッ ドは内外管に分かれた 二 重 管 を 用 い 、 グ

射される 。D D S は側面に 6孔の噴射孔を有し、

M T は ス トレーナ ー孔 が 四 方 に 聞 き 、 い ず れ

も無回i伝で引上注入を行う 。 なお、 M T は噴

射孔の上位にゴムパッカーを備えである 。

注 入 圧 は い ずれも在来のロ ッド注入に比し

でかなり高圧で行われ、グラウトの噴射圧で

土 砂 を 混 練 す る こ と を 狙 って い る が 、 瞬 結 グ

ラウトを用いる 関係上、直接間隙庄の形とな

って現れず、高圧力の割には リークや地 悠 持

ち上げ現象はない 。

3. 3 超 高 圧 噴 射 を 利 用 す る 工 法

このほか、超高圧噴射をも って地盤を切削

破砕して、その空隙にグラウ卜を填充固結し

たり、グラウトをも って混線する方法として、

ジェ ッ トグラウトや C C P 工法もあるが、 一

般の注入工法の枠外にあると考えられるため、

説 明は割愛す る。

4. 日本薬液注入協会の動き

( 初日本薬液注入協会は建設省の婆望に応、え、

薬液注入技術の 向 上 を計るため、直敏注入作

業に従事するオベレーターに対し、 「薬 液 注

入技士資格検定」を行うことになり、その第

l 回の試験が去る 3 月19 日に実施された 。

毎年こうして試験を継続実施することによ

り、傘下各社の技術レ ベ ルは飛蹴的に向上し、

より安全確 実 に 効 果 的 な 作 業 が 行 わ れ る も の

と期待することができょう 。

5. むすび

乞 わ れ る ま ま に 「 最 近 の 薬 液 注 入 工 法 」 に

ついて、とくに瞥定指針の通達される以前の

それとを比較しで、その特徴とするところを

概 説 し た が 、 現 在 で も 通 達 以 前 の も の も 相 変

わらず感んに行われている 。

「薬液注入」における工法と使用グラウト

の選択は、あくまで目的達成の可能な範囲内

での材料費 ・工 費 ・工 期 の 比 t校であり、いか

に安価な材料、工法も現地に適応しなければ

全 く画餅であることはいうまでもなく、単な

る薬材質の比較などはナ ンセ ンス 以 外 の 何 物

でもないことを再認識していただくことをお

願いして、むすびとすることにする 。

( ひね しゅうぞう 日本 グラウ ト工業以顧問n



昭和52年 度 ・ 第 9 回 若 い 会 員 の 集 い

対談“ 空間を斬る"

一 一 流 政 之 + 村 井 修 一 一

レ ポ ー ト

建築家以外の人の話を聞くと題して企画してき

た シ リーズで、今回は世界的彫刻家流政之氏と建

築写真分野では日本でも有数の写真家村井修氏を

お招きした。 3 月4 日比) 、あいに くの天候で、朝

から春雨舌しれ落ちる日和となる 。 それでも定刻に

は、会場の福島区余昔11邸 にほとんどの皆械参集。

折 か らの風雨で流氏の飛行機 が欠航し、念、溢新 幹

線乗り継ぎで来阪とのことで、多少1m会が遅れた

が、無事開催の運びとなり、 1ft 当委員一 同 まずは

一 安心。

古川幹事の司会者紹介に始まり、ユ ニー クなキ

ャラクターの永田祐三氏の司会で、 P.M1 ・50 スタ

ー卜 。相手を射 るような目 。精惇な表情。ハキハ

キした 口調で、逆説的表現の中にもユーモアた っ

ぷ りの話し方の流政之氏は、諮りはじめた。 青年

時代天下一流の人物になるには、 30才になるまで

は働くなという親の命により、諸 h を放浪し、旅

館の宿泊費のために、庭園を造 ったことも しばし

ばで、当初は万鍛冶になるつもりで修練していた

が、 NH Kのドラマじ ゃないが、坂本竜馬 的生活の

明け謀れのうちに、次第に木彫、鉄彫に手を染め

はじめた。 1955年、それらの作品の個展を l耳l いた

が、それは芸術精神からという よ りむし ろ戦没死

した人々への追悼からくる祈の精神からだ った。

その頃だ った、渋谷の寮での本日のもう 一人のゲ

スト 村井修氏 との出会いは。 お互いに貧しい 中に

も青雲 の志を待つ 2 人の 中 に不思議な友情が芽生

えた。新橋の画廊で個展を聞いたときも 40・の熱

をおし、折からの栄養失調で目が半ばみえなくな

ってもなお敢然として、起ち続ける流氏の姿に何

ともいえぬすがすがしい男の生き様を感じた村井

氏は、以後今日まで友情の火を燃やし続けている 。

1956年北陸に移 った時だ った。荷車に地蔵を乗せ、

亡くな った子供の弔いをする運命の女に 出会 った

のは。 その何ともいえぬ姿に感動し、石というも

のへ傾倒してい った。1958年山陰に移り、石彫に

命を刻んでいくことにな った が、 その頃の作品が

イーロ ・サーリネンによ ってアメリカ! 日夜り、日

本でよりむしろアメリカで名声をうる原因とな っ

た。有名なホテル東光図の仕事を菊竹汗i訓に口き

きすることにもな った。流氏は建築においては、

雨のかからない部分の設計はインドアーアーキテ

クトに、雨のかかる部分の設計はアウトドアーア

ーキテクトにまかせるのがよいと公言する 。 なん

となれば建物とその外部庭園等もひ っ くるめて同

じ建築家がデザインした作品は息若しく肩が凝る

という 。 その建築家の全体 的 統一化 の範時にはま

ってしまうからだ。互いに相殺してしまうと い う。

全く頭の切り変えのきく建築家がいればよいが、

大部分はそうはいかないという 。

さて本日のもう 一 人のゲスト村井氏の認に移ろ

う。 当初は生活のためもあり、結婚式の写真を撮

ったりしていたが、次第に自分の中に立体への興

味が芽生えてい った。 その興味から彫刻写真、建

築写真の分野へと移 っていくことにな った。 とく

に彫刻写真では作品の 中に内在する凝縮した精神

性をどう見せるかがポイ ン トで、実際にその物を

見ない人に、いかにその物を伝達するかの窓口に

なるという 。村井氏は白井康ーの建築に強くひか

れる何かがあるという 。 その建築作品の中に、写

真ではなんともとらえようのない 一種のもやがあ

るという 。 それは白井康ーの建築の材料選択、 デ

ィティールの市在かさからくるものなのか、何とも

説明の つかない不思議な感動があるという 。 そ う

いったものを何とか写其にとらえたいという 。

話は移り、流氏の壮大な香川県! 奄治村のスタ ジ

オについて記す。流氏は自分はこのスタ ジオを 今

後一生かか って完成していくという 。将来は 10階

建にするというが、とくに設計図面もなく、地面

にイメ ージ を 竹 で ｻ Ａｾき記し、その上に建設してい

ったという 。浴室等便利 なので 8 つも造 ったが、

水圧の関係で同時使用が不可能なのが後からわか

ったとか。司会の永田氏はそのイメー ジをこう語

る。海岸線を見 え隠れにぐるぐるめぐるように近

づくと次第にH艮前に相対立する 2 つの壮大なレ ン

ガタイル張りの一大壁面に 出会うという 。 その墜

と壁の 問には ス レー ト張りの簡単な屋根が被うに

すぎないという 。主 が亡くな ったとき、その屋被

は撤去され、紺裂のＡ奄治のｾの下、その大壁面の

""怠
聞に棺を造り、自分の永" 民の場にするという 。好

漢流政之のこれまでのいや今後とも変わることの

ない生き織をそのまま語 っているように筆者には

思えた 。

月，j 3  :  30、 15分 間の休 憩に入り、その 間質 問の

アンケート用紙を各人に配り、 P.M3  :  45 再 開。

・どんな仕事でも個人で造るのですか。

流氏 : 一人で造るとあまりその作品になじみがつきすぎてダ

メになるので、むしろ共同製作の方が多い。とくに大曹な作

品は多人数でやっている。

・将来はどんな作品をめざしていますか。

流氏: 円のテー 7 から三角のゲート的テーマをめざしたい。

こちらから世界へ出かけるのではなく逆に世界からこちらへ

出向いてくるような仕事をしたいものだ。

・造園と建築との線本的な遣いはどういう所にあると思いま

すか。

流氏 : 建築は竣工したときから値が上がりはじめるが、進国

はその反対で寿命は永遠だ。建築はどちらかというと 、肉体

へのサービスが主体だが、造園は精神へのサービスだと考え

ている。

村井氏 今の流氏の解答は作家としての意見だから、皆さん

額解しないように。

・もし注文主よりある建築に合わせた彫刻の依頼があれば、

どういった態度で望みますか。

流氏 : 皆さんもきれいな奥さんをもらえば、一生懸命その奥

さんにサービスすベ 〈行動しませんかな。(笑)

・将来の建築はどうなっていくと思いますか。

村井氏 機能優先の建築から 、次第に人間回復の建築になる。

伝統、反省の時代となり 、人間のための素材・ディティール

の追求がなされるだろう 。

・悪趣味の建築について話を聞きたい。

流氏 1∞年後の日本の建築の代表的なものはパチンコ屋と

温泉マークだと思う 。(笑) あの色彩感覚、光の具合い、音響

効果など、さぞ話題にのぼること だろう 。趣味の悪さが人間

にほ っとした安ら ぎを与えると思う 。落語などにみられるあ

のねちっこいような趣味の悪さの中に人間性がある。そうい

う意味では菊竹氏のホテルは鍾味がよすぎて安らぎがありま

せん。(笑)

・建築ジャーナリズムについて

村井氏 : 建築写真はその建鎮の脱明ではないし、また、そう

いう見方で写真を見て欲し くない。今後は日経アーキテクチ

ユアの企画にあるような、その後の名建築といったテーマを

追っていきたい。

・写真うつりのいい建物は名建築と思うか。

村井氏 : 思わない。写真は一面的なもので、ある部分の選択

だから。たとえば前川氏の地下に埋もれた建築等、 写真では

ちょ っと表現し縫い。

・写真家の思想性について。

村井氏 : たとえばベ トナム戦争を終結しえたのは、 1 つには

われわれ写真家仲間もおおいに貢献したと思っている。ライ

フ箆にのせられたあの悲惨なまでの迫力ある写真の数々が人

に々訴えたものは少な くないと思う。

・流氏の仕事のやり方について。

流氏 : 仕事はやりはじめよりいつやめるかが厳しい。あの仕

事は途中の段階の方がも っとよか ったと 思うことがしばしば

あるから。身体のコ ンディシ ョンのあまりよす ぎるときはむ

しろいいアイデアがでない。そんなと きは話の通じない女性

のいるパーでアルコールでも飲んでいると突然アイデアが閃

めいてくる。

l時刻も定刻の 4 時30分を過ぎ、当日参集の皆さ

ま、講師の熱弁に思わず時を忘れ、興奮に多少上

気気味のうちに閉会とな った。当 日は応募者多数

で抽 選 により委員も含め90余人 出席ということで

大盛況であ ったが、会場は満員で身動きがとりに

くく、いろいろご迷 惑をかけたことと思いますの

で、 ここに紙面をかり で深謝 いたします。

レポ一世・千葉和成 (胤大林組)

都市の中の黒い肝臓

安 井 泉

庵治の半島の 、とあ る小 さな入江に臨む高台に

赤い煉瓦の砦を発見したとき、き っとこれに違い

ないと思 った。 山 あいの土道を駆け巡り、庵治石

の石切場を訪ねた後、衝動 的にそれらしき方向 を

辿 ってや っと現れた現代の城砦: 流氏のアトリエ

であ った。岩山を登りつめたところにある石切場

で、切り 出され る直前の松の木を支えている 地 盤

としての宕館、という よ り自然の一部 としての岩

つ 色

や、切り 出された直後のまだ土くれのついた荒々

しい素材としての石の表情に限りない逢しさを党

えていたのである 。 これらの石材が人の手により、

その自然の表情に、人の心を移入される 。 どのよ

な り わい

うな人がそのような生業に携わ っているのであろ

うか。

城門にはイ ンターフォンか?令た く迎 えていた 。

というよ り侵入を拒否しているかのごときであ っ

ある じ

た。砦の主たる流氏には アポイントをと っていな

かった。 したがっておられるかどうかもわからな

かった。 しかしここまで来たのだから、とにかく

当た って砕けろとばかりプザーを押 した 。 当時、

ある リゾー 卜開発計画 で彫刻のための創 作 工房 の

環境について興味をも って いた私は、無抜けにも、

ア トリ エを垣間見させ ていただきたい旨お願いし

たのであ った。 しぱしの折衝の後、折しも在宅中

であ った流氏に幸運にも面会を許され、寸暇をさ

いていただくことができた 。砦の一員である五右

衛門という大きくて精惇な猟犬を紹介され( ? ) 、コ

ーヒーを 一杯いただ いて、畏ま って退散したので

あった。 ア トリエは噌築中 ということで、文字通

り垣間見ただけで、とくに強い印象は残らなか っ

たが、とにかく籍を発見でおきたこと、流氏御本人

に会えたというだけで収 獲 があ った。

「自分の城は自分で築け」という 言葉があるが、

氏はそれをフィジカルに具現化されたようである 。

ア リゾナの砂漠に パオロ ・ソレリが創 出 している

アル コ ・サンティ砦とはまた違 った趣のようであ

った。氏のギョロリとした服、 ドスの効いた声、

また首に結んだカラフルなヰ、γ カチーフが、 武 将

の甲ちゅうの美しい刺繍の糸のように鮮やかであ

ったことを殊のほか記憶に留めている 。¥11' のテク
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余部邸にて

スチュアを読みとれるまで、砦に近づいてい ったと

き、遠ざかって景観の一部となったとき、 )1国光、

逆光、昼下がりと夕方 ーとさまざまな状況の中

で砦の煉瓦墜は、まるでグランドキャニオンの色

の変化のように多械な赤色を見せていた 。 これは

今から 8 年 liiJ の認である 。

さで - 111;; 1'. 、サンフランシスコのパンク ・オプ

・アメリカ総本庖の前庭広場に流氏の作品を兄た

とき、奇妙な印象を得た 。 彫刻のｾ材は議の御影

ニュアンスの異な った表現が、都市空間にアメン

ティ( 快適性) やノベルティ( 新奇性) を付加し

つつあるのである 。建築家も造図家と協同で新し

いユニークな空間を創造している 。 ケピン ・ロ ー

チは、室内に緑をもち込んだフォード財団 ピルや、

段状屋上庭園であるオークランド・ミュージアム

をデザインし、ジョン ポートマンは、アトラン

夕、サンフランシスコ、デトロイト、ロサンゼル

スへのホテル建築に次々とダイナミ y クな吹抜空

間 を創造し、緑や水を導入している 。 さらに興味

深いのは主主函で、あり、スーノ f ーグラフィ ックによ

るランドスケーピングが都市空間を多彩にしてい

る。 インダストリアル ・デザイ ンには、装置化 ・

規格化されたストリート ・ファニチ ュアによるラ

ンドスケーピングがある 。 そこでわれわれ造園家、

というより広い意味で、のランドスケープ ・アーキ

テクトを目指す者に与えられた重要な使命とは、

魅力ある都市景観を創造するために、これらデザ

イン諸分野をコーディネー卜してゆく資質を開発

し、能力を i函援することであると考える次第であ

とる姿勢、いやプロフ ェ y シ ョナル球とでもいう

のか等々 ー 色々と刺激を受けた 1 日であ った。

流政之氏、日〈、日本の百年後の名建築は、パチ

ンコ屋と、必ホテルである 。 この逆説的ともいえ

る氏の言葉には、ユーモラスと、 + αが含まれて

いるような気がした。 またの機会が得られるなら

ば、今度は石のある空間で、氏のも っておられる、

美学の 神髄のような話も拝聴したい 。 (胤日建位計)

H 斬られる H

村 上 太 佳 子

i荒 ・村井両氏共ども、われわれにと っては両氏

それぞれの活動を通じて、さまざまな機会にその

11;，払に援することによ ってすでに親しい存在であ

る。ニュ ーヨークのトレードセンターの広IiJ や、

あのマ ンハ y タンの巨大なスケールの中で、流氏

の作品に接するとき、スカイスクレーパーのスケ

ールの '1' で、堂々と存在する彫刻の強さに圧倒さ

れるのは、私だけではないと思うし、両氏ともに、

石であり、 SOMらによる落ちついたアンバー調の る。 (I ( K 竹中工務后開発計画本部) 世界という均で仕事をされている数少ない芸術家

赤御彩石の重厚な建築に対応して、クールな彫刻

といいたいところであったが、どうもそういうフ

ィーリングではなか った。10年ほど前から 一種の

ブームとな った感のある、彫刻による都市空間の

ラ ン ドスケーピングの一連のものとして、 ニュ ー

ヨークや シカゴの郎市空間( 美術館ではない) に

見られた、イサム・ノグチやカルダーやピカソの

彫刻などと全く次元の異なるものであ った。紫材

はハードなものであるが、何となく軟らかいので

ある 。 フィ ジカルに空間 と絶縁しているようであ

るが、その周縁部は空間に融けてもやもやしてい

る。無機物的ではないと思 った。はたと思い起こ

したのが)1干脱であ った。 これは黒い肝臓であると

思 った。人 lifl 味を残 った都市空間に、最も人間的

な臓物を挟りI i ' ，したのだと思 った。 ニューヨーク

の世界貿易センターピルでも問機であ った。 ここ

ではさらに、作有不明だがダリの絵から抜け出た

目玉を扶り出したような彫刻すらあ った。 アメリ

カの東 ・西海岸の代表的現代建築との対応に見ら

れる流氏の作品は、青s市空間を軟らかく呪縛する

かのごときであ った。 どろどろした感じは盤休か

ら発するオーラが空間を満たしていたのではある

まいか。

この 3 月の初め、余昔日邸で流氏自身が語った話

の中でとくに印怠に残 ったのは、終戦後、東京か

ら下関までの問、裏日本のー駅づつに下車し、倒

れた務石を起こして歩いたというものであ った。

この拐を聞いて私はかの霊気を理解できたような

気がした 。氏のこのような原体験から備わ った石

の箆との鴻りかけの能力・霊媒的能力が作品を生

み出す ｩｬｬｾ な ｦ 支持 ＱＱ を果たしているのではあるまい

か。対談された写n家の村井1彦氏も言 っておられ

た。 r建築写真の湯合は、フィジカルなもののほ

かに、その機能を写真で表現するよう心掛ける 。

流さんの作品のような彫刻を撮影するとき、作品

の中にあるものが外に発散 してくるものを狙う 。

その凝縮したもの、精神性を 表現することを心街

ける 。」と 。つまり村井氏は オーラを感じと った瞬

間、シャ ッターを押されるのではあるまいか。

いずれにせよ、都市空間のランドスケーピ ング

に本来の造閣家のみならず、さまざまな分賢から

のアプローチが洋の東西を悶わず試みられており、
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磨ぎすまされた精神力が

作品に /
忠末 道之

久しぶりに、面白い話を Il H < 機会を得た 。題同

では、対談「空間を析る」・ 流政之+ 村井修・ ・

とな っていたので、むつかしい訴が飛びだすの

かと思 っていたが、幅広くにわたり、人 間1味あふ

れる話し合いの会であ った。私は人の話を聞いた

り、議j寅会などに出かけたりするのが、好きであ

る。 きょうは建築関係につながりのあるご両氏で

あるが、私はまだ 一度も顔を拝見していないので、

早くお会いしたか った。 いち r.f って最前列の真中

に坐 った。座敷に小さな机と陸部団がしかれ、床

の間を背に、ご両氏の席が準備され、映画で見る

寺小屋風景を思わす風情で、主催者の粋な計らい

がふるさとの日未を忠わす。

定刻より 30分くらい遅れて始ま った。流政之氏

は、 H月るいベー ジュ 系のサフ ァリー ジャケ y トに、

首もとに鮮やかなスカーフ、キリ ッとした顔だち

に立派な口ひげ、毅然した j風俗。村1 t 修氏は細身

のからだに、紺系のスーツが ピタリときまり、ご

両氏対称的なか っこうである 。

14才ごろ、万鍛冶をしてのちに、山奥の石切均

へ、そして地蔵さんとの出会い、 ("THE SUN"  

4 月号に r}也殺を依頼するための口伝」という随

J こも流政之氏が? ? いておられる) そして写真家

村井修氏との出会いの訴などは非常に感動的であ

った。

流政之氏は年月のかかる作品を作る場合、いか

にその情熱を、絶やさないで、作品に対して燃し

続けさすことが大切で、そのためには朝方の 411寺

頃まで、仕事をする円を 1 円おきに、繰り返すな

ど、作品に対する円分 ( 1-4のコ ンディ シ ョンづく

りをやる話や、付) 1 ' 11華氏が門 )1二j及一氏の親和銀行

の写真をとるため、 1白I円もバンキ ングホールに付

きっ きりで、 シャッターを fl jIすi瞬間をねらいあt け

と っ た写真の訴など、強いプロｾＺ識に徹した粉村

力に感銘した。

このような、話を聞いていると、日々の自分た

ちの生活が詳述以外のなにものでもないことが、

反省させられる 。 r石」に接する姿勢、「写真」 を

である 。 その両氏から直接お穏をうかがえる機会

ということ、建築の場で仕事をされることが多い

お二人か ら、そして建築家ではないすj 易か ら、今

日の建築についての話を聞かせていただけるであ

ろうと! 忍い参加させていただいた 。

流氏が彫刻家としてのご自身のあり万を若い日

の忠い nJ をもまじえて、さまざまに結 って下さ っ

たことは、氏の彫刻に接して、われわれが持つ感

動の、その下に流れる氏の存在を! 必じさせるに充

分なものがあ ったし、村井氏からは、流氏との若

き円からの友情を基とした i暖かさの中に、芸術家

としてのする どい 勺筑論H や、写真という媒体を

通 して、彫刻が、建築がどう表現され、 どのよう

にコ ミュニ ケー卜してい くかとい った興味あふれ

るお訴が聞けたように思う 。 それにもまして、お

人の個性ゆたかな関わりあいを通じて、写真家

・村 )1' 氏、彫刻家・流氏のそれぞれの個性が強く

われわれにＡｾじられ、その人となり、その作品が

あ ざやかに浮かび |ニがったと! 忍われて、両氏を 一

堂にお JRがうかがえたのは、! 日Iにもまして幸せで

あった よ うだ。両氏の笠かで変化にとみ、そして

きびしい内等のお訴をうかがいながら感 じたこと

は、まさしく、今日の日本の社会に溢れているあ

る傾の鐙かさの中で、ぬくぬくと生きているわれ

われ世代へのお叱りではなか ったろうかと思えて

くるの である 。両氏とも、もし死というものに隣

りあうことによ って芸リまれる強11初さカずあるとした

ら、それを待たれている数少ない芸術家ではない

かと感じさせられたのである 。

" 空間を斬る" というタイトルであ ったが、斬

られたのは、 どうもわれわれの世代であ ったよう

だ し、立l ! 築家逮であ ったようである 。新られた傷

のなおりきらぬうちに、何事かを｡Ｇ Ｑｾ Ｑ 米れば・ ・… と

思いつつ、会 ｴｾｬ 余告 ＱＱ 邸を砕したのであるが・・・・・ ・ 。

(ア トリ工 ・トリ フオ イル)

日 時 昭 和52年 3 月 4 日凶 開 会13: 50→閉会16 :50

会 繍 あ ま ベ邸 { 大阪市福島区玉J 1 1 4 丁目 )

ゲスト流 政之氏 ( 彫刻家)

村井修氏( 写真家)

司会者永田祐三氏( 竹中工務底)

参 加 者 92名

プロザラム 13 :  50 開会の挨拶及ゲストの紹介 古川主査

14 : 00- 15 : 30 対駁流政之氏 / 村井修氏

15: 30- 15 : 45 休 憩

15:  45→16: 50 質疑応答 ・閉会



日本建築協会

月間の動き

昭 和53年 3 月分

定 時 評 議 員 会

29日 4 時 - 5 時10分 於会館集会室

出席 者 野 々 村綴長ほか12名

委任状 37名 計50名( 評議員)

塚本会長、前 !J!. 'f理事

議事 川評議員会機長及び副議長互選の件

(2)細則一部改正承認の件

(3)会長選任の件

(4)副会長 2 名選任の件

(5)理事14名選任の件

(6)役員重{壬承認の件

(7 )昭和53年度収支予'!:f. 承認の件

評 議 員 懇 談 会 ( 技 術 部 門 )

22日 5 時半- 7 時 於会館集会室

出席者 里子々 村氏ほか 7 名

議事 (1 )昭和53年度評議員会議長推せんの件

(2)技術部門選 出 会 長 、 副 会 長 2 名 理 事 7 名

推せんの件

理 事
. 6.  

::n; 

15日 41侍- 5時10分 於会館集会室

出席 者 塚 本 、 稲 田 正 刷 会 長 ほ か13名

議事 (1)昭和53年度収支予算承認の件

(2)事務局職只給与に関する件

(3)入退会者承認の件

(4 )報告事項

事 業 委 員

広報小委員会

. 6.  

ヨロE

1 臼 6時 - 8 時 於会館集会室

出席 者 市川副 委 員 長 佐 藤 、 南 両 幹事ほか 3 名

議事 (1)第39回展示写真に ついて

(2)第40回以降の展示写其について

(3)酒蔵見学会の実施報告

(4 )日影規制の講習会について

(5)A  S  T M研修会につ いて

(6 )1主宅 ・建築の省エ ネ Jレギー講演会に ついて

(7)次年度委員会の編成に ついて

(8)そのほか

見学会小委員会

2 日 61時- 81時 於会館集会室

出席 者 糠 回 副 委 員 長 ほ か10名

殺事( 1) 1 月の兄学会実施報告

(2) 2 月- 3 月の企画について

(3)  4 月以降の企画について

(4 )次年度委只会の編成に ついて

(5 )そのほか

台湾旅行打合会

3 日 5時半 - 8 時 於会館集会室

出席者岩佐委. t : l 長ほか 5 名

議 事 視 察 ス ケ ジュールの検討

若い会員の集し、小委員会

7 日 6 時- 9 時 於会館集会室

出席者 森 下副委員長 印藤、 瀬戸本、千紫、古川

各幹事ほか20名

議事 (1) 第 9 回、第10回の企画について

(2)次年度第 l 回の企画「建築家のための H みど

り" 学習会( その 6) J について

(3)次年度の企画( テー" ' ) について

(4)次年度委員について

(5)そのほか

広報小委員会 P R分科会

8 日 6 時 - 9 時 於会館 3 階会議室

出席 者 原 兄 幹 事 ほ か 2 名

議事 (1) 第39回展示写真「国立民族学1導物館JI ごついて

(2)第40回以降の展示写兵について

(3)そのほか

委員会

9 日 6 時- 7時半 於会館集会室

出 席 者 復 問 委 員 長 乾 、 三品、柳、堀問、森下各

副委員長ほか 3 名

議事 (1) 各小委員会の事業報告及び事業企画について

(2)次年度委員会の編成について

(3)そのほか

若い会員の集い53年度第 1 回第 2 回合同企画分科会

17日 6 時 - 9 時半

出 席 者 森 下 副 委 員 長 ほ か 8 名 (合同)

第 l 回議事 (1 ) 建築家のための「み どり学習会16)J の

会告原稿案の検討

(2 )間企画について

(3)そのほか

第 2 回議事( 1 ) r都市住宅を考える J ( タウンハウス)

についての企画全般

(2)担当委員の役割l

(3)そのほか

編 集 委 員
. 6.  

::n; 

5 月号 「電波障害と建築」特集執筆者共同討論

3 日 31時- 5時 於会館集会室

出席 者 森 下 年 造 氏 ( NHK ) 、 竹告11正夫氏( 近畿電

波監理局) ほか 5 名

議事 「電波隊筈と建築」特集号執筆者による原稿鯛

盤

計画分科会

7 日 6 時- 8 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 鈴 木 幹 事 ほ か10名

般車 (1) 委只交代 について

(2)計画特集の企画

(3)幹事の選出

7 月号編集幹事会

8 日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席 者 西 村 幹事 ほか 3 名

議事 (1) 設備特集の企画

(2)  7 月号= 設備特集について

(3)幹事の選出

編集委員会 ・広告企画小委員会合同委員会

14日 4 時- 6 時 於会館集会室

出 席 者 尾 f包浬事 中村、大辻正副委員長ほか 6 名

議事 ( 1 ) 3 月号= 医療施設ー病院と情報 システム特集

経過報告

(2)4 月 号 =外壁塗装材料特集報告

(3 )  5 月号= 電波降客 と建築特集報告

(4 ) 6 月号= 計画特集について

(5)  7 月号= 設備特集について

(6)次年度委民会体制の件

(7 )次年度雑誌'J!l.収支予算案

(8 )そのほか

6 月号 「組合方式による集合住宅計画 J (仮称)

編集幹事会

22日 61時- 8時 於会館集会室

出席者 中自主修 ・i布団昇両特別幹事、鈴木幹事ほか

8 名

議事 6 月号「組合方式に よる集合住宅計画」特集企画

( テーマと執主在者選定)

7 月号 「住宅設備J ( 仮称) 特集編集幹事会

23日 4 時 - 6 時半 於会館集会室

出席者 為近磨巨登( 大阪瓦J析) ・奈良尾保孝 (東

陶機器) 両特別幹事 、中恨幹事ほか 4 名

議事( 1)テーマと秩筆者選定に ついて

(2)執筆要領について

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

企画分科会

3 日 正午 - 4 時 於会館 3 際会議室

出 席 者 酒 井 幹 事 ほ か 4 名

議事 (1)工事別 目 次 ( 関述目次) の項目蒋制強

(2 )用途別索引の再調整

(3)そのほか

デザイ ン打合会

14日 正午 - 2時 於会館 3 附会議室

出 席 者 北 村 ・ 中 北 岡 委 員

議事 (1) 総合目次、索引等の体裁に ついて

(2)そのほか

委員会

17日 5時半 - 8 時10分 於会館集会室

出 席 者 松 村 顧 問 真実家副委員長 酒井 ・羽入 ・樋

口 ・藤井各幹事ほか 9 名

議事( 1 )こんごのスケ ジュ ールについて

(2)ハ ンドブ ックの販売について

(3 )そのほか

出 版 委 員

委員会

A ‘  

::n; 

6 日 5 時 - 7 時 於会館集会室

出席者 小林委員長ほか 4 委員、学芸出版社

説事( 1)技術選舎経過報告とテ ーマ検討

(2)出版契約の件

(3)そのほか

出版打合会

15日 31時- 4 時 於会館% 会室

出 席 者 小林委員長、山問委員

議事 (1) 執筆者との出版契約舎原案検討

(2)そのほか

住 宅 委 員

委員会

. 6.  

::n; 

13日 5 時50分- 7時 於会館集会室

出席者 小西委員長ほか12名

議事( 1 ) j 主宅展に関する件

(2)そのほか

正副委員長打合会

22日 6 時- 8 時 於総務諜

出席者小西委員長、岩本、 LLt 下副委員長

議事( 1 )53年度委員の人選について

(2)よろず相談住宅展につい て

住宅展小委員会

28日 5時50分- 8 時 於会館m会釜

出席者 山下、岩本副委員長ほか 4 名

議事 (1)第15回よろず相談住宅展の会場計画

(2)そのほか

建 材 委

委員会

貝

A ‘  

=  

24日 51時半- 8 時 於会館m会室

出 席 者 元 木 副 委 員 長 ほ か10名

殺事 (1)レ 7 7 オーム (石綿炭酸カル シウ ム発泡板)

について

(2) 4 月のメインテ ーマについて

(3f 新建材紹介コーナー J 6 月号掲載分について

越築 と社会/ 1978年5 月号 53 



(4)次年1J i ' . の委員の委嘱について

(5) そのほか

若 い 会 員 の 集 い

対 談 空 間 を 斬 グ 一 一流政之+ 村井修一 一

4 日 1 時50分 - 411寺50分於あまべ( 余部) 邸

出席者 92名

「伝統工芸を見る」… ー神仏具・銘金物・魔鋭ー

25日 1 時半 - 4 1時50分 於京都金工センター

出席者 25名

見 学

.，6‘  

-:z;; 

“万国博" お祭 り広場・大屋椴降下工事見学会

11 日 211寺- 4  H幸

出席者 39名

設 計 位 里E 株式会社双亙設計

指 導 東 大 名 誉 教 段 坪 井 普 勝 氏

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

千里中央文化センヲー( 仮称) 南千里吹田市民セ ンタ

ー( 仮称) 新築工事の見学会

18日 1  11寺下 - 51時

出席者 29名

・千里中央文化 センター

設 計 附i! l 設計事務所

監 浬 大 阪 府 企 業 局

施 工 附 大林組

・南千里l次回市民センター

設 計 村 野 ・森建築事務所

Ａｉ ｾｾ 理大阪府企業局

施工 1吉田 ・紙谷ー嶋本共同企業体

宝塚ファミリーランド 「パウ ・ホール」新築工事の

見学会

23日 211キ- 411寺20分

出席者 ＲＷｾ＠

監 PR  阪，包 ｾｉ ， . . J _ ンジニヤリング株式会社

設計胞工 株式会社竹中工務応

講 習

A .  

-:z;; 

日影規制に関す る誘習会 ( 本会ほか 3 団体共{ 桜)

31 日 911年~午後 511寺 於大阪府尚工会館

聴治省 289名

議自p

nl 彩t見市11について

大阪府建築部建築指導課 E幹 悦 反l IIJl 氏

太陽位ほとその表示、円! ! 量検討の方法

大阪大学教妓・工宇部建築工予科f J t 雌克三氏

日影際 ｉｾ の 揃 き ｽｊ

大阪府主 ￟ｾＺ 刊 ｩｬｬ 摂指導課環境指導係長杉本 ｈｉＡ 夫氏

大阪市立s築防止s策指導部' f f ' i : i ! t 深南方市係長般本好Mhl::

ｮ ｾ 図表の読み万

。拍竹 '1' [ 務1;1i 大阪本開設計部設計J軍 備 山 労 祝 氏

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

14日 8  ｉｉ ［ ｾ ・ド Ｍ 9  ｉｉ ［ ｾＧｉ 主 於大阪グラ ン ドホテル

Ｎ ＧＱ Ｑ • ，市 δＵＸｦ ，

当11 は、 11本新築株式会社食品部長絵1T敏夫氏より

「多肉柏物について」のお話を伺 った。

3 月 の 入 会 者 ( 敬称目的

〔同体会 i H社〕

栄ＹｉＡ ｫ ｬ ＡＮｬ 鮒前大阪 ＺｂＧｾ 所 ( 伺コイケ消防設備

( f悶入会rmr，)

今 村 秀 幸

木 下 川 武

竹 Jt .f!. 

樋 11 正巳

大 内 久 男

小林敬一郎

盟国真喜男

細 見 昌三

大 迫 幸一

染 谷 宇 児

永旺l 縫倒

宮 崎 英11月

54 

山

田f

 
お祭り広婦にて



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任施

工 ま で の 一 貫 した作 業システムによ り、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想的 な 総 合防 水層を完成さ

せ ました。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

カッパー防水帯

コ- J 〈ータイト

継 目 が な い / 温 度 変化 に よ る 伸 び が な い / 腐

ら な い / 柔 軟 性 に 富 ん で い る / 耐 候 性 に 優 れ

て い る / 製 品 及 ぴ 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施 工 出 来 る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都中央 区 銀座 8-4-9 電話03(571)  2703 

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市金田字宮畑 2 5  9 電話0462(21)6092

大阪出張所 大阪市都島区都島中通り 2-3-1 電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3- 3 電話052(811)3660

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電話0952(47)2945

腐 ら な い ・燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水 切 り に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 745 ) 5121 - 5  
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 2 2期目玉業社

本 社東京都港区乏ー松町 1 -25- 7  電話 ( 434) 6171( 大代)

大阪支社大阪市淀川区加ぬ 1 -58-59  111話 ( 302) 2271 ( 代)

支 庖 北 海 辺 ・ 仙 台 ・名 古 屋 ・ 広 };b . 悩 間

営 業 所 釧 路 函 館 ・ 雌 岡 ・横浜・静岡 ・京 都 ・神 戸

給 排 水 ・衛 生

日 差 冷 房 ・換 気 設 計 施 工

委 科 大 阪 城 口 研 究 所

56 

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 泣 訴 大 阪372局7151( 代)

京都市東山区大和大路正面上j レ 電 話 京 都561局4944( l"¥': )  

神 戸 市 生 国 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市内ーIむ C/ゴ晴子i 1  r 目101'11' 17η 〒550 111，1，'; (441 )  8231 

本 社 東京市i中央区銀J i l i 2 T 阿 2 需17日〒 104 氾，1吊(535) 5251  

支 社 大 阪 東 京 名 古 川

支 庖 札 幌 ・仙台・余沢・広島 ・縮問

営業所 新潟 ・天f理・岡山 ・i17i 松 ー熊本

出張所 fJul l . 't:在l出] 千 葉 償 浜 ・静岡・郡山 初 ｮＮｾ 川

l;( lifl 神戸鹿児，( J ，郊覇

空 気 筒 和 俊 備

給緋水衛生設備股骨十施ヱ 各種送風機・製作販売

各種プラ ント段備

⑪ 械式舎祉の: ' 4J P. シ

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T E L  ( 672)  1281( 大代)

営集所 東京・名古屋・京都・広島・福岡 エ渇 和泉・名古屋

テレックス 本社 No. 562- 7688 和泉工場 No 538- 5898 

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社東京都千代図区大手町2-6-2 ( 日本ビル)

電 信 03-( 270) ー7411側

大阪支社大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06-( 443) 504H的

支 后 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙 台 ・千葉・名古屋 ・金沢・高松 ・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 苫 小 牧

空 気 関 手 口 量 生 側

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

気 設 備

j厨 房

三 機 工 黛

ム

環境衛生施i ! J l :

荷 役 遥 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

25 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 ] 治

大阪市東区北浜 2 T 目 2 2番 地 電話 大 阪 ( 202) 代 後3071

本 席 東京・日比谷 ーと僧ビル

支 庖 名 古 屋 、 福 岡 、 札 械 、 広 島 . 仙 台 . 北 陸

出 張 所 欄 浜 . 高 松 、 静 岡 . 見 回 、 岡 山 、 金 沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ 三建設備工業株ま奮枇

大阪支底 大 阪 市 北 区 紅 栂 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東京都中央区日本橋械設町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・新潟 ・横 浜

。
東京本広

大阪本后

支 庖

出 様 所

空 気 闘 和 ・ 衛 生 位 備 設 計 施 工

空 調
---圃・ 発株式会社

東京郡新宿区西新宿 祈宿住友ビル 包 括 03- 344- 19 J1

大阪市北区西天満 3 丁目 13番20号泣; l f ; 06- 363- 1371 

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2  屯li丹052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 需 22 Ｎ［［・ｾぷ ＰＸＲＲ Ｍ 47 - 4535 

M岡市中央区大名 2 丁目 4 番22 号 電 話092ー761 - 3795 

仙台 ・4白浜 ・福井・京都 ・神戸 ・松江・沖縄

管 工 事 業

@ 協和建設工業株式会社大阪支庖

取 締 役 支 l占長 阿 坂 宰 労

大阪市北区堂島 2 ー 1 - 27(般紙千代田ピ Jレ)

郵便吊号530 1豆 諸 大 阪 (06) ＳＴＶＭＰＷＲＱＱＨｾ＠

著書新日本空調株式会社

大 阪 支 盾 大 阪 市 北 区 堂 島浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピル)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社・ 東京都中央区日本締本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・九 州 ・ 広 仏 ・ 札 帆 東 海 村 北 陵 ・ 大 分

空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災

。須 賀 工 業

大阪市西区土佐堀 1 - 2 - 3 0 TEL  06- 441- 5171 

支 庖 東京・大阪・倹浜 ・名古屋 ・京都・神戸・広島 ・福岡

営業所 札幌 ・千葉 ・静岡・金沢・高松

出 張 所 仙 台

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

( e{ e)  よりよき環境へ技術挑む一 一

海 v 株式会社精研

本 社大阪市南区瓦展開T 3 帯了68i 射也( オートセ ンタ ーピル2階)

郵便需号542 ma古大阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 底東京都千代日l区九段南 2丁目 2is:・ 5号( 九段ピJレ8階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番
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本 u ・東 京 宣E 寅 烹C l I 断宿区置噺宿 2 - 6- 1 ・03- ) 44-185H夫代、 大師支高・06- “ 8- 盟引{代1

名古置宜庖・田 2-211-1535t 代} 九州支庖・四2-431-2147 1ぎ鍵断 札鴫ー仙台 網，氏。広島

締 戸 出 明 閉 舗 A 金 R 大 宮 帥岡 ・田 被鶴 岡山 岨 山 附; 0: ' 蝿リl.I， ' 沖縄 ーハンコワ

空 気 調 和 ノ / 、 ¥

給 排 水 衛 生 『て7

鰍 送 機 設 備

設 計 地 工

第一エ業株式会社

大阪支庖

一 般 空 調 段 備 .tl! i且恒; 毘段備・ J令3匝 冷 蔵 館 備

冷 却 乾 燥 段 備 ・ 環 境 改 ・ 股 備 そ の 他 上 況 に 附

- . 一 帯 す る 衛 生 、電 気 等 一 切 の エ 事 の E笠宮十・絡エ

Ｑｾ イタ写本シフヲシト繍 ￱Ｘ Ｎｴｴ
司ヌF 取 締 役 社 長 ヰヒ川一郎

事 事土 木 阪市大淀1<，中 治 事 泊 1 1 '1 1  2 品 J 也 ホ ー コ ク ビ ル

干 531 低，1"; ) ，阪 ( 06 ) 372- 5171( 代 炭 )

1 (  }苫 東 京 都 中 央 1，( 11 本 備 本 町 3 の 1 共 IJ] ピ ル

〒 103 '4.:，ili 点 以 ( 03 )242- 5521(代 表 )

..所 10¥ i制 ， '1'， ｾ守ＯＮｴｬ｟ ， ，，;.: 胤 ， t L 純 仙 台

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社大阪市北区西天満 5 - 11- 12 電話 06 - 313 - 1846

芸孟吾妻町 大阪市北区西天満 5 - 11-12  電話 06 ー 313 - 1846

高品去立祭枚方市甲斐回東町 9 需 3 号 電話0720- 49 - 2128

訟 備 部 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 1ト 12 電話 06 - 313 - 1846

禁制 定 ‘ 恕枚方市甲斐聞東田T 9 -11¥= 3 号 電話0720 - 49 - 2128

回

日是 ・冷 房 ・ 空 気 温 湿 度 調 務 装 置

設 計 施 工

高 6歩
套拘

品ｾ

ｾ＠

大阪支庖 大阪市北区芝田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ピル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田駿河台 4 丁目 2 番 地

r mODAI Rコ
空 気 調 和 設 備 品

員又計施工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 熊 工 . 繊 式 会 後 大 幅 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E し( 562) 1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

給・ 排 水 ・衛生 ・ 消 火 ・ 嘘 冷房 設備

お 22西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 電E重大阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 福 岡

空 調 ・衛 生 ・防 災 設 備 設 計 並 施 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

本社)l 京都支底 Ji';・t f > 市南区西九条 豊田町 2 0 番 地 の l

t正訴 (681 ) 5  1  0  1  - 5  俺附I !軍閥 (691 ) 1045 

大 阪 支 I苫 大阪市北区天満 1 丁目 5 - 2 0  (天満僑北詰)

電話 ( 352 '， 3  5  0  1  - 3  

回目前支底 四 日 市 市 浜 凶 商 末 広 町 ' 4L話⑮7431 - 3  

滋 賀 曾 織 新 大湾市打出浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

海 曾 鍵 所 ; 京市栄町 2 - 1  1  1 電話 0592 ⑧ 3 6 1  0  

<i"iO
T 3舎四歪房 副事

唱 F
電' ー

. . . .

③石造掛鴇掃員

J J : 国

@平山互業株式会社

大阪市西区u : 戸沼 1- 22- 7 T E L ( 441 )附 1994 ・( 443)附0331

空 気 調和・ 恒 温恒 温 ・ 冷 凍 ・冷 蔵

給 排 水 衛 生 設備 設 計 施 工

@ 不ニ熱拳エ納式曾粧

本 底 大阪市南区周目崎町 2 - 5  0  電話 261 - 243桜町

東京支l苫 東京都大田区西馬込 1 - 2 - 1 ｾ 電 話 ＷＷＳ ー ＱＲＳＱ 間

営 集 所 銀 座 ・ 浜 絵 ・ 1王 者s ' 神 戸・ 福 岡

空 気 調 和 設 備 ・給 排 水 衛 生 設 備 ・ 上 下 水 道 施 設

環 境 衛 生 施設 ・公 害 防 止 施 設 / 設 計 ・ 施 工

⑫ 山 田 工 指 摘 京8 U

本社且菅工事事草島大阪市西区車 町 揖 1 - 6  - 8 電話06(W )816l(大代聾)

現壇葺置事草郡大臣市草川区三津屋南 1 - 1  - 35 電話 06(308 Jl 49l( 代置)

東 京 支 庖軍事r a ; ; r 東区亀戸1- 8 - 4  (自由ピル l 電話 03(68318421 (代轟l

名 古 盟 主 高 名 古 屋 市 中 区 栄 2 - 16 - 13(京極ピル) 電話 052(202)∞17(代置)

出 強 所 神 戸 悩 同 居 山
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⑤ 

I7Eヨ r:e. -== ム温. ー....b.

ｬ 窃竜丸体ｾ

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 2  - 4  朝 日 ピ ル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 ( 代 )

市 乗 水 面T 3 - 3 4 - 6

T E L λ; 11';( 06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 1"1: )  

京 都 市 右 京 区 商 京 極 理 事 野 町 2 1  

T E L J京有s 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 1"1: )  

悩 岡 市 中 央 区 薬 院 1 ー 1 4  - 8  

T  E  L  tiJ 岡 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社

A

G

一

A

設 計 施 工電 気 設 備

朝

電 気 ・ 計 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 砧 式 会 紅6之

回2次

本

本草士営割陣所

京 総 省 蝶 所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビル T E L 0 6- 31 3- 1  101 

支 l苫 東 京 ・名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・天 理

大 阪 南 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・四 国 ・九州、l

信原栗取締役社長

福岡出張所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常 務 取 締 役 支 社 長

大阪市東区高周橋五丁目 二八 番 地 電 話 大 阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 本L 純 ・ 仙 台 ・丸 ノ 内 ・名 古 屋 ・ 福 岡

営 業所 ・ 出 張 所 全 国 主 要 都 市20ヶ 所

電 気 工 事 設 計 施 工

血
，、

代 表 取 締 役 坪 井 大

大 阪市 北区 西 天 満 2 丁目 6 - 8 ( 堂 ビル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 稿 箱 崎 町 2 0 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・利1 悦 服 堺 ・ 飯 山

社一
一
一

株 式 会 社

キ土

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

喝 '

株 式

電 気 工 事i

A

A

一

A

-

三

叶

式

去

一

株

机

胡

機

慕

伊

電

一
一

令

山
川

暖

{

玉

制

気電

ゐ 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 械 東 区 成 育 三 r I ' l 五百件寸七号

111 ，lli k 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市城東区成育三丁目十七昏一号 電話大阪 (932) 2869

奈良県御所市御国通3ω 電話御所 (2) 0122  

枚方市山之上西町 l の 1 1I1JI i 枚方 (43)8659・(44)9232

神戸市首合IR若菜通六1 日六待五号 電話神戸 (241)5969

ム一

A

J::::o 

ヌL中 本 電

本

資 材 倉 庫

奈良営業所

教方営業所

神戸営業所

社

大 阪 市北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ピル 3階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東 京 都港 区 新 僑 2 - 1  6  ( ニュー新橋ピル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  (代)

堺 ・千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

H  

信

キ;

支

!苫支

神 戸日 ｾＯ ［ ｦｩ

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 宇白 星 町 l 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1 ー 7

東京都品川区西丘反田 6 丁目 25番 11号( 福島 ピル)

E 結 束 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 . 0350 

北 九 州 市 小 介 区 鋳 物 CIII 町 2 3 番 地

ｾＱ￮話小合 ＨＵＶＩ 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

，ｾ＠ 千 葉 ー 和 歌 山 ・ 名 凸一 度

総 合 設 備 工 事 〈設 計 ・ 施 行〉

電 気 ・ア ン テ ナ ・送電線・プラン卜 ・計 裟 空 調 ・土 木 建 築

⑧ 
社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

社

活

卒二

支

ｑｾ＠四林取 締 役 社長

営 業 所

大 阪市 福 島区 福 島 7 - 22- 8  

T E L (  0 6 ) 4 5 2 - 1151( 大代)

東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・福 岡

社本

E芋出悩戸斤

事業所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田取 締 役 社 長

杜本

車千謀議縦株式会結

取締役社長 岩 崎 久 雄

大 阪 市 郁 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 - 10 

. 艦 大 飯 ( 06) 3  5  8  - 1  1  7  1 大 代 表

乗3京 都 港 区 虎 ノ 門 1 丁 目 1 3 番 5 号

電 箆 東 京 ( 03) 5 0 3 ー 0 7 1 8 代 表

徳 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 10 番 24 号

電 信 繍 岡 ( 092) 7 1  2 ー o 1  2  6 代 表

神 戸 078( 351) 斜41 鹿 児 島 ω92( 24)  0115 

電 気 設 備 設 計 施 工

@  

社

庖

ヨー

支

営業所

世t . 所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 究

大 阪 市 北 区 西 天 満 6 丁 目 9 番 8 号

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 - 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・神 戸

松 山

電気・計装・空調工事設計施工

電 気 工 事 ・ 断 装 工 事 ・ 段 置 十 施 工

ｰｾ ト圏雲完工ＺＮＯ［，Ｉ二 ｙ リレヲ跡式 Ｘ 髄&  社

f 必ェ

1 ロ山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 l 番 3 号

T E L  06ー 364- 3056 ( 代)

東 京 ・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・ 高砂- 三原 ・徳山・松山・新居浜 ・福 岡 ・沖縄

取締役社長

社

支 庖

事業所

本

社

支 l苫

営業所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ・ ー 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内 外 装 用 様 変 美 術 タ イ ル メこイムタイ J レ

古 代 土 器 調 高 温 〆 タ イ ル ー大 イ ム 古 代 タ イ ル

@  

場二E

ナニワ媛匂 ｾＲｩｩ
3 寸緩旬最適軽量7J ，止付( 空葺) 瓦

Board&Sl ate 

フ タ ノ て 需 3阪

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

祖

週

区

元

町

丁

目

七

附

一
電

断

制

r
A

O

ム
ハ
五

T E L  ( 345)  9055(代 表 )

T E L  ( 252)  3  9  0  6  

T E L  ( 202)  5  2  6  0  

大 阪 市 北 区 堂 島 2 - 1 ー 1 8  

大 阪 市 東 区 本 町 4 - 27i 卸立 ビ ル

大 阪 市 東 区 備 城 2 - 3  6  

本 社

御 堂 営 業 所

繊 細営 業 所

Standard 

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

: :  'I} 淳 窯 零 歳 庖⑪ 

姫 路 嘗 換 所

橋 卜 百貨 庖 同 下 守
信

号

種

ガラス製品卸問屋

セトモノのデパート

各ポツ酸

陶器、

耐

本 社 大 阪市東住吉区野j 川旧r3  - 54 屯J丹 (06 ) 702 ー 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

ヱ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

信 用 と 技 術 で

未来を拓く 東 海 電 工 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

@東海電警jE事

大阪市東区高隠紙 2 丁目 9 野村ピル5階 電話 大 阪 ( 202) 4905
本 社 / 名 古 屋 市 中 区 栄 一 丁 目 20番 31号 干460 n  (052)  221-1 111 ( 大代表)

支 社 / 名 古 屋 岡 崎 静 岡 ー津 般 車 ・長 野 ー飯 田 東 京 大 阪

建築物自制自等造作工事、家具建具・室 内 装備 工 事

内 外 装 飾 織 物 ・窓、掛敷物壁紙類一 式 / 設 計 施 工

D E C OR A T O R S ，L T D  F U T A B A Y A  

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般- 48) 第 12064号
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「1進式
ト 簡 易 問 住 切 デ ィ オ [  

オフ ィ スでは人員の ￬ｾ 減やシステムの改善等で Ｎ オフィスレイ戸ウ ト も流動的です 。取 ｻ寸 ， 取はず

しガ簡単なアィオは時代の要求にマッチし疋新しい簡易間仕切です。軽くて ，剛性のあるディオ

パネル( イソパンド3 6 ) の表面は0. 5%の塩ビ鋼板で構成され，美しい室内感覚を出しています。

CP A丁 目 牛 )

奥村重兵衛株式会社日

大 阪 市北 区 西 天 満 5 丁 目3 番 ワ 号 干 530 電 話( 06) 312- a131( 代 )

京 都 港 区 新 橋 4 - 2 第 29森 ビ ル 干 105 電 話( 03) a37 - 3361( 代〉

福岡市| 尊多区住a 2 T白 16醤 2 7' 5 〒812 電 話( 092) 291 - oa59( 代〉

百 屋 市 西 区i表団 2 T目 1 醤 6 号 干 451 電 話( 052) 522 - 5a36( 代〉

、

A M. lO∞- P.M.5.∞ 

日曜・祝日は休館

|雲|
年中見ていただける 皆様の見本室

タイル

常設展示場

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町1丁目 1番 25号
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C  7 月号〕

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修

月 干リ

年 間 購 読 料 ￥8，400 

( 送料含む)

定価 ￥ 700 

- 建築 にお けるカビ 汚染と 対 策

・火 気使用室の換気

・活断層

・地震と窓 ガ ラス

• PSコンクリ ー卜 による高層建築の設計と施工

・生 コンの JI S とJ AS S

・突風に よる建物の被害

・工業 所有権あ れ これ 一対談ー

・わか る溶接

・構造計算デー タシー 卜

〔特集 号 案 内〕

・掘体生産技術の
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固定書壇聖書調拠櫨tt阻E睡 量 璽 盟

8 5 版 ー広文忽8頁

I H手で確かめた水と土の記録

- よ巻

・下巻

60 

1官補改訂版生，舌環境込 q に何 1田町 E主計資料 各樋挫及川造的計画 .I H十に役立つ実用便覧

| 住 宅 団 地 の 造 園 施 設 I I 建築 構 造 計 算 資 料 集 |

沖 中 健 著 8 5  t'l . 本文 114 頁 ・"' 1 ，ωO( 送料￥笈泊) 中川 ， 寧 編 者 全 8 巻

日鉄筋コンクリート禍造編①

品切れ・改定出版の予定

図鉄筋コン 7

'

) ート帰途編②

8 5 ヰ'1 . 212頁 ー￥3，∞O( 送料 V お0)

E主計結工に必要な接百工法的決定版 回 個

! 建 一築 の 接 着 工 法 | ー

4島 造 編 ①

8 5  fll ・225頁 ー￥3，200{ 送料1 ' 250)

H! 進 繍 ②

西忠. 11. ' " 陪

8 5 判 ・256頁 "' 3，民泊( 送料￥ 250)

ンクリー卜技術に関する好適の実務日 一一ーー

|三-Zコンクリー卜技術 | 国 語 建 築 技 術

・上巻 8 5 f'1 '3ω 頁 "' 3，200( 送料￥お0) 〒 160 東 京都 新 宿 区 北 新 宿 1- 8- 1 中島ピル 8 F

・下巻 8 5 t'l ・414頁・刊， ωO( 送料￥ 250) fi ' 03 <363>  42 1  1附 振 答 口座 東 京 0 - 72417番



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

.•. 
鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ ⑪ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

堕 か な 経 験

耳支来 斤 の 十 支や ｾ ｊ

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

木 村 大 阪 市 東 区 而 符 岡 [ 1 - 12 日 生 ビ ル 宮 ( 943 ) 6571代 表

点京 ・ 術 ｊ 兵 Ｍ 践岡 Ｎ ｬｭ 山 ・ 水 戸 ・ 浜松 Ｍ 間的 ・ お古屋 Ｍ 富山 Ｍ 大山 ・ ｦｪ Ｚｊ，行 ＱＱ ・ ＮｩｽＧｾ .神戸 ・広 島 ・福 岡 他 会 問 主 要 都 市

現場の信頼に応える 弓 ｲｬＢｾ ・
告 u 口

事支口口

セ メ ン ト 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン ト 急 硬 ・止 水 周

セ メ ン 卜 硬 化 促 進 用

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コンクリー ト 型 枠 脱 型 周

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 周

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ ー

ヲa、ー墨田ート

守 ｾＹ［Ｇ

' 1' T-9' : . .  

セメンド起泡 ・軽量 ・裏込用 % 2:1.・b

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 Z i'Mニ' 7- 16，

一一 セメン卜混和剤・助材綜合メーカー ー

州ぬ株式t : ! 1 I h 田区1....- 哩t ... 

ＭＭＺｾ子ど ｬ 会社ＮＮＮＮＮＮＮ圃唱・｟ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮｌ

ｾ東京都品川区二葉 Ｑ Ｍ ＱＸ Ｍ Ｘ n 東京 (787) 1131代表

東 北 支 底 福 島 市 下 野 寺 字迷 原3- 2 n0245(91) 1l 31間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 町 14 - 3  n0298(23)  1131刊

盛岡営業所 岩手県盛岡 市 月 ケ 丘3- 39  ft0196 (45)  1331制

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17-26 n  06 (974) 1131 

6 1  
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錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い /

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5 PM)

・オリエンタルスーバーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

、

畿

本

波板規絡 S 小波 - 8 大波・ y ?皮・ボックス波 ・W ジャンボ波 - y デッキ ・其の他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

Jl I J I レヲ! 乱暴9J l 製造跡式会誼

宇 土 干 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 412) 5131 ( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081 (代)

東 京 本 社 及 工 場 〒 335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 (42)  3115 ( 代)

大 阪 支 庖 及 工 場 〒 660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488) 1081 ( 代)

九州支唐及工場〒 ＸＰＷ 裾岡県遠賀郡水巻町頃末電話北九ｾ Ｋｊ ＨＶＹ Ｑ Ｉ 2831 ( 代)

名 古 屋 支 庖 〒450 名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 4 丁 目 4 番 8 号 電 話 名 古 屋 ( 581) 2781  ( 代)

:J::J l ・左官用外・内塗装材

左官コテ塗り仕上塗料

和、洋内・外装材の最高級品

田

。 特 長 = 化 粧 ・ 防 水 ・ 亀 裂 防 止 ・

補修工事に最適。

100%アクリル弾性水系塗料材

〈 ロ ー ラ ー ワ ン タ ッ チ 仕 上 げ 〉

I 強 力 水 性 シ ミ 止 シ ー ラ - 1  

Ｑ 二 ｚＲ 、スス等ヨザｾｾ問。 ｣
、 J

( 緊楽仕上)

ｾＢＧｊ￞ ＺｬＮｉｊ ｂ＠

⑧( 想居住吉?

新 興 壁 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 住 之 江 区 粉 浜 3 - 5 - 6 雷 (06) 672- 1661(代)

体 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福岡市博多区上牟田 3 - 7 - 3 倉 (092) 411- 5225 ( 代)
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曾

フィーYしド共聴からホーム共聴まで

どのような

受信条件下でも

美しいテレビ画像を

再現する

D Xの共聴システムと機器

| 営業品目| 共聴システム( フィールド 、 ビル陰共聴、ビル共聴、 ホーム共聴) の設計施工、

アンテナ 、共聴機器、テレビ受信用アクセサリ

Ｍ・・・テレビ 電波を技術で活かす Ｎ ｾｉ

幽 l oxア コ テ ナ 格 式 会 社

本 社/ 神 戸 市 兵 庫 区 入 江 通り 5 r  ｉ ｾ＠ 6 帯 地 〒 652 n 078- 68ト136111¥1

k 阪 営 業 所/R 中 市 庄 内 宝 町 l 丁目 9 番 7 ｪｾＮ 〒 ＵＶ Ｑ n  06-334-638111¥:1 

k . 阪共聴事業所/ 大 阪 市 北 区 鶴 野 町 2 番 8 号( 鶴野 ピル) 〒530 n  06-371-443711¥:1 

，;r !il i機器営業所/ 京都市下京区I l : i . JI I通松原下 ル( セントラルピル) 〒600 n 075・821-436511¥:1

m機 器 営 業 所/ 時 市 南 半 町 西 2 丁目 3 恭一 15 号 干590 n 0722- 23- 721511¥J 

神 戸 営 業 所/ 神戸市兵庫区入江通り 5丁目6番地 (D X ピル) 干652 n 078- 651-9651 附

神戸共聴事業所/ 神戸市兵庫区入江通り 5丁目6帯地 (D X ピル) 〒652 n 078- 65ト9651附

姫 路 出 張 所/ 姫 路 市 花 田 町 一 本 松 3 8  7 干611-02 n 0792-53-1234仰

」
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まず、 外{]! I J I析熱 防 水 / UD工 法 の 特 長。・ スラブの温度

変 化 が小 さくなるので、ひびわれや動 きが少なくなり 、スラ

ブに接 続する壁や梁への応 力も緩 和|され構 造 的にも安定

区k米で常識化されている外側断熱工法。 11 本 で も 田 島

j レーフイングが採用して、すでに10年以上、経過しました。

最近、省エネルギー、生活環境の向上、建物の耐久性な

する。・内 部 結 践を防止する。・防 水 層 は 熱 (，' ' ] に安定すどの諸点からこの工法への理解がようやく深まってきま

るとともに直接、 外 的影響を受けないので耐久性 が増す。

- 外 力 による機械 的損傷を直接うけ

ない。・内 部の 直 仕 |てげが容易である。

強力アスターU は、強力アスロンU とと

もに東西アス↑"hipI¥11仕様の中核材とし

て開発された不織布ルーフイング。良

TI なアスフ アルト がた っぷ りと含浸被

生かしながら工期 短縮剖まかられま

社

団

法

人

す。建築構造の多様化に対応し、工

事省力化への移行を行った理想的な

不織布ルーフインク、 強力アスターU。

殖されています。従って 防 水 性 能 は 抜

群 。 従来のメンブレン工法の機能を

した。日本でて外側断熱が常識化される円も近いでしょう 。今

回 の Tロ;i ma T  e c hni c 口I Re por f で、は 、外側断熱 防水 / U D  

工法にスポ y 卜をあて、その仕様をご紹介してゆきます。

断熱防水仕様

PCR. S200 

ロアスフアルト

フェルト敷き

日目 R8ボード30mm品

目アス ヲイ卜 1.5k9

国国強力アス合一 U

アスヲイト 1. 2k9

強力アスヲー U

アスヲイ卜 1.5k宮

図図ギルスポッ ト

回 プライ ? - O. 3 i1
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本
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その性古目立ストレ ッチルーフイングの
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u

JI S 規格を超えています。・剛性が市ポリスチレ ンフォームの特殊品です 。
U D工法では、断熱材自体が悶水の

く繰り返し応力に耐える。・腐 朽 変 質両面にはスキ ン層 が つ い て い ま す。日及水性 が少なく影響をうけるため 、

するおそれがな く長 期 間 の 防 木 効 果そ の 主 な 特 長 はしかも熱絶縁の高い 断 熱 材 が要求

を保証する 。・低視でももろくならず. ，汲 ;J<が 少
- 断 熱 効 果 が 大 き い 。されます。この目 的 にそ って開発され

寒 冷地 の防水にも好適。・形状が変- 機 械- 透 湿 抵 抗 が 高 い 。なし、 。
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イヒサr安定した防水層を形成する。

日

“  • .，.・F3 0 mm晶

ロ日

的 強 度 が 大 きい。材 は気泡サイズをより小 さくした硬質

団

|  ギルスポット |  

|  立上 η 隅 1  

11ムロンタック 30 I  

断 熱 防 水 仕 様 PCR- 5200

囚

臨圏幽

一 このほか・l l l f I ! ! I ，' f J . J i かあります I  

以 下 の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト を 参 照 に

断 熱 防 水 計 画 を あ・考 え く だ さ い 0

・下地 〈下 地 ごしらえ> <下 地 の種

類 >< ドレイン> <勾配> <排 水〉

・防 水 押 え 〈伸和在日地><立上 り 押 え〉

詳細は「 アスフ アルト防水 ・仕様

ｾＡ ｦ ｊ をご覧 く ださい 。

なお、この仕様ｾｾは、ご希望の方

に差し上げています 。企画係宛へ

お申し込み ください 。

〈防 水 層保 護材 > <押 え コンク リ ト〉

・納 まり 〈立上 りの 高 さ > < パラペ

ッ ト> <笠 木 >< 手摺〉

・断熱 性 能

・仕様 の 選 定 〈基 本的 条イ特
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東西アスフアル卜事業協同組合

田島ルーフィンケ株式会社

大 阪 . 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ー 1 0 - 5 電話 ( 06) 443- 0431

東京。東京都千代田区岩本町 3 ー 11 ー 13 電話 (03) 862- 8531  マ


